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ＡＸＩＤＡプロジェクト紹介

多
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万言

ブラジル●

○インド連邦カルナタカ州無医村

　　地区巡回診療プロジェクト1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医

　　療プロジェクト※巡回診療のふ継続中

　　　　　　　　　　　　　　　1991年

＠在日外国人医療プロジェクト※

　　（東京･大阪）

　1991年4月17日にAMDA国際医療情報センターを

設立。93年5月より（財）東京都健康推進財団の外

国人医療関連事業の委

託もうける。在日外国

人を初めとする関係者

からの医療に関する電

話相談、受け入れ医療

機関の紹介などを実

ｋ
ｏ

＠

クルド湾岸戦争被災民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1991年ピナツボ火山噴火被災民救援

医療プロジェクト※ 1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援

医療プロジェクト 1992年

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
・

アジア多国籍医師団
●

●

1993年5月22日に創設。アジアの自然災害や：
●　　ﾑ//6/ ｜･//Jsヾ4g｀」¶~41りSらU/r/’zLJi･･ゝﾉゝ□il　●
・難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か・

゜ら（15ケ国）から構成されたAMDAの緊急救援
●_,｡4_｡｡｡｡。_｡（。
●

●

●

医療部門である。

●

●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

※現在継続中

　ぐし

●AMDA支部所在地　　　　　　　
／

＠バングラデシュ・ミャンマー

　　難民緊急医療プロジェクト1991年

＠ネパール国内ブータン難民

　　緊急医療プロジェクト※

　1992年５月よりネ

パール支部により活動

開始。現在難民と地元

ネパール人民双方を診

療する第二次医療セン

ターとしてその地の基

幹医療機関の役割を果

たしている。

＠カンボジア地域医療プロジェクト※

　1992年より、プノ

ム・スロイ群病院の支

援を開始。近辺の村を

予防接種、蚊帳の無料

配布プロジェクトを実

施。

●　カンボジア精神保健プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　－　　　　　.･1993年

●　ソマリア難民緊急援助医療プロジェクト※

1993年１月よりケニ

ア、ジプチ、ソマリア

本国難民救援医療活動

を「アジア多国籍医師

団」として開始。

●　　・

●　　●



＠　ネパール・バングラデシュ大洪水

　　被災民緊急救援医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1993年

●　インド西部大震災民緊急救援

　　　リハビリテーションプロジェクト※

　1993年10月よりイ

ンド支部との合同プロ

ジェクト。マハラシュ

トラ州ソラプール地震

被災地区でリハビリ

テーションクリニック

プロジェクトを展開。

●

　●　モザンビーク帰還避難民

　　　プロジェクト※

　1994年２月よりモザ

ンビーク南部カザ州に

おいて開発医療活動を

開始。

●　タンコット村眼科医療＆母子保健

　　プロジェクト※

　　　1992年よりカトマン

　　ズ近郊のタンコット村

　　で眼科検診・診療と母

●子保健を中心に据えた

　　総合地域保健プロジェ

　　クト開始。

●　旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　　NGOグループ援助プロジェクト※

　1994年6月より日本緊急救援NGOグループ(JEN)

の活動として、クロア

チア、セルビアにおい

て、緊急医療、生活改

善指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多

方面にわたる援助を行

う。

＠　ルワンダ難民緊急救援プロジェクト※

　1994年８月より、ゴ

マ難民キャンプで、ル

ワンダ難民を対象に緊

急救援プロジェクトを

開始。現在は、ブカブ

で難民ニーズの医療活

動を展開。

撮影　山本将文氏

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト※

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

●阪神大震災緊急救援プロジェクト
　1995年１月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

＠　チェチェン難民救援プロジェクト※

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

●サハリン大震災緊急プロジェクト
　1995年５月ロシア・

サハリン州地震被害者

に対する救援活動を実

施。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

＠　スーダン国内避難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年

●　アンゴラ帰還難民プロジェクト※

　95年７月よりアン

ゴラヘの難民帰還を促

進する為、北部ザイー

ル国境付近の病院を再

建する。

ｅ　北朝鮮大洪水救援プロジェクト

　95年９月に起こった

大洪水の為、医薬品と

生活物資を２回に分け

送った。

調査団として医師ら２

名を北朝鮮に近い中国

に派遣した。

・
‐
‐
Ｊ
Ｉ

念
革

理
沿

ｒ
－
Ｊ
ｒ
Ｌ

[現　状]

　　　　　　　　　　　　　　　※
＠　インドネシア大震災緊急救援プロジェクト

95年10月に発生し海弔詞；穿Ej:"″““φ″･･゛゛･.㎜･"･

大憲災緊急救援のぢ.'･..･　　．
＿二77た大震災緊急救援の

為、医薬品と医師ら４

名を派遣。

　インドネシア支部と

の合同プロジェクト。

Φ　メキシコ大震災緊急救援プロジェクト

　95年10月に発生し

た大震災緊急救援の為

医薬品と医師ら４名を

派遣

ｅ
＠
フィリピン台風被害緊急救援プロジェクト

インドネシア中央スラウェシ島地震救援

プロジェクト

●中国雲南省大震災緊急救援プロジェクト

ＡＭＤＡ　概要

Better Quality oflifefor a BetterFuture

1979年タイ国にあるカオイダン難民キャンプにかけつけた

一名の医師と2名の医学生活動から始まる。

アジアの参加国は18ヶ国。会員数は日本約1000名。海外約200名。

世界各地で種々のプロジェクト、フォーラムを実施中。

［入会方法］　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して下さい。

　　　　　　　　　　　　・医師会員　　　15､000円

　　　　　　　　　　　　・一般会員　　10､000円

　　　　　　　　　　　　・学生会員　　　7､500円

　　　　　　　　　　　　・法人会員　　30､000円

　　　　　　　　　　　　・賛助会員　　　2､000円（個人に限る）

　　　　ただし、会計年度は4月～翌年3月です。入会の月より会報を送付します。

　　　　賛助の会員には「AMDAダイジェスト」をお送り致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　振込先：　郵便振替口座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・口座名義　アジア医師連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・口座番号　01250-2-40709

●

●
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●代　表

　副代表

　　　　　　役員（AMDA日本支部）

菅波　茂（菅波内科医院）

小林米幸（小林国際クリニッ列

高橋　央（長崎大学熱帯医学研究所）

●プロジェクト実行委員長

　ルワンダプロジェクト委員長

　旧ユーゴスラビアプロジェクト委員長

　モザンビークプロジェクト委員長

　ソマリアプロジェクト委員長

　カンボジアプロジェクト委員長

　ネパールプロジェクト委員長

　インドプロジェクト委員長

　スーダンプロジェクト委員長

●72時間ネットワーク代表

●事務局長　　近藤祐次

　事務局次長　津曲兼司（菅波内科医院）

●本部

中西　泉(町谷原病院)

山本秀樹(岡山大学公衆衛生学教室)

　(町谷原病院)

　(愛知国際病院)

　(長崎大学熱帯医学研究所)

　(岡山大学公衆衛生学教室)

　(岡山大学公衆衛生学教室)

　(山形大学精神科)

　(岡山大学公衆衛生学教室)

　(菅波内科医院)

　(岡山大学公衆衛生学教室)

中西　泉

大脇甲哉

高橋　央

山本秀樹

山本秀樹

桑山紀彦

山本秀樹

三宅和久

山本秀樹

鎌田裕十朗 (かまた病院)

　〒701-12　岡山市楢津310-I　TEL 086-284-7730　FAX 086-284-6758

●東京オフィス

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-7　アイオス五反田506

　TEL 03-3440-9073 FAX 03-3440,9087

代表

所長

中西泉

友貞多津子

［ＡＭＤＡ国際医療情報センター］

●AMDA国際医療情報センター東京

　〒160　東京都新宿区歌舞伎町2-44-1ハイジア

　TEL 03-5285-8086,8088,8089　FAX 03-5285-8087

●AMDA国際医療情報センター関西

　〒556　大阪市浪速区難波中3-7-2　新難波ビル704

　TEL 03-636-2333,2334　　　　FAX 06-636-2340

●五反田オフィス

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-7　アイオス五反田506

●所長　　　　　　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　副所長　　　　　　　　中西　泉（町谷原病院）

　センター関西代表　　宮地尚子（近畿大学衛生学教室）

　　　　　　副代表　　福川　隆（福川内科クリニック）

　事務局長　　　　　　　香取美恵子
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-･---－･一一今なぜＮＧＯなのか　匹ノ

　　　AMDA代表　菅波茂

　　昨年の阪神大震災におけるAMDAの医療活動は神戸市長田中央保健所内２４時間診療と避難所巡回診

療が主であった。１月２７日の保健所の調査では長田区内病院と診療所の外来再開が５０％以上との結果

がでたので撤収に向かった。残念なのは私的医療機関の支援という視点をもたなかったことだ。私的医療

機関は困難な状況の中で患者のためにがんぱっておられた。ただし、AMDAとしては個々の医療機関と提

携を結ぶことはできなかった。そして多くのボランティア達も私的医療機関の支援は公のボランティア活

動の基準からはずれるという認識であった。特に保険医療による収入の解釈が事態を複雑にした。 AMDA

と医師会との連携下に個々の私的医療機関の支援という形式があれば、より円滑な支援が可能だったと思

われる。患者さんのことを思えば公的も私的もないのが真実である。私的医療機関は借金をかかえての経

営であることを考えればもっと支援すべきであったと悔やまれる。この点を反省して「地域防災民間緊急

医療ネットワークフォーラム」が開催され下記の宣言が採択された。

地域防災民間緊急医療ネットワーク発足宣言

　私たち、即ち日本医師会、全日本病院協会およびAMDAの３者は本日のフォーラムにおい

て阪神大震災における民間医療機関と緊急医療の在り方を検証し､将来における対策として下

記の趣旨のごとく「地域防災民間緊急医療ネットワーク」の発足をここに宣言する。

１）災害時における緊急医療における活動拠点としての民間病院の役割を評価し、その支援体制

　　を包括的に推進する。

２）災害発生７２時間以内における緊急医療が迅速かつ効果的に実施されるシステム確立を推進

　　する。７２時間後の活動も必要に応じて続行される。

３）システムの中核は全日本病院協会所属病院の活動拠点と病院間の相互支援である。

4）AMDAは後方支援体制と医療ボランティアの派遣を担当する。

５）日本医師会は国および地方レベルでの必要とされる調整を担当する。

６）全日本病院協会会長を地域防災民間緊急医療ネットワークの代表とする。

７）作業部会により地域防災民間緊急医療ネットワークの細部の具体化をはかる。

１９９６年２月１６日

全日本病院協会　常任理事　救急委員会委員長

日本医師会　常任理事　兵庫県医師会長

AMDA代表

荒垣哲

瀬尾振

菅波茂

　AMDAは国内外における緊急医療救援活動を迅速にして効果的に実施するために一歩一歩システムを

作ってきた。国内における自然災害に対応した緊急救援医療活動の大演習を予定している。

　時期は防災の日である９月１日と決めているが場所などの詳細はこれから決めていきたい｡日本全体を

巻き込んだ医療ボランティアの動員を考えている。遅くとも４月末までには計画を完成させたく準備を進

めている。その時には是非会員の方々の積極的な参加をお願いしたい。

６　国際医療協力　vol.19 N0.3 1996
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民
間
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
災
害
に
備
え
初
発
足

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
岡
山
市
楢
津
）
、

日
本
医
師
会
な
ど
は
土
八
日
、

神
戸
市
内
で
「
地
域
防
災
民
間

繁
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ

圭
フ
ム
」
を
開
き
、
「
災
害
発

生
か
ら
七
十
二
時
間
以
内
に
緊

急
医
療
を
実
施
で
き
る
シ
ス
テ

ム
」
と
し
て
、
日
本
で
初
の
民

間
病
院
の
緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
発
足
を
宣
言
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
午
後
二
時
か

ら
神
戸
市
中
央
区
の
兵
庫
県
医

師
会
館
で
始
ま
り
、
医
療
関
係

者
五
十
人
が
参
加
。
市
内
の
民

間
病
院
の
院
長
三
人
が
阪
神
大

震
災
で
の
体
験
を
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
し
、
神
戸
朝
日
病
院
の
金

守
良
院
長
が
「
個
人
的
関
係
で

物
資
を
確
保
し
た
が
、
公
立
病

院
だ
け
で
な
く
民
間
病
院
の
連

携
が
急
務
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波

茂
代
表
ら
が
災
害
時
に
拠
点
と

な
る
病
院
の
機
能
充
実
や
輸

送
、
通
信
手
段
の
確
立
な
ど
を

提
案
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
災
害
情
報
の
共
有
化
な
ど

●

ＡＭＤＡなど

が
話
し
合
わ
れ
、
最
後
に
、
全

国
病
院
協
会
の
新
垣
哲
理
事
が

金曜日

　　５椚

１９９６年(平成８年)２月１６日

函珊IΞ］屋月

緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足

を
宣
言
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
近

藤
祐
次
事
務
局
長
は
「
経
費
な

ど
課
題
も
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
設
立
自
体
に
意
義
が
あ

る
。
全
国
に
協
力
を
呼
び
掛
け

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
岡
山
市
に
本
部
を
置
く
非
政
府
組
織

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
　
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
」
が
日
本
医
師
会
、

全
日
本
病
院
協
会
と
共
同
で
「
地
域
防

災
民
間
緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

設
立
す
る
。
阪
神
火
震
災
で
患
者
搬
送

や
病
院
の
対
応
に
混
乱
が
目
立
っ
た
教

訓
か
ら
、
国
内
で
の
災
害
医
療
救
援
に

備
え
る
の
が
狙
い
。
兵
庫
県
医
師
会
館

　
（
神
戸
市
）
で
十
六
日
に
開
く
三
者
共

催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
合
わ
せ
て
発
足
、

具
体
的
運
営
方
法
を
話
し
合
う
。

　
構
想
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ホ
ス
ト
コ

●

拠点決めて医薬品輸送
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参

加
す
る
民
間
病
院
の
場
所
、
交
通
ル
ー

ト
な
ど
の
情
報
を
入
れ
て
お
き
、
災
害

が
起
き
た
際
に
、
全
日
病
所
属
の
民
間

病
院
（
約
二
千
病
院
）
の
中
か
ら
災
害

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
日
医
な
ど
協
力

現
場
に
最
も
近
い
病
院
を
活
動
拠
点
に

指
定
す
る
。
加
盟
病
院
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
を
も
と
に
被
災

地
に
医
薬
品
な
ど
を
持
っ
て
か
け
つ
け

る
。
日
本
医
師
会
は
医
薬
品
の
調
達
な

ど
国
や
自
治
体
と
の
折
衝
に
当
た
る
。
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地域防災民間緊急医療ネットワークフォーラム報告

　　　　　　　　　　　　　　　AMDA　事務局長　近藤祐次

しごド内の災害発生時から２４時間以内における迅速にして効果的な緊急医療活動の展開のために日本医

聡子帆全日本病院協会およびAMDAを中心とした民間レベルでの災害時緊急医療協力体制の確立を目的と

した会議が開催された。

具体的には被災地におけるフロントライン、通信、輸送の確保に加えて医療ボランティア、医薬品および

医療機器の補給支援と重傷患者の速やかな後方搬送体制をコンピューター使用による包括的システムの確

立について討議された。

時
所

日
場

開会あいさつ

平成８年２月１６日（金）　午後２時～５時

兵庫県医師会館　　TEL 078-3714114　〒650　兵庫県神戸市中央区中山手通6↓30

主催者

日本医師会　理事（兵庫県医師会長）

全日本病院協会　会長

AMDA代表

揚
宏
茂

尾
嶋
波

瀬
秀
菅

　　　　　　　来賓

　　　　　　　　　　厚生省健康政策局指導課　課長補佐　　　　　　　山本　光昭

　　　　　　　　　　郵政省電気通信局電気通信事業部

　　　　　　　　　　電気通信技術システム課　課長補佐　　　　　　武居　孝

阪神大震災被災病院活動報告および提案

　　　　　　　ケース１　　医療法人康雄会　西病院　院長　　　　　　西　昴

　　　　　　　ケース２　　神戸朝日病院　院長　　　　　　　　　　　金　守良

　　　　　　　ケース３　　橘診療所　院長　　　　　　　　　　　　　金沢　成道

緊急救援三原則：活動拠点／輸送／通信の確保

　　　　　　　　活動拠点－フロント病院事務局機能

　　　　　　　　　　　　　　　　全日本病院協会　常任理事　　　　古畑　正

　　　　　　　　　　輸送一空路および陸路　岡山県航空協会　　　　中塚　総一郎

　　　　　　　　　　通信－NTrおよび無線　　　　　　　　　　　　　武居　孝

後方支援体制整備

　　　　　　　防災情報ネットワーク　日本電気ｃ＆ｃマルチメディア事業推進本部

　　　　　　　　　　　　　　　　ライフラインシステム部部長　　　　富盛　昭宣

　　　　　　　医療ボランティア保険　　　住友海上火災保険　　　　梅田　昭宏

　　　　　　　医薬品等補給　　　全日本病院協会　常任理事　　　　吉田　静雄

　　　　　＊地区医師会との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬尾　揚

　　　　　＊後方支援病院との連携（患者搬送）白髪橋病院　院長　石原　哲

　　　　　＊他の民間組織との連携　７２時間ネットワーク　代表　　鎌田　裕十朗

地域防災民間緊急医療ネットワーク発足宣言

　　　　　　　　　　　全日本病院協会常任理事　救急委員会委員長新垣　哲

閉会あいさつ　　　　　全日本病院協会　兵庫県支部長　　　　　　荒尾　栄次
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地域防災会議出席者名簿

御名前 御　　所　　凰

荒尾　素次 医療法人社団仙齢会理事長

新垣　哲 全日本病院協会常任理事救急委員会委員長

有田　道雄 （株）エースヘリコブター西日本営業所

板崎　聡 神戸協同病院

石原　哲 白髪橋病院院長

今田　時雄 下松記念病院薬局長

上田　悦子 関西総合研究所

梅田　昭宏 住友海上火災保険（株）

漆畑　稔 日本薬剤師会分業対策本郁代喪幹事

大鵬　寛通 東邦航空（株）

大森　潤 おおもり歯科医院院長

大山　直高 日本レスキュー協会

岡田　蔵人 聖隷三方原病院副院長

嘉勢山　啼 インペリアル航空（株）神戸運航所長

金滞積－ 医療法人愛和会金渾病院理事長

金渾成道 橘診療所院長

金子昇二 インペリアル航空（株）販売促進部長

金子冨男 全日本病院協会

兼本勝利 阪急航空（株）

鎌田　裕＋朗 72時間ネットワーク代表

萱原敏史 東邦航空（株）神戸事業所

川北博明 川北病院院長

川崎　洋 川崎重工業（株）民間航空機部

川島　正久 神戸大学医学部国際予防医学教室

北村　行彦 優生病院院長

金　守良 神戸朝日病院院長

近藤　祐次 ＡＭＤＡ事務局長

篠原　卓男 日本航空（株）大阪支店総務部広報課課長

徐　昌教 神戸朝日病院

菅波　茂 ＡＭＤＡ代表

瀬尾　撮 日本医師会理事（兵庫県医師会長）

田中　京子 西宮薬剤師協会副会長

高橋　貫 高橋歯科医院院長

高村　和幸 福岡こども病院、福岡医療ＮＧＯ

武居　孝 郵政省電気通信局電気通信事業部電気通信技術システム課課長補佐

武鑓　久治 社団法人日本アマチュア無線連関岡山県支部支部長

津留　しずの 西病院

富盛　昭宣 日本電気（株）Ｃ＆Ｃマルチメディア事業推進本部ライフラインシステム開発部部長

中潭輝文 日本電気システム建設（株）Ｃ＆Ｃシステムインテグレーション事業本部副本部長

中西　泉 ＡＭＤＡ副代表

中塚総一郎 岡山県航空協会常務理事

西　昴 医療法人康雄会西病院院長

西尾　由香里 岡山大学歯学部同窓会

西尾　浩一 日本電気システム建設（株）岡山営業所

西川　不二男 兵庫県医務科

野口　敏明 カワサキヘリコプタシステム（株）

浜畑　啓悟 神戸市立中央市民病院

古畑　正 全日本病院協会常任理事

真壁　志郎 （株）エースヘリコブター

松崎　直人 日本レスキュー協会

松元　隆平 関西総合研究所

水野　義之 大阪大学核物理研究センター

l宮地　尚子 近畿大学衛生学教室

椋浦　誠一 日本レスキュー協会

山本　光昭 厚生省健康政策局指導課課長補佐

吉田　静雄 全日本病院協会常任理事

吉田　忠夫 社団法人日本アマチュア無線凛ー岡山県支部非常通信担当
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●中国雲南省大震災緊急救援活動報告

中国雲南省地震救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貫首員　笹山徳治

址震の状況（2月10日現在）

　1996年2月３日午後7時14分（中国時間）、雲南省で激しい地震が発生した。震源は東

緯100.13度、北緯27.18度のリーチャンで、地上から10キロの地点。マグニチュードは7

たった。７日午前8時までに1100回以上の余震があった。 280万人の少数民族を含む500万

人が暮らすリーチャン、ティーチン、ターりとニューチアンの四地区に影響があり、被

災地域に暮らすのはうち100万人。その中で30万人が被災したとみられている。 34万戸

の家が全壊し、部分破壊した家は48万9千戸。3万トンの穀物が失われた。社会基盤や電

気、通信、水道といったライフラインも多大な被害を受けている。電力、電話回線、水

道は止まった。被害を受けた地域には五つの郡があり、それらに関する情報は次の様な

ものだ。

ｆ

ｆ

リーチャン

ニントン

チョンシウン

フーチン

チャンチアン

９
　
ｇ
　
Ｎ
　
Ｏ
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１
　
１
　
１
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･
c
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M
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D
c
　
z
　
¥
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１
　
　
　
　
　
１

326100

208600

124192

251083

158994

2513

18580

10251

19865

14980

74857

58497

33961

62514

53341

　　最も被害の大きかったリーチャン地区のリーチャン県では、233人が死亡した。７日ま

　でに死亡した245人のうち、94人が子供だった。 3736人は重傷または重体で、9782人が

　軽傷を負った。負傷者の総数は14070人に上り、重体の47人は特別機で昆明の郡営また

　は市営病院に搬送された。７日午後5時45分までに45.8トンの救援物資が空輸で被災地に

　届けられ、250トンがトラックで運ばれた。郡政府は直ちに1千万人民元を救援にあてた。

　被害のあった地域が貧しかったため、地元の救援活動は比較的少ない。例えば、現在20

　万人が野宿しているが、その三分の一は子供だ。生活には困難が多い。防寒のための救

　援基金や救援物資への要望が高い。雲南省やその他の省から7日までに8千万人民元が義

　援金として届けられた。これまで447人の医者を含む26介護チームが治療にあたってい

　るが、いまだに1800人が治療を必要としている。 32箇所の野戦病院で63件の複雑な手術

　が行われている。

　　公衆衛生のために113人のスタッフがチームを編成、殺菌された水や伝染病を防ぐた

　めの殺菌用錠剤を配給、殺菌スプレーを蒔くなどの活動を行っている。

　　緊急救援活動は順調だが、困難も多く、現在最も緊急を要する活動は次の様なもので

　ある。
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雲南省衛生庁とAMDA

雲南地震救援チームとの

救援物資の贈呈式

リージャンの仮設診療所に

医薬品を届ける笹山調整員

仮設診療所でかつどうする

中国の介護チーム
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几こ縦のもろもろの事項にどう対応するか。負傷者の治療と重体の人を昆明の病

院に送ること。

被災者の食料、衣服、住まいを確保すること。

伝染病を防ぐため、死亡した家畜を埋葬すること。

電気と水道を確保すること。

病院や学校を建て直すこと。

地震による被害総額を調査すること。

活動報告

２月４日　9:40　背波茂ＡＭＤＡ代表より雲南省麗江での地震発生について医療チー

　　　　　　　　　ムの派遣について中国側の受け入れ、打診の可能性について連絡あ

　　　　　　　　　り。

　　　　　10 : 30　広東省人民病院莫少洪医師及び広東省人民政府外事弁に依頼を要請

　　　　　　　　　する。

　　　　　　　　　ただちに人民病院は3名の医療チームを同行させることに同意する。

　　　　　1ﾐ:30　日曜日で責任者が不在のために説明をする資料が必要であり、ＡＭ

　　　　　　　　　ＤＡの資料、派遣の目的等をＦＡＸにて送付。

　　　　　12：00　薬及び雲南省の赤十字・衛生庁外事弁に受け入れを広東省人民病院

　　　　　　　　　より連絡協議する。

　　　　　12 : 00過ぎ　正式に医療チームを派遣する作業開始。

　　　　　13 : 00　広東省の（株）国際交流開発事務所李応祥代表、李涛他のスタッフ

　　　　　　　　　に薬の手配を依頼して人民病院側の協力、莫少洪先生ＡＭＤＡの広

　　　　　　　　　東の発起人の1人で弟１回ＡＭＤＡアジア伝統医学のシンポジウム、

　　　　　　　　　林原フォーラム参加、その後背波病院で研修）

２月５日

15 : 00　近藤事務局長と具体的な打ち合わせ。

22 : 00　広島アジア友好学院金原正士院長、山田忠文理事長、日中青年交流

　　　　協会池田剛事務局長、石川一郎副理事長に支援の体制について要請

　　　　する。

23 : 00　福山市中国帰国者の会石井義明会長より激励の電話ある。

　　　　出発までの諸作業の為、徹夜で準備作業。

　　　　5時18分の列車で岡山へ。 ＡＭＤＡ岩永医師、菊池さんと合流して

　　　　関西空港へ。

　　　　加藤さんと空港にて待ち合わせる。荷物をキャセイ航空へ積み込む。

　　　　無事手続きを終了して岩永・加藤さんインタビューを受ける。

　　　　香港到着後、中国への入国手続き税関等の作業を簡単に済ませる為

　　　　の作業を広東省人民対外友好協会と外事弁で取り組んでくれる。

21：00　2名の入国手続き作業を広州白雲空港で済ませ、税関まで広東省人

　　　　民政府局長成氏、人民病院莫少洪先生の出迎えを受ける。
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　　　　　　　　　直ちに広州事務所で行動スケジュールを検討する。

　　　　　　　　　在広州の企業、地下鉄工事に参加されている青木建設の塩貝さんの

　　　　　　　　　奥さんは元岡山大学で研究されていたこともありＡＭＤＡの活動に

　　　　　　　　　積極的に賛同して下さる。

２月６日　5:00　ホテルを出発して空港へ。

　　　　　　　　　800kgの薬品がすでに空港へ運ばれている。広東省人民病院の外事

　　　　　　　　　弁の協力のもと一番機で一路昆明に飛ぶ。機内でスチュワーデスの

　　　　　　　　　親切な手配で荷物の積み込み作業を再確認してもらい重量が多いの

　　　　　　　　　で11時昆明に到着する二番機に積み込んだ旨報告を受ける。人民病

　　　　　　　　　院からは莫少洪医師が代表して現地へ飛んでくれる。

　　　　　9:00　昆明空港へ到着。

　　　　　　　　　さっそく朝日放送上海支局長、吉田健司さんのインタビューを受け

　　　　　　　　　る。雲南省衛生庁の汪葵氏の熱烈な出迎えを受け、我々の為に現地

　　　　　　　　　赤十字と地震対策本部の特別車ですべての行動を手配してくれます。

　　　　　　　　　現地はすべての活動が雲南省の関係部門が地震救援の為に全力で麗

　　　　　　　　　江地区への物資輸送を取り組んでいる為に一般の報道関係者や外国

　　　　　　　　　人の活動は制限を受ける状況下である。 ＡＭＤＡが外国の医療チー

　　　　　　　　　ムとして一番に現地へ医薬品を運んで来たことに対して大変に感謝

　　　　　　　　　される。さっそくこれからの活動連絡のために関係機関と連絡をし

　　　　　　　　　やすい場所、翠湖賓館に事務所として宿泊することに決める。

　　　　　　　　　午後、雲南省衛生庁の張長安則主任より現地の報告を聞く。張氏は

　　　　　　　　　呉邦国副総理の現地人りに同行して6日の12時に昆明に帰ったばか

　　　　　　　　　りで余震の続く中、宿泊する場所もなく夜は大変寒く強いアルコー

　　　　　　　　　ルで身体をあたためてようやく仮眠をとったとのこと。

　　　　　　　　　30万人位が外で仮テントの生活をしていることの報告を間く。具

　　　　　　　　　体的な作業は汪葵氏をＡＭＤＡの担当として連絡を取る旨の指示を

　　　　　　　　　いただく。現地で必要としている医薬品や設備について明日報告し

　　　　　　　　　てくれる。

　　　　　　　　　途中まで現地から飛行場に帰って来た赤十字の一人を車に同行して

　　　　　　　　　もらい麗江地区以外の被害は連絡が途絶えているのでまだ正確なデ

　　　　　　　　　ータが上がらないとの報告。雲南省と四川省、ミャンマーを境とす

　　　　　　　　　るこの地方は昔から交通の発達が遅れている。少数民族地区の為今

　　　　　　　　　回の地震で道路が破壊されて状況の把握に時間がかかっている。

　　　　　16 : 00　昆明へ麗江より負傷者を空輸で連ぶので状況を知る上で一緒に同行

　　　　　　　　　してもよいとの張副主任の同意を得て、各病院より派遣されている

　　　　　　　　　救急車と空港まで行く。交通はすべて救援活動を優先させており、

　　　　　　　　　我々の為に道路は一時ストップされている。この点でも雲南省の政

　　　　　　　　　府はよく組織されており仕事にキチット取り組んでいるように思わ

　　　　　　　　　れた。雲南省昆明へ運び込まれる人々は重傷者で、現地の医療機関
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　　　　　　　　　が壊れているため不充分な処置の出来ない人々を人民病院や13の病

　　　　　　　　　院に分散して治療をしている。この日までに運ばれた人々は脳外科

　　　　　　　　　や眼科やレントゲンでよく判断出来ない重傷の人が多い。

２月７日　　　　　雲南省衛生庁の莉政外副外長、念蛾美さんの同行で昨日の薬のリス

　　　　　　　　　ト等の確認作業に空港の倉庫に行く。昆明の空港は救援物資の作業

　　　　　　　　　で職員徹夜で取りくんでいる。広州からの薬を発見してひと安心。

　　　　　　　　　薬の内容について岩永、莫医師より説明してもらい直ちに11時の飛

　　　　　　　　　行機で夏江に空輸する。午後雲南省人民病院の特別の配慮で入院患

　　　　　　　　　者を見舞う。 NHK北京支局の取材を岩永医師受ける。雲南省人民

　　　　　　　　　病院院長　　生のご案内で病室をまわる。夕方日本へ医療器具等の

　　　　　　　　　必要物資をＦＡＸで知らせる。夜、我々の活動を知った日本へ留学し

　　　　　　　　　た人々が我々も自分達のこととして何か協力したい旨の要請を受け

　　　　　　　　　る。これからの作業と救援物資を日本より運んで来るのをうまく現

　　　　　　　　　地へ送ることの為の手順や機関と連絡をとる。

２月８日　　　　　広島大学医学部に留学していた曹恵苓医師が現地の事務所の応援に

　　　　　　　　　駆けつけてくれ資料や現地の必要な医薬品について検討してもらう。

　　　　　　　　　日本人が一番に現地に駆けつけてくれて大変に喜んでもらった。広

　　　　　　　　　島で留学していたことや日中の友好の為に笹川医学奨学基金で学ん

　　　　　　　　　だことを役に立て、こうした際にＡＭＤＡの皆様と一緒に仕事が出

　　　　　　　　　来て職場や関係者に賛同者ｶ1増えると時間をさいて参加してくれる。

　　　　　　　　　彼女の娘が40度の熱を出しているにもかかわらず主人の協力で薬の

　　　　　　　　　リストと配布先について莫先生とテキパキとやってくれるのには感

　　　　　　　　　動をする。

２月９日　8:00　雲南省の教育庁より被害状況を聞く。学校が大被害を受けている。

　　　　　　　　　調査が入り次第詳しく報告してもらう。

　　　　　11：00　日本の神奈川県藤沢市に行ったことのある三人の元留学生かＡＭＤ

　　　　　　　　　Ａの現地作業、とりわけ学校の再建に向けて我々も参加したいと申

　　　　　　　　　し入れを受ける。

　　　　　　　　　柴春さん昆明ＡＭＤＡクラブの世話人、陳正さん昆明亜根貿易会社

　　　　　　　　　副社長と地元の若い青年実業家の参加で、いよいよ仕事に力が入っ

　　　　　　　　　てくる。聶華さんは夏江の出身で家族はまだ現地にいるのだが母や

　　　　　　　　　妹と連絡がとれないのが心配である。藤沢と昆明は友好都市を1981

　　　　　　　　　年11月5日に結んでおり交流があり彼はその仕事で昨年日本へ行っ

　　　　　　　　　たとのこと。又、中国の有名な音楽家ニイアールの故郷でもあり、

　　　　　　　　　親族とのこと。

　　　　　　　　　岩永医師と莫先生広州へ帰る。現地へ入れる可能性が今すぐには未

　　　　　　　　　定の為、私と加藤さんで現地に残ることにする。広州で岩永医師日

　　　　　　　　　本企業の人々に報告。
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２月10日　　　　　第二便の薬品等を昆明の飛行場より麗江へ空輸する為の手続きと薬

　　　　　　　　　の確認作業に出かける。説明をつけて午後の便で発送させる。

　　　　　　　　　衛生庁の汪さんも毎日の徹夜作業で疲れたので家に帰らずホテルで

　　　　　　　　　仕事をする。

２月11日　　　　　岡山よりの荷物手続きの為中国民航本社の未明奇氏が、北京本社よ

　　　　　　　　　り派遣され昆明の手続きをする。午後日本の東邦大学で留学して現

　　　　　　　　　在は昆明医学院第１ｲ寸属医院の沈明医学博士と汪さんの妹さん、今

　　　　　　　　　年より佐賀医科大学へ留学する二人の協力でリストと資料のまとめ

　　　　　　　　　をする。午後雲南省赤十字病院が特別に見学の許可をして下さり雲

　　　　　　　　　南芸術学院の納世華先生、程春雲先生が病院を見舞う為に三人の有

　　　　　　　　　名な若手の舞踏家を同行させてくれる。病院長の案内で9名の患者

　　　　　　　　　を見舞う。三名の有名な舞踏家から花をもらって我々のことを知っ

　　　　　　　　　た一人の婦人は泣き出してしまい、日本から来たＡＭＤＡのメンバ

　　　　　　　　　ーであることを知り家族や関係者のもらい泣きには小生も感極まる。

　　　　　　　　　多くの人々は眼科や脳外科の治療を受けていました。汪医師上海よ

　　　　　　　　　り合流して作業に参加する。日本側との連絡確認作業をする。汪さ

　　　　　　　　　んの妹が事務所で連絡担当をしてくれる。荷物は15トンである。リ

　　　　　　　　　ストのＦＡＸを近藤事務局長より受け取る。

２月11日　20 : 00　昆明空港に着いて日本からの飛行機を待ち受ける。途中2名の医師

　　　　　　　　　が飛行機に乗ってくるとの情報で人国手続きの為人民政府より関係

　　　　　　　　　部門が準備して入国可能な体制をとってくれる。実際は誤報であり

　　　　　　　　　関係者は少し力がぬけている様子である。

　　　　　21 : 15　無事飛行機が到着して空港の特別手配の位置へ着く。関係者が駆け

　　　　　　　　　つけてパイロットに花を渡す。2名の舞踏家、白族の女性も同行す

　　　　　　　　　る。空港で荷物を一つ一つ確認する。

　　　　　　　　　ＡＭＤＡ本部スタッフの努力と関係者の協力、日本人の中国人に対

　　　　　　　　　する深い友情にも、出迎えの中国側関係者一同胸に熱いものを感じ

　　　　　　　　　る。小生も興奮し足が地につかない感じである。加藤さんも、汪さ

　　　　　　　　　ん医師も記録の仕事が手につかない様子。

　　　　　　　　　雲南省衛生庁楊慈生教授庁長と合同記者会見する。一同日本よりの

　　　　　　　　　ＡＭＤＡの行動に敬意を表してくれる。荷物の積みおろしを終えて

　　　　　　　　　空港のスタッフ一同に御礼を伝えると彼等から逆に皆様の人道援助

　　　　　　　　　の精神に学びたいと激励される。

　　　　　24 : 00　ホテル着。何か興奮して衛生庁の汪葵とビールで一杯やる。日本側

　　　　　　　　　のＡＭＤＡの支援者をはじめ多くの皆様の努力と事務局員へ無事荷

　　　　　　　　　物が着いた旨の報告を入れる。

　　　　　　　　　さっそく明日朝よりＡＭＤＡの医薬品の贈呈式をするとのことで再

　　　　　　　　　び徹夜で準備する。汪さんも何かと興奮して気持ちが高ぶって仕事

　　　　　　　　　に力が入り、より多くの雲南省の人民に知らせる為のセレモニーに
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したいと、関係者に準備の指示を出している。ホテルで30名以上参

加して記者会見の形式でするとあちこちと電話をしている。当日の

主催は、雲南省の救援対策本部の中心を担っている衛生庁を中心に

して、雲南省人民対外友好協会美雪章秘書長、雲南省教育庁校舎の

再建改造の責任者古孝生副主任も参加すると伝えて来る。

２月12日　9:00　昆明市の翠湖賓館で雲南省衛生庁とＡＭＤＡ雲南地震救援チーム笹

　　　　　　　山徳治、汪医師、加藤の参加で救援物資贈呈式が始められる。雲南

　　　　　　　TV局、雲南ラジオ局、雲南日報をはじめ報道関係者が出席する。日

　　　　　　　本からもASIA・PRESSの梶原美香さんが取材に参加する。

　　　　　　　出席者は次の通り。

　　　　　雲南省側

　　　　　一　　　　　　　雲南省衛生庁庁長：楊慈生

　　　　　　　雲南省衛生庁副庁長：楊朝斌

　　　　　　　雲南省衛生庁弁公室主任：革　蒼

　　　　　　　雲南省人民対外友好協会秘書長：美雪章

　　　　　　　雲南省教育庁副主任：古孝生

　　　　　　　雲南省衛生庁外事弁公室副主任：汪葵

　　　　　　　雲南省昆明医学院第一附属病院医学博士：沈明

　　　　　　　雲南省芸術学院講師：程春雪

　　　　　　　中国国際旅行社昆明分社：陳正

ＡＭＤＡ側
-
　調整貝：笹山徳治

　医師：汪達紘

　看護婦：加藤奈津子

　報道機関側

　一　　雲南日報社

　　雲南電視台

　　昆明人民廣播電台

　　春城晩報

以上の出席において救援物資の贈呈及び花束の贈呈を行いました。

　　　　午後の飛行機で加藤さん広州へ帰る。主としての任務を終わらせる。

　　　　資料整理、関係部門と協議をする。

18 : 00　昆明ＡＭＤＡクラブの発起人会議を11名の出席で開く。これからの

　　　　学校の再建や医療センターの復興に向けて積極的に取り組むことと、

　　　　世話人を決める。 ＡＭＤＡの活動を現地で応援しながら会員を増や
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　　　　　　　　　してゆくこと。麗江の現地ヘスタッフを派遣して調査を進める。連

　　　　　　　　　絡事務所を昆明に4月をめどに開設することなどを決める。参加者

　　　　　　　　　の一人一人の紹介と抱負を出しあう。一同やる気充分で乾杯する。

　　　　　　　　　中国側の協力も強まりやる事も具体化しそうである。

２月13日　8:oo　日本のボランティアネットワーク（AVN）有光Ｍｏｒｒｏ君と、看護

　　　　　　　　　婦のKAWARA KIYOMIさんに現地の状況を伝える。現地へ入るのに

　　　　　　　　　色々と突然に現地へ入って来る困難性について話し、教育の面でこ

　　　　　　　　　れからも麗江の子供達の為に頑張ってもらうように激励する。

　　　　　　　　　上海へ留学している学生2名が桂林より昆明に来る予定がまだ連絡

　　　　　　　　　がとれないとの男子学生の報告を聞いて、消息を調べるために夜11

　　　　　　　　　時昆明市の公安局へ消息を調べる為の協力要請を行う。日本からの

　　　　　　　　　物資は空輸とトラック便で被災地へすべて発送したとの報告を受け

　　　　　　　　　る。段々と輸送がスピーディーになってくる。第二次チームを香港

　　　　　　　　　より出迎えて、空港の物資輸送状況について案内する。

２月14日

２月15日

2月17日

2月18日

2月19日

2月20日

2月21日

春節も近づいて国内の民族大移動が始まり、昆明よりの移動が難し

くなってくるので、菊池調整員（第2次チーム）と相談の上とりあ

えず医療器具等が現地に発送されたのと、現地のスタッフが協力し

てくれる体制が整ったので昆明より広州へ帰る。次の支援に向けて

の準備活動の為、四川省人民政府と連絡をとり次の物資の輸送につ

いて近藤事務局長と協議する。

全面的に受け入れる賛同と感謝の旨のFAXを受け取る。

四川省と青海省のチベット族自治州の雪害について連絡と調査開始。

一日資料の整理。

飛行機便、春節の関係で香港より上海へ出て帰る便で帰国体制をと

る。四川省の民政庁及び国際友誼促進会黄功元先生に現地への物資

輸送を空輸でする場合のルートについて西北航空で春節後送ること

について打ち合わせる。

香港経由一上海で上海帰国の体制をとる。

一時、四川省の民政庁をはじめ政府機関が休みに入るので最終の確

認をして帰国に備える。雲南省の昆明へ汪葵氏へ連絡を入れて現地

の様子を確認する。 ＡＭＤＡの麗江への現地調査と今後の活動につ

いて春節後現地入りを要請され、現地の医療システムと教育の復興

について、現状を確認してもらいたい旨FAXを受ける。英文で現地

の被害状況の資料と雲南省人民政府の感謝状等を受け取る。

春節を上海で迎える。

帰国、福岡経由で近藤事務局長と連絡をとり、21日本部に報告に

行くことを決める。

岡山本部で記者会見をする。
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■中国雲南省大震災緊急救援活動報告
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中国雲南省地震救援活動報告

▼活動期間　　　平成８年２月５日～2月15日

　　（実活動期間）平成８年２月６日～2月11日

看護婦　加藤奈津子

▼活動地　　　　中国雲南省昆明

▼活動内容

　　１）情報収集

　　A.昆明到着日の2月６日、丁度被災地で震源地である麗江より帰って来られた衛生

　　　　庁の方から状況を聞く。

　　イ）６日現在も震度4～5の余震持続の為現場は不安定。

　　ロ）雲南省内務庁の集めた各都市の医療従事者が活動及び人民解放軍の医療班600

　　　名も現地にて活動。

　　ハ）中国全土から医薬品18 t、衣料、設備品4000点集まっている。

　　ニ）中国赤十字、他の援助の申し出あるも雲南省で対処可能。

　　ホ）高度4000m程度で気候厳しく被災者は住居の崩壊により路端に布団を敷き起居

　　　　している。

　　へ）感染症や風邪の流行の徴候あり。

　　　ト）生活物資、特に衣類が必要。

　　　チ）６日現在、震源地近在で死者246名。

　　　リ）搬送可能な患者は昆明にある病院に分散収容。

　　　ヌ）病院の倒壊により心電図計、レントゲン等の機器が必要。

　　　ル）水は川が側にあるので不自由ない。

　　　B.新聞、テレビ等報道機関から情報を得る。

　　　C.地元の人達から聞く。

　※新聞は地元紙雲南日報、テレビは宿泊ホテル内でCNNニュースが観れた。

２）救援物資（特に医薬品）の被災地への輸送確認

　イ）２月７日、日本より持ち込んだ医薬品の空路搬送確認の為飛行場へ行く。

　ロ）２月９日、夜２次隊持参の医薬品到着（上海から昆明へ）にて空港へ行き確認。

　ハ）２月10日、日本政府（国際協力事業団）からの荷の到着の知らせにて空港へ行

　　くも届いていず。
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救援物資の被災地への輸送確認をするAMDAチーム

（左）岩永医師（中央）加藤看護婦（右）笹山調整員

自

岡山からの救援物資はいったん昆明に集められ

被災地リージャンヘと輸送された
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　ニ）２月11日、岡山からのチャーター機到着の為、夜空港へ。膨大な援助物資の到

　　着。

３）被災地より搬送された患者の状態把握

　イ）２月７日、午後雲南省人民医院にて

　　　昆明にある病院に分散収容された被災者からの患者9名収容｡内2名は2回手術

　　を済ませている。９名とも倒壊した建物により肘、大腿、課、頚椎、脊椎、肋骨

　　等の骨折。索引をしている患者もあり｡･

　ロ）２月11日、救急センターにて

　　※16才と６才の男児（二人とも白族）精神神経料病棟

　　　16才男子頭部打撲による血腫除去術　２月４日収容

　　　６才男児頭部打撲、左腕骨折ギブス固定　２月４日収容

　　※男性２人（白族）内科病棟　２月６日収容

　　　胸部打撲

　　※男性（白族）眼科病棟

　　※女性２人（ナシ族、白族）婦人科病棟

　　　骨盤骨折と大腿骨折

　　※婦人（白族）内科病棟

　　　肋骨骨折及び右肘骨折でギブス固定､この婦人は33才で一人息子を災害で亡く

　　　し終始涙を流していた。

　　　全ての患者には身内が付き添っていた。

４）昆明地域の衣料状況

　イ）人民病院（昆明で最大の病院）

　　　患者収容数は941人。新館が出来れば1050名程度で現在建築中。

　　　被災地からの患者で手術を受けた頚椎骨折及び心臓圧迫の２名の術後の回復は

　　　順調に見受けられるも機器、機材のタイプが古く医療基準の低さがうかがわれ

　　　る｡酸素はボンベの使用だったりギブスは石こうが使用されていたりである。

　　ある整形外科医は10年程度前学んだ日本の整形外科の技術が役立っているので

　　新しい日本の技術をどんどんもってきて欲しいと訴えていた。

　ロ）雲南省救急医療センター

　　　救急救命医療の存在の流布がここ数年省民に行き渡りつつあり最近では1日45

　　　～50件の電話での問い合わせがある。救急車は10台あるも稼動は10～15回／

　　　日。10台全て車内の設備はほどんどない。救命設備の整った救急車が欲しい。

　ハ）雲南中医学附属医院

　　　中国の伝統医学（漢方薬、針、マッサージ等）で治療している医院。漢方とな

　　　る多くの植物のサンプルあり。私の両手の脈を触診するだけで、肝、肺の機能

　　　不調と貧血を指摘される。（今までの血液検査で肝､牌の異常は認められた事

　　はない。時々Hb↓は指摘されていたし自覚症状も時としてあった）。何となく

　　ビジネス・ライクにて漢方薬を買わされた。
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　附）広州に宿泊中広州省人民医院を見学。岡山県費波内科に行ったことのある莫少

医師に案内してもらう。 ICU､CCU、リハビリテーションを見学。昆明よりは　進歩して

いる。老人病棟には党幹部が多いとのことで見学は出来なかった。莫医師からこの病院

の現状をぜひ費波医師に報告して欲しいと懇請された。

　附）・中国ではまだ保健制度は確立されていず所得に応じ入院費を支払っている。

　　　　・私設の生命保険の普及も程遠い状態。

　　　　・薬は一般に所得に比し高い。抗生物質（アンピシリン）10錠25元（325円）

　５）昆明市内の状況

　　昆明の気候は年間通じ温暖である。果物、漢方の元にもなる植物も豊富。物価は安

　　く住民も穏やかである。人口100万人強。街には人と車が溢れている。新しい建物と

　歴史を感じさせる古い建物の混在｡少数民族との現住。多くの点で住み易さをおぼ

える。

▼提言・考察：昆明から震源地麗江迄約600km飛行機で約40分。この地域には26以上

の少数民族が各々の部落に住んでいる。この地域には中国政府の援助、年間予算も充分

にあてられないとの事で経済、医療、教育、生活環境等多くの点で立ち遅れている。各

民族は古来の伝統を継承した生活を営んでいる為、又今まで交通の便も良くなった面で

の立ち遅れもあっただろうが、昨年飛行場が完成した事から徐々に近代的になりつつあ

ると思われる。交通の便がよくなった点を考慮して、又上記%の記述の点からも昆明を

起点に麗江周辺ミヤンマー国境に点在する少数民族に医療、教育面で何らかの関わりを

持ち、彼らにも等しく恩恵を受けられる様に計画を提言したい。入域可能になったら調

査し､倒壊した学校を建設したり、ヘルスポストを作ったり、住民に衛生教育を行う。あ

るいは各民族のもつ伝統医薬を学びつつ共に医療、衛生の改善に努める。この地域は自

然が豊富に残っているとの事。豊かな自然を損なうことなく近代医薬のたれ流しになる

事なく各民族の伝統を重んじつつ、今回の援助活動を機にこの地域との関わりを続ける

様提言したい。
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■中国雲南省大震災緊急救援活動報告

4･｛

●

●

　　　　中国雲南省大地震の被災者救援活動の参加報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９６年２月２５日　　汪　達紘

　　私は、ＡＭＤＡ雲南省震災救援の第二陣の隊員として派遣され、チーム一同５人が上海

　経由で雲南省に入った。

　　計画どおりに行けば、上海で上海医科大学付属中山医院の救援チームと合流して、雲

　南に入るはずだったが、中央政府の指示によって、実現できなかった。このことについ

　て、中国の背景状況を知らない人には非常に理解しにくいことだが、中国人としての私

　には、さほど難しくなかった。社会主義の国家として歩いてきた中国では今までの災害

　救援は、すべて中央政府から一括で管理、指揮されてきた。ボランティアや非政府組織

　の得手な行動は許されなかった｡民間レベルでのボランティア意識もあまりなかった｡聞

　いた話によると、上海チームの結成は、実にＡＭＤＡの救援活動の影響を大きく受けたよ

　うだ。外国からの民間団体が救援のためにわざわざ来ることに感動し、中山医院の医師

　たちは積極的に努力した結果、３０人の救援チームを結成したそうだ。そして上海の民

　放局もこの影響を受けて、救援物資を組織して、我々が持って行った救援医薬品ととも

　に､中国の東方航空公司に頼んでただで雲南まで届けてくれた｡この意味から言えば我々

　の上海経由が非常に良い影響を残したようだ。

　　我々は、雲南に入った時、すでにＡＭＤＡの第一陣の人たちは現地の政府と連絡を取っ

　て救援活動を進めていた。

　　約８ヵ月の間に雲南省で３回大きな地震が発生した。救援の人員はほとんど軍人が担

　当したが緊急救援物資の不足がかなり目立っているようだ。２月３日麗江、中旬、大理

　及び怒江の大地震発生後、各国からかなりの救援物資が届いた。得に、ＡＭＤＡから非常

　に不足している緊急用医薬品が大量に送られてきたことに、省政府の人たちは非常に感

　勤し、気持ちよく受け入れた。岡山発のチャーター機の中国人のパイロットは大勢の日

　本人のボランティアたちが岡山空港で積み込む作業の風景を見て、涙が出るほど感動し

　たことを昆明空港で私たちに話した。時間イコール金銭の国でこの風景が見られたのは

　非常に感銘深かったようだ。こういうことを見て、聞いて、ますます自分たちがやって

　いることの意味を感じた。

　　ＡＭＤＡの中国での活動がマスメディアに大きく取り上げられ、テレビ、ラジオ、新聞

　などを通じて全国に伝えられた。一つの非政府組織の活動がこんなに大きく報道される

　ことは、昔では考えられないだろう。こういうことから見れば、改革、開放の中国はだ

　いぶ国際社会に近づいてきたようだ。

　　非政府組織或いは国際ボランティア活動などが中国政府から全面的に受け入れられる

　にはもう少し時間がかかるようだが､ＡＭＤＡおよびほかの国際ボランティア組織の中国

　での活動を通じて、政府および民間レベルの相互理解はだんだん深くなることが確実に

　いえるだろう。

　　約１０日間の活動を経て、私は人間と人間のふれあい、思いやり、助け合いがいかに

　高価なものであるかを、もう一度深く認識させられた。これこそ国境の壁､民族の壁､階

　級の璧を貫く、人の心と心をつなぐ唯一の力であることを深く受け止めた。
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ＡＭＤＡ雲南省震災救援第二陣

　香港放世軍放資●喪

　　已送剃資･民亭中

　　２月Ｕ白上牟，香港慈

善仇狗裁貴家捌贈的6i)咆衣

被已用･な机I逗抵麗ｉ浚蛤安

眠｡掘介抱｡除辿批衣被外,現

在由r‘州升往昆明的火市上

逐有2加咤衣被逐在赴逗,問

吋男有j000哺以食品,地主的

物品正在監逗｡預廿春１前可

全部逗到涵江安区｡(廟●)

　　金山参群血震唐

　一看上ず剱一場咆影

　　一江昼金山　受安十分

j?゛重｡鳥屋几乎

Z

部倒場｡･2

月11 日;武警部臥畦圖江支

臥I包影小分臥脊疸到抜自慰

阿,仕群;a看I上了嶺后第一場

屯影。　　　　･(噛轡)

資区業―斎小挙瞳威

　　安区第一所小学一麗

江具黄丿山自白局宛小２月11

白璧成｡辿衝可容納400多名

蓼生的簡易教宣是由軽漓某

塾困軍池曹官兵朗一天半酎

i一差的｡･　　(●●)

　　　送暖劃曇雍

　/　2一月10日。香港文1[掘

削急癌理林先生将波音損贈

的･200万元送到発明｡同日，

香港喜里集団指贈了200万

一元,香港朕浚国・｡集団有限公

司損贈了恰値4{}0万的比利

系列服装17617件和現金

loo万元i国師世界宣明会，

一中国心事蛙指贈了恰値123

万元的物資｡掘不完全銃廿,･

港人指贈的物悛和償金忌和

己超辺11乙２千万｡(文凌)

　　　�外貌寅●査

　　幽奢机直送毘署

　　２月9iﾖ,荊架装載着元

国界医生担釧援助的100万

美元的裁実物斑々机,駄荷竺

阿鱒斯特丹先后・至毘明,同

日｡一架返送慎一斯政府提供

的IS咤各秤規格的帳蓬的膏

机胞降落在毘明机垢｡掘悉｡

辿是云南省首次降喀Ｍ国外

■来返送裁援物資的■机｡2

月10日,慎字斯民政緊急事

各部提供的6000条櫓毯也返

抵毘明｡2月11日,英国紅十

字会的喩机等量8咤以帳箆地

主的裁実物資送到昆｡(文塵)

左）汪先生

｢竺さ言胞：ＪＴＨＥ

布随吋推杜出版

●内外公芦麦行逢置扁二、五出擢

　一衣帯水的情誼

　２月10日。省政府接受

禍贈亦公窒副主任高祖新接

受了日本‘国駐印大使憶参事

官貞図先生代表日本政府禍

●的3500万日元的裁寅物資

及30万美元的現金､迭批裁

寅物資包括帳蓬､塑料布､浚

屯机､手咆筒､成套魯具。

　・ｊ!!皿

AMDA秘会(社会固体)的--皿皿=-㎜－㎜皿-
Jj虫放流|胞皇返辰星皿､12.
m

一医生協血羞置姓盈蘆400万

ji放置症放援物資』(窯｡凛j

'香港万裕Ｓ圖波浪灘

　鏑査50万元塵乖

　云南省外商投資商会会

一統､香穐万裕集団董事局主席

宸咬源先生在淮得知云南地

1震后､率先禍資50万元港吊、

万裕集固有美人士亦禍款

5.1万元港市。　(刻麗宸)

仮南省青少年裳晨基金

●鋼喪10万元支廸寅区

　云南省青少年波晨基金

会以社会桐款中撞出10万元

ＲＩＥＮＴＡＬ

‾･-－一一－四

回内轍一冊号CN53一一DりS2

朗貴代号63-砧

TIMES j':“T

|剛●jll31

111II●ll!l●1

井痔集１万多元的物品緊急

援助雇江¥1震央区的失準JL

童,井派出喩人前去撤回｡-

　　　　　　(本推記者)

　巴金一次鋼款2000元

　　荻悉地震実情后｡巴金老

人復快便托人将2000元摺歓

送到上海市民政局的亦公室

屋,井町嘱送故人不可遺言姓

名,后島民政局的同志一再追

求,送款人オ汲出I巴金的名

字｡‘　　　　　　　(文凌')

　　　上海的援励

　　２月Ｓ日下午,上海支援

云帛演区頓尋小組４恰値

100万元的裁央物資空籤至

昆明,同封禍贈了200万元理

金｡逮是震后云南咬到的第一一-

批省外揚贈的物資I｡(文凌)

　　云南単ぬ,抗麗放資

　　文良鏑木作品展覧

　　云帛抗慶裁央文食美水

作品屡,2月12日上午在云

帛美米恰好履。

　　此次文麦作品所得歓項

将全部揚超央区。

　　　　　　　　･(廟隼)
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■中国四川省大雪害救援 報告

●

゛●

中国四川省大雪害救援活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　竹林　昌代

１．概要

　今年中国の四川省と青海省の境界のチベット自治州において例年にない大雪により鉄

道や道路が遮断されてしまい、現地での被害は　93区(鎮)、493村に居住する20万人に

及び被害総額は16122万元(約21億円)、死者も多数出ているとのこと。

　ＡＭＤＡでは中国雲南省大震災への支援活動に続き、四川省と青海省との省境の大雪

災害への緊急物資支援を広島県と中国西北航空公司の協力を得て実施することになった。

２．活動の経緯

　ＡＭＤＡが中国雲南省で活動中、四川省の雪害に対する救援活動の依頼を受けた。

　そこで中国便が就航したばかりで四川省とも姉妹都市関係にある広島県に協力を依頼

したところ、広島県がその国際貢献構想の一環として空港対策謀と連携し中国西北航空

公司へ状況説明と依頼を行った。その結果、２月27日、３月１日、３月５日と三回に渡り

医薬品、中古衣料等約３トンの物資支援を行った。

　これらのの物資については現地のＡＭＤＡ調整員（笹山　徳治氏）が四川省人民政府

民政庁と協力し物資を被災地に届ける予定。

　第４便については現在調整中。
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'●
一゛゛

ん
で
い
る
と
い
う
。

　
西
安
ま
で
到
着
し
た
救
援
物

資
は
、
四
川
省
人
民
政
府
が
同

省
の
省
都
、
成
祁
ま
で
輸
送
、

さ
ら
に
標
高
四
千
び
を
超
す
被

災
地
城
ま
で
巡
び
込
ま
れ
る
計

画
。
同
行
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

笹
山
徳
治
さ
ん
（
四
五
）
＝
広
島
県

新
市
町
＝
は
「
四
川
省
の
関
係

機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
一
日
も
早
い
物
資
の
現
地

到
着
を
め
ざ
す
」
と
話
し
て
い

た
。
今
回
の
救
援
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｈ
Ａ
か
ら
の
依
頼
で
、
す
で
に

今
月
六
日
に
発
生
し
た
中
国
雲

南
省
の
地
。
憲
救
援
を
行
っ
て
い

た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
援
助
を
決
定
。

物
資
の
緊
急
輸
送
に
つ
い
て
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
四
川
省
と
友
好

提
携
し
て
い
る
広
島
県
に
、
航

空
会
社
へ
の
橋
渡
し
か
要
函
さ

れ
て
い
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
と
、
今
回

だ
け
は
無
償
空
輸
と
な
っ
た

が
、
費
用
の
問
題
か
ら
あ
と
二

同
程
度
の
輸
送
し
か
で
き
な
い

一
方
、
地
、
Ｗ
救
援
用
に
集
め
た

援
助
物
資
か
二
十
こ
近
く
残
っ

て
い
る
た
め
輸
送
費
刑
の
解
決

手
段
を
探
し
て
い
る
と
い
う
。

　　１９９６年（平成８年）２月２８日（水曜日）

在官l　　　　j謳L　　　　　面白　　　　　亙洲四川省民政斤
雪
害
の
中
国
へ

救
援
物
資
送
る

　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
緊
急
医
療
援
助
活
動
を
し
て

い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
、
本
部
・
岡

山
市
）
は
二
十
七
日
、
大
雪
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
中
国
四
川

省
と
青
海
省
の
省
境
に
衣
類
や

毛
布
な
ど
の
救
援
物
資
一
ジ
と

医
薬
品
百
♂
を
広
島
空
港
か
ら

送
っ
た
。信感　謝

　
四
川
省
と
友
好
関
係
を
結
ん

で
い
る
広
島
県
が
橋
渡
し
を

し
、
中
国
西
北
航
空
公
司
が
協

力
。
今
後
、
十
七
ジ
前
後
の
物

資
を
送
り
た
い
と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
に
よ
る

と
、
同
地
域
で
は
、
昨
年
十
一

月
か
ら
の
大
雪
で
交
通
網
が
遮

断
、
約
二
十
万
人
が
孤
立
し
、

四
十
八
入
が
死
亡
。
多
数
の
凍

傷
患
者
か
出
て
い
る
ほ
か
、
家

畜
五
十
万
頭
が
死
ん
だ
と
い

う
。

葺洲医師駅路捺奴会:

　　当休伯岡机戒浦甘政義族自治州的部分蕎遭

受一重雪文后，即梢贈衣粁息叱，医紡品壹百公

斤。対此，戒僅代表文区人民向貴会表示誠摯的

敬意和衷心的感謝!

９『

田I皿,む匹づい日ニ

一九九六亭二月二十九/日

現地からの礼状
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■インドネシアビアク島大震災救援活動報告

●

’●

ビアク島地震救援プロジェクト活動報告

▼参加者

1.ASADUL医師（ＡＭＤＡインドネシア）

2.ALWI医師（ＡＭＤＡインドネシア）

３．菊池和雄（調整員）

▼期間

1996年２月28日～3月５日

調整員　菊池和雄

　２月17日PM3 : 00 頃、インドネシア・BIAK島付近で発生した地震の救援活動につい

て報告します。今回の地震による被害状況は、３月４日現在で以下の通り。

　　死亡者　　109人　　　　　　　　　行方不明　　　51人

　　重傷者　　　55人　　　　　　　　　軽傷者　　　225人

　　家屋流失　1018戸　　　　　　　　　家屋全半壊　4033戸

　被害の内容は、地震そのものによる被害よりも津波による被害が大きく、時間の経過

も含め（発生から2週間後）、医療のニーズは少なかった。

　この時期インドネシアでは、２月19日までちょうどラマダン（断食）中であり、２月

20、21日とラマダン休暇（国の最大行事）とぶつかり、救援活動も順調にはいかなかっ

た様だ。しかし我々が現地に入った頃には、学校の仮設校舎を作ったり、倒壊した家屋

の廃材を利用してバラック小屋を建てたりと、復興作業も急ピッチに進んでいた。

　元々この地方では、雨が多いこともあり雨水を集めて生活している現状で、生活レベ

ルは低く、震災前と震災後のレベル格差はあまりなく、彼ら自身の手により復興作業が

進められておりたくましさを感じる。

　３月４日現在、１日１回位の割で小さな余震が続いている。

２月29日

３月１日

11 :00　成田空港よりガルーダ・インドネシア航空にてジャカルタヘ。

7 : 00　BIAK 島着。

　　２月29日、現地入りしたＡＭＤＡインドネシアの医師２名と合流。

　　午前中、今回一番被害（津波）の大きかったコレム村、近くの避難所を

　　視察。午後ＡＭＤＡインドネシアが調達した救援物資、薬、食料、学用

　　品、その他365kgを現地対策本部に贈呈する。
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３月２日

３月

３月

３日

４日

３月５日

13

JICAチームに合流し、JICAのチャーター

ス島にある診療所を見学。（ＡＶＮの２名、

に合流｡）

した船にて片道3時間程のピア

及び通訳と小生がJICAの３名

ＡＭＤＡインドネシアの医師と打ち合わせ。

00　ビアク島発。

ご2
3
８：

15 00

JALにて成田空港へ。

成田空港着。

ＡＭＤＡ本部にて記者会見。

　今回私が現地入りした際には、JICAチーム５名、ＡＶＮ２名、そして阪神大震災時に出

来たＮＧＯのNVNAD3名がビアクに滞在してた。

　当初ＡＭＤＡも今回の地震については、緊急の医療ニーズは少ないと判断したが、マ

ラリアなどの発生の可能性が伝えられたため、急濾ＡＭＤＡインドネシアより医療チー

ムを派遣したが、予想どおり医療ニーズは少なかったので、短期の活動となったもので

ある。

－
毎 日 暫Ｊし壇） １９９６年（平成８年）

　
先
月
十
七
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ビ
ア
ク
島
で
発
生
し
た
大

地
震
の
被
災
者
救
援
の
た
め
、

今
月
一
日
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
医
師
二
人
と
現
地
入
り
し
て

い
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菊
池
和
雄
調

整
員
（
凹
五
）
が
五
日
帰
国
、
岡
山

市
楢
津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で
活

動
報
告
し
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
発
表

で
は
、
地
震
の
被
害
は
四
日
ま

で
に
死
者
百
九
人
、
行
方
不
明

五
十
一
人
、
重
軽
傷
者
二
百
八

十
人
（
四
日
現
在
）
。
菊
池
氏

に
よ
る
と
、
地
震
や
津
波
で
四

千
戸
以
上
の
家
屋
が
壊
れ
、
多

く
の
人
が
テ
ン
ト
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
緊
急
医
療
は
閣
に
合
っ
て
い

た
た
め
、
一
行
は
現
地
調
達
し

た
医
薬
品
や
食
料
品
な
ど
約
三

百
七
十
ご
を
届
け
、
帰
国
し
た
。

３月６日 (水曜日)

多,くの人が

テント生活

インドネシア地震

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
帰
国
報
告

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
昨
年
以
来
、
ス

マ
ト
ラ
島
や
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
な

ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
大
地
震
が

頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
緊
急
救
援

チ
ー
ム
を
設
立
▽
年
内
に
も
ジ

ャ
カ
ル
タ
に
日
本
人
調
整
員
を

置
く
▽
現
地
に
防
災
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
Ｉ

な
ど
の
方
針
を
固
め
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
円
滑
な
緊

急
救
援
を
行
う
た
め
、
昨
年
十

月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
十
四
力
国

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
発
足
し
た
Ａ
Ｐ
Ｒ

Ｏ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援

機
構
）
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
最

重
要
緊
急
救
援
地
区
に
指
定
、

各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
装
備
、
人
材

面
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
決

め
た
。
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■アンゴラ帰還難民救援医療活動報告

jl●

ｉ●

メディカルレポート

ＡＭＤＡ　サンザポンボ　病院

　　　　　　　　　　　１９９６年1月１１日－1月３１日

初めに

　　　１月の後半の疾患分析を行った。マラリアがいぜんとして第一位を占めており、今月に

なってクロロキン耐性の症例が増加しつつある。　今後クロロキン耐性マラリアに対してキニー

ネとテトラサイクリンの供給を増やしていかなければならない。

病院再建活動

　　　今月から病院再建活動が具体的に始まった。このレポートを書いているときにセメントや

釘などが首都ルアンダから運び込まれた。　現在のコーディネーターである田村氏の精力的かつ

献身的なな活動により、計画は順調に進んでいる。　大工、電気技師、建設専門家が既に病院を

訪れ、再建に要する見積もりを立てた。　おそらく３月中旬には全ての資財がサンザポンボに揃

い再建活動が開始されるだろう。

外来診療活動

　　　１月後半の２０日間に２２８３名の患者が診療所を訪れた（再来患者を含む）。　マラリ

アが４０．１％を占め、次に疹癖が13.2％、下気道感染症が7.9％、寄生虫疾患が5.9％と続く。その

他の疾患には上部消化管疾患、腰痛症、関節炎、膿瘍、シストソミエーシス、ヘルニア、結膜

炎、性病、栄養失調、痔疾、虫歯が含まれている。　疹癖の患者は１２月に比べて増加している

がこの理由は治療薬である安息香酸ベンジルの有効性のためである。　２名の緊急患者があり、

１人は５歳の男児で、典型的な脳性マラリアの症状を示しており、まだ入院体制が整っていな

かったが一晩入院させ治療を行った結果翌朝には元気に退院する事ができた。　もう一例は脳血

管障害を起こした５５歳の女性で自宅で意識不明になり、午後１０時にフセイン医師、スダール

シャン医師、三浦看護婦が自宅を訪問しニフェディピン（血管拡張薬）を投与し午前４時に意識

が回復した。

まとめ

　　　今月我々は疹癖に注目し、疹癖の予防と治療に関しての教育を大多数の患者に対して行っ

た。連日講習を行ったが患者は非常に興味を持って聞いていた。　最後に患者の中には薬の服用

時間や回数に全く無頓着な人が多く、中には一日で５日分の薬を飲んでしまった人をいた。　し

たがって、看護婦は繰り返し患者に対して服薬の時間や回数を守るよう指導している。　　この

問題はまもなく解決されると考えている。
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外来

アンゴラ　メディカルレポート

サンザポンボ病院

　　　　　　　１９９５年12月２６日－1996年1月１０日

Ｏ－５ ６ －１５ 16歳以上 合計 ％

男一女 男一女 男一女

上気道感染症 ７－８ ４－３ ７－３ 32 １．６

下気道感染症 57 －51 ２４－１３ 53－66 ２６４ 13.6

マラリア 98－58 60－56 ２３６-２６０ 768 39.6

フィラリア １２－ ８ 20 0.9

疹歯 ２７－２４ １４ －１１ ２８－２０ １２４ 6.3

寄生虫疾患 22－21 ２０－　９ １９－２１ １１２ 5.7

非血性下痢 ２１ －１４ １　－　１ ３－３ 43 2.2

血性下痢 ３－０ ４－１ ５－○ １３ 0.6

中耳炎 ３－１ ５－０ Ｏ－１ ８ 0.4

結膜炎 Ｏ－２ ２－３ ７ 0.3

性病 ２－１ ３ 0.1

外傷 ７－７ ７－７ １０－１３ 51 2.6

その他 38－29 ２３－１５ 176-204 485 25.1

合計 283-215 １６２-１１６ 553-603 1930

１９９６年1月１１日－１９９６年1月３１日

’○－５ ６ －１５ 16歳以上 合計 ％

男一女 男一女 男一女

上気道感染症 １８－１９ ３－６ １２－１４ ７２ 3.15

下気道感染症 50－39 ７－１２ 33－39 １８０ 7.89
マラリア ８４－８２ 63 －66 314 －308 ９１７ 40.17

フィラリア １　－○ １　－　１ １９－１９ 41 1.76

寄生虫疾患 19 －21 １６－１３ 37 －28 １３４ ５．８７

中耳炎 １　－　４ １　－　１ ２－０ ９ ０３９
非血性下痢 ９－１０ １　－０ ５－８ 33 1.46

妊娠・婦人科疾患 Ｏ －２９ 29 1.27

済歯 54 － 30 ５６－１９ 98－45 302 13.23

外傷 ６－６ １２－１６ １８－ ９ 67 2.93

重症貧血 ４－１ ４－２ ○－１ １２ 0.53

その他 39－31 32 －14 192-179 487 21.33

合計 285-243 196-150 730-679 2283
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■旧ユーゴスラビア難民救援医療活動報告
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ボスニア調査団報告書（２）

　　　　　　　　　　及川雅典、木山啓子、深谷幸雄

【３】ボスニア内セルビア人居住地区＝バニャルカ調査

＜１＞調査員

＜２＞期間

＜３＞調査地

及川雅典、木山啓子、深谷幸雄

1996/02/02~02/06

ボスニア内、セルビア人居住区＝バニャルカ

＜４＞目的

　１　援助要請のあったBanja Luka のDrRankoにあい、援助要請の具体的内容につ

　　　いて調査、検討する。

　２　バニャルカ地区の具体的needsを調査するために、関係機関と接触する。

　　　UNHCR､collective centerなど。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

　３　バニャルカで活動しているＮＧＯと接触し、出来れば協同事業の可能性につい

　　　て調査、･検討する。

＜５＞行動

２／２　‥　　ｌ’　　　　　　ノ

7 :00 Zagreb 発Orasje一一Gradacac一一Derventa一一Prijavor一一16 :00 Banja Luka 着

16 : 30 meetingぐ セルビア人共和国（ボス立アーOy¬JfiAfi-（＝BIH）内においてセルビ

ア人の国として独立を宣言したが、まだ認められていない）の副厚生大臣、clinical

Hospital院長、難民省弁務官、Ranko､Bandafiの合同meetingであった。

2/3

10:00ホテルの移動11 :00 Ptijedorへ

Plijedorの赤十字と会談。ここで地元のテレピ局のカメラが入り、撮影となるj彼等の

意図がどこにあるのかわからない。しかし拒否する理由も見つからないのでそのまま

にする。

12:00コジャラ難民センター内の見学。特に困っていることは、センター内で病人が

出ても、医者まで運ぶ方法がない。車もガソリンもないので困る。とのこと

難民センターの’帰りに、vozafac地区をみてまわる。ここはイタリア系のモスレム8000

とクロアチア人2000がいたが、全部で10000人が行方不明となっているらしい。前の

夜にモスリムの家にマークをつけ、翌朝軍隊が来て家を焼いてしまったとのこと。

Prometというレンガエ場では、人々が中に入れられて殺されたという。22あったモス

クが全て破壊された。

17:00 DUGAというlocal NGO と会談をもつ。これは虹という意味らしい。
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　　　　　２／４

　　　　　ａｍ８：００マルコニッチグラードヘいく。ここはセルビアとクロアチア人が何度も取った

　　　　　り取られたりしたところで、逃げ出していたセルビア人が自分の家を見に来る日で、イ

　　　　　ギリスのIFORが警備に当たっていた。学校、病院が破壊されていた。

　　　　　12 : 00 Clinicalcenterの形成外科、手術室、ICUを見学した。日曜日にもかかわらず大腿

　　　　　骨骨折のプレートによる観血的固定が行われていた。使用されている器械は比較的新し

　　　　　いが､麻酔器などは古く、手もみであった。デンマークから送られた、モピールクリニッ

　　　　　クを見学。そこでニューヨークから来た心臓外科医にあった。専門医を送る話しをこれ

　　　　　から進めるらしい。そのあと循環器科、CCUを見学した。

　　　　　2/5

　　　　　9 : 00 inter agency meeting

。　　　IPTF(lntemational policet force):UNHCRNGO向けの燃料がなくなっている。マルコニッ
'　１　チ・グラード1100台の車で4~5000人が入った。しかし帰ったのは200台の車と700人

　　　　　で約3300人が住み始めたようだ。プリエドールに事務所を作った。地元警察官の教育が

　　　　　任務｡･

　　　　　　IFOR:マルコニッチグラードにin弛rmation center を作った。

　　　　　　IMG:数百万マルクの資金が供給できそうだ。 proposalを受け付けている。誰が、どん

　　　　　　なふうに、プロジェクトを実施するか、必要なものが何かを明記して提出して欲しい。

　　　　　　EC moniter : 被災民の帰還の状態、選挙が正常に行われるかを監視する。

　　　　　10:25 MSF との話しあい。途中からICRCが加わる。

　　　　　13:00保険衛生局の局長と話しあい。

　　　　　14:30医学部長と話しあい。

　　　　　15 : 50 UNHCR プログラム作成部との話しあい。

´IS

　＜６＞合同meetin9の内容

　　【ＭＯＨ】

　(１)薬品工場がモスレム側にあり、薬品が手に入らない。新ユーゴとの国境を閉鎖さ

れ、よけい薬品が入らなくなった。

　(２)医療関係者には給料も払えず、医療関係の情報も入っていない。

　医療関係の救援もセルビア側は非常に少ない。 UNICEFは予防接種のプロジェクトを

したがもう終わった。 UNHCR､ICRC､MSFがいる。

　Clinical Center : 2000 人の医療関係者がいる。医療機器がなく、麻酔がかけられないの

で10~15ある手術室のうち一つしか使用できていない。暖房もない。このあたりには

Clini�Centerとリハビリテーションセンターがある。BanjaLukaのClinical centerは1865

年に設立された。 1600のベットがあり、医者は276人いる。医者のうち22人が教授で、

42人がmaster of medical scienceだ。　1300人の医療関係スタッフがいる。この戦争中透析

液が入らず、１７人の透析患者が死亡した。我々はこの液を48時間のうちは自分達でつ

くって透析を再開した。酸素の供給も止まり１２人の新生児が死亡した。しかし伝染病

は増加することはなかった。この様な困難な状態でもここまでやって来られたのは、愛

国心と人を助けようという気持ちと、神のおかげだ。しかし援助団体も去りつつあり、こ
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れからの戦後のほうがたいへんになるだろう。

　【難民弁務官】

　UNHCRには85000人の難民がおり、食料、衣料が足りない。 HCRが認定した難民は

54000人だ。セルビア人共和国内に240000人の難民がおり、UNHCRが食料を供給してい

る。他にICRC､MSFがいる。２５万人が壊れた家屋に住んでおり、13500人が難民セン

ター内にいる。暖房も食料｡も衣服も充分でない。輸送手段もなく、建築資材もない。

　Ranko氏：我々は戦争中医療関係の情報＝医療雑誌、学会にいくこともできなかった。

新しい医療機器にも接することができない。 1000人いる学生も充分教育できない。専門

医の派遺、医学雑誌の送付、医療機器の補充、薬品の供給をお願いしたい。

　＜７＞プリエドールの様子、Red crossの話し

　ここには西ボスニアから流入した45000人の難民がいる。プリエドールの総人口が約

90000人なので､人口の半数が難民である。８月のクライナ地方からの難民が流入した時

期には30の難民センターがあったが今は７箇所が維持されている。 20000食が一日に供

給されている。 ICRCが食料、薬、衣服の供給をしている。 Medical Center が一つありな

かにHealth Center､ Hospital がある。病院は400床で40人の医師と700人の医療従事者が

いる。この地域に20~30の診療所があり、24時間機能している。しかし病人を運ぶ手段

がなく困っている｡寄附される医薬品の約20％はICRCとユーゴスラビア赤十字からのも

のであるが医薬品と衛生用品のニーズは絶大である。

　＜８＞難民センターの様子

　Kozarusaの難民センターには320人が入所している。周りの破壊された家にも難民が

入っており、彼等は食料の供給を受けにセンターヘ来る。ここの難民はセルビア入でビ

ハチ、サンスキモスト、グラホボから逃げてきた人達である。医師が週に一回、看護婦

が一日に一回巡回して来るが、患者が急変したときに運ぶ手段がなく困っている。

　　＜９＞ＤＵＧＡ

　　当地八二ャルカのローカルＮＧＯであるＤＵＧＡを訪問し、代表Galina Marianovic

　　(ガリナ　マリアノビッチ)女史及ミレバ　ブコビッチ心理学者に面会し活動状況の聞

　き取りを行った。

　　ＤＵＧＡは戦争における最大の犠牲者である婦人、子供を援助する目的で設立され

　(1992)、1995年３月にはセルビア人共和国政府に登録された。

　　活動の内容は戦争において精神的あるいは肉体的に誉を負った人達の一人一人に対し

　て普通の生活を取り戻せるように医療サービスのみならず､食事の提供､服､乳児食、そ

　してＯＸＦＡＭと協力して編物講習などを行っている。また視聴覚障害者を対象としてプ

　ログラムも行っている。

　　これらにはソーシャルワーカー、小児科医、一般医、法律家などからなる８人が中心

　となって当たっている。活動地点としては､八二ャルカ周辺のコジャラ(バラック1～800

　人収容)、コリブリ(母子センター約120～130人収容)、ゴランコバチッチ(９人の子供

　のいる母親も含まれる)が紹介された。
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　バニャルカの事務所ないに、小規模な薬品のストックをMSFから供給されており、応

急的処置には対応できるように備えている。束スラボニアからの難民流出に際しても活

動を行った。

　AMDAからは活動の紹介と医療面でのneedsがあるかどうか質問したら、薬品と紙お

むつの事だった。

　代表者から木山調査員に手づくりの人形がプレゼントされた。

　＜10＞Clinical Center 見学

　形成外科病棟:20床のベッドを5人の医師で維持しているが､3人はレジデントである。

　モビルクリニック：デンマークから送られたもので、障害外科をおこなっている。戦

争中の４年間で6000~7000の外傷を扱った。

　循環器科：４年間で2600人の循環器疾患の患者を扱った。 700人がCCUにはいった。

SiemensのＣＡＧは技術者がいないので動いていない。心電図は記録用紙がなく使えない

でいる。循環器は40床でccuは９床であり、それを６人の循環器医と３人のレジデント８

人の看護婦で運営している。

　救急部：小外科のできる手術室と、検査室、レントゲン室があるが備えられた医療機

器は昔のものである。

　＜１１＞保健衛生局＝Dr Balaban

　支部としてはドボイ、ベリナ、スボルニチ、サラエボ、セルビニエ、トレピニエがあ

る。

　仕事としては、１薬品管理、２伝染病対策、３衛生、４検査部門（細菌検査、化学物

質検査）、５環境衛生がある。

　今最も問題となっているのは１検査するための器械がないこと、２調査そのものも行

われていないことだ。特に調査を必要とするのは１飲料水の水質検査、２輸入される食

品の品質検査が必要である。

　今後の行政としてはprimaly healthcareを重視しhouse docterを育てねばならない。予

防医学の方に力をいれるべきだろう。病院は人口千人あたり４ベッド位でいいだろう。

　現在の状況に目を向けると必要なものは、もっと基本的なレベルだろう。それは１血

算と生化学検査の器械であり、2 10000~15000人分の抗生物質と、３環境科学の専門家

等である。

　＜１２＞医学部長

　バニャルカ大学医学部を訪問し、学部長リリアナホティチ氏(小児科医)に面会した。

私たちは応接室に案内され､そこには飲み物とチョコレートケーキが用意されていた｡こ

の建物は新しいビルで現在移転が順次行われており、歯学部は２年目、薬学部は１年目

ということであった。将来３つの部門に分けるということであった。

　戦争中国外から図書が入らない状態で､一現在も医学専門誌が不足して充分な教育がで

きないとのことであった。どんな医学書でも欲しい又、専門家による講義などが必要で

あると切望された。帰りに記念撮影をして退出した。
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　＜13＞UNHCRプログラム作成部:Stera

　UNHCRでは１食料関係、２燃料関係、３非食糧関係、４医療関係の仕事をしている。

　１食料関係ではWFPと提携し施設に収容されたもの5682人、２難民センターの難民

被災品16286人、３少数派民族（モスレム、クロアチア）22152人、４被災民376000人、

合計423000人にこの優先順位に食料を配給している。しかし３才以下の子供のミルクや

ビスケットはニーズの15％にしか配給できていない。

　　　３リハビリ関係ではマルコニッチグラード、シポホにセンターを置いている。

　　　今一番問題となっているのは、妊婦と小児の為の栄養補給プロジェクトである。

　＜１４＞考察

　（1）Banja Luka そのものは戦闘の場にならなかったので、建物、施設の破壊はない。

むしろ経済制裁から来た経済の悪化、壊れたものを修理することもできない状態が基本

としてあるように思う。一応水や電気の供給も始まっており、市内での食料品の供給も

改善されてきている。我々が接触したClinical center は４年前から新しい医療機器の購入

が止まっており、特に最近は記録用紙や、消耗品類も入っておらず、機能を停止してい

るものも多い。比較的安価な備品類の購入だけで機能し始める医療機器も多いと思われ

る。しかし基本的には戦前の経済状態を反映し、医療機器、施設のレベルは十年から二

十年前の状態にあるため、医療従事者の置かれている精神的閉息状態は大きなものがあ

る。そういった意味では５年先を考えた専門医の派遣、医学教育、留学生の受け入れは

非常に意味があると思われる。大きな目で見ればこの地区、特にセルビア人共和国に対

する貢献度はコストの割には大きいものとなるだろう。世界的に孤立した状態にあるた

めそれはより大きなものとなるはずだ。しかしもちろん、今後このセルビア人共和国が

国際政治のなかでどのようになっていくのかは大きな問題である。故にあくまでも医療

特に医学的分野での交流にとどめておくべきとも考える。日本の医学部では個人レベル

で購入した医学雑誌がスペースがないため、毎年捨てられている。とりあえず94､95年あ

たりのEnglish Jumal を集めて送って見よう。壊れたプローベをもって帰ることになった

ので、修理できるか試みてみよう。

　（２）難民センターなどでは一応最低限の物資は届いているようであるが状況は厳し

い。現在50％がHCR関係から供給されているが、ＮＧＯが今後引き上げていく過程でど

うなっていくのか。戦争前の経済状態から考えても彼等が経済発展のためにむしろおい

てきぼりになる可能性は充分ある。まして現在の状態が急速に改善するかどうかは疑問

だ。現在病人が出ても搬送する手段がなく、とにかく車がほしいとのことであった。

　（３）この地方にも現在minorityが約4000~5000人いるとみられ、彼等は病気になって

も診てくれる医者がいない。セルビア人の医者はモスレムとわかると診ないらしい。診

療所では薬の供給がなかなかなく充分な治療もできないでいる。又、医者を含む医療関

係者は、無給で働いている。この地区でのプロジェクトがセルビア人を対象にしたもの

と限定するのでなければ、この診療所に対する緊急の薬品物資の供給、基本的な医療機

器の供給、できれば人的派遣を考慮してはどうか。必要性、緊急性、こうけん性に比較

して低コストで可能と思われる。
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　＜15＞Conclusion

　1 Clinicalcenterとの情報の交換をはかるため、専門医の派遣、雑誌の送付、医療機器

又は部品の供給をする。

　2 Melhamettのやっている診療所に医薬品の供給、人的援助を行う。

　＜16＞Plan

　Merhametへの医薬品の供給

　医療コンサルタントの開設、車に医薬品と医師が乗り、病人の搬送とminorityの非公

式な診療を行う
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■旧ユーゴスラビア難民救援医療活動報告
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１

真心のタオルをありがとう！！

　JEN Zagreb

Akemi Honjo

　　「真新しいタオルを使うのは３年振りです｡」日本から届いたタオルを配布した私に難

　民･彼災民の女性達が次々と喜びの声をかけて下さる。「JENはいつも新しいものをもっ

　て来て下さる｡」と言う彼女の名はベルキッツァ。ボスニアのデルベンタからの難民だ。

　昨年、７月日本から３人の方がここクロアチアに来て下さり、私と共に寝共用の布の配

　布を実施した。この時日本から３人の方とベルキッツァとの出会いがあったのだ。

　　難民・彼災民の女性達が集まるセンターで配布を終えた私たちは、ここのセンターの

　リーダーと様々な話をした。彼女に「今、困っていて欲しいものはなんですか？」と尋

　ねたところ、「下着とタオルです｡」と答えが返ってきた。実はこのセンターのリーダー

　がベルキッツァだった。私たち日本人がそこで考えたのが日本でよくある粗品のタオル

　だった。「うまくいけば郵便局、銀行、一般家庭でも押入から集めることが出来るので

　は？」と相談しあった。その後日本に一時帰国した私は、郵便局での講演会の機会を通

　じて、タオルを集めたい事を話し、そして、HEADQUATERの竹林さんの大尽力で1830

　本のタオルが集まったのだ。どんなPROJECTを実施するにもお金がつきものである。し

　かし、この集まったタオルは、昨年１２月にポシット（子供達への文具をつめた）を配

　布するためにこちらに来られたRKKの方々がご自分達の荷物と共にもって来て下さった

　ので、ほとんどお金を要さずに済んでいる。日本人が現地に来て、拾った声から始まっ

　た。そして、現実に要請されたものが現地に届き、難民・彼災民の方々が喜んで下さっ

　ている。日本と難民・彼災民の方々の”かけはじのお手伝いが出来たことが嬉しくて

　たまらない私である。タオルを受け取りに来られた方々一人一人が「真心をありがとう。

　ありがとう｡」と言って私に握手を求める。抱きつく、キスして下さる。わずか１本のタ

　オルをこんなにも喜んで下さった。日本人に出来る支援はまだまだ山のようにあるので

　はないかと考えさせられた。

　　タオルの配布後､ベルキッツァと話をした｡「いつも私たちの事を考えていて下さる事

　が嬉しいのです｡」といつもの如く感謝の言葉を語る彼女｡その彼女の故郷ボスニアのデ

　ルベンタは、和平条約の中でセルビア人共和国となるため彼女は故郷に帰ることが出来

　ないのである。「私の今年の目標は、ボスニアに行くことです｡」と言うと、「ＡＫＩ、もし

　もボスニアのバニャルカにいくチャンスがあったら多分、私の故郷デルベンタを見るで

　しょう。そのような機会に出会ったらどうか、どうか、デルベンタに宜しく伝えて下さ

　い｡」と涙をいっぱいに浮かべたベルキッツァは言った。

　　彼女は今、故郷ボスニアのデルベンタではなく、ツズラ（和平条約の中でボスニア・

　クロアチア連合政府支配地域となる）に行く事を計画している。そして、もしもツズラ

　に行くことが出来たら、そこに住んでいる戦争によって心に傷を持つ女性遠の為にセン
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ターを開いて行きたいと言う。自分自身が難民でありながらこうして頑張る彼女に会う

度、私が励まされてきた様な気がしてならない。今回こうしてタオルの配布がこんなに

も喜ばれた陰には、実はみんなの要求をいつも耳で聞き、心で受け止め考えていたベル

キッツァがいてくれたからだと思えてならない。そして、この要請を受け入れて下さっ

た方々。郵便局をはじめ、学校、一般の方々、本当にありがとうございました。確かに

皆様の真心のタオルは難民・被災民の方々に届きました。皆様になりかわりまして私が

配布させて頂きました。残念な事は、タオルを寄付して下さった方々に直接配布をして

頂けなかった事です。是非、機会があればここクロアチアにお越し下さい。難民・被災

民の方々は、何かの配布だけを待っているのではない事をお知らせして今回の報告を終

えます。

－毎日 iJjくー １９９５年（平成７年）１２月７日（木曜日）

寄せられたタオルを仕分けする備前一宮郵便局の職員ら
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日
用
品
の
不
足
に
悩
む
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
難
民
に
タ
オ

ル
を
送
ろ
う
と
、
岡
山
市
一
宮

山
崎
の
備
前
一
宮
郵
便
局
（
村

野
陽
洽
局
長
）
が
来
局
者
ら
に

提
供
を
呼
ぴ
か
け
た
と
こ
ろ
、

六
日
ま
で
に
約
千
九
百
枚
が
集

ま
っ
た
。
予
想
を
上
回
る
″
善

意
の
輪
″
に
同
郵
便
局
は
う
れ

し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
タ

オ
ル
は
七
日
に
発
送
、
現
地
で

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
日
本

緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ

　
（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
）
の
手
で
現
地
の
人

た
ち
に
配
ら
れ
る
。

　
同
郵
便
局
近
く
に
本
部
を
置

く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
）
か
ら
現
地
の
状
況

を
聞
き
、
「
自
分
た
ち
も
で
き

る
こ
と
で
協
力
し
よ
う
」
と
タ

オ
ル
の
収
集
を
思
い
立
っ
た
。

十
月
は
じ
め
に
局
内
に
張
り
紙

騨
藷
提
供
タ
オ
ル
、
1
9
0
0
枚
に

と
段
ボ
ー
ル
箱
を
設
置
、
配
達

先
や
同
市
内
の
各
郵
便
局
な
ど

か
ら
も
協
力
を
得
た
。
当
初
、

Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー
が
年
内
に

訪
問
す
る
難
民
七
百
五
十
家
族

分
を
目
標
に
し
て
い
た
が
、
「
一

人
で
十
枚
以
上
持
っ
て
来
る
人

も
い
る
ほ
ど
」
　
（
片
上
靖
彦
局

長
代
理
）
反
響
は
大
き
く
、
二

ヵ
月
で
倍
以
上
の
約
千
八
百
枚

が
集
ま
っ
た
。

　
同
郵
便
局
は
職
員
有
志
が

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進

す
る
会
」
　
（
三
十
四
人
）
を
先

月
末
に
結
成
し
た
ば
か
り
。
村

野
局
長
は
「
予
想
以
上
の
反
応

で
驚
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
タ
オ
ル
は
年
内

い
っ
ぱ
い
受
け
付
け
る
。
問
い

合
わ
せ
は
同
郵
便
局
（
０
８
６

・
２
８
４
・
０
１
０
０
）
。
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■モザンビーク難民救援医療活動報告

●

●

モザンビーク難民救援医療活動報告

1996年２月27日

　　　　　コーディネーター　下平　明子

　1996年の２月で、私がＡＭＤＡからコーディネーターとしてアフリカヘ派遣されてか

ら丁度1年5ヶ月が過ぎた。アプリカでの初めての経験で、日々めまぐるしく、あっとい

う間の１年と5ヶ月。最初の6ヶ月は東アフリカのジブチ共和国で、その後現在までは南

部アフリカに位置するモザンビークで、ＡＭＤＡの医療開発援助プロジェクトに携わっ

ている。本当にこの間、日本でアフリカでＡＭＤＡに関わるいろんな人にお世話になっ

た。この場をかりてお礼を申し上げたい。

　▼ＡＭＤＡモザンビーク・プロジェクトについて

　モザンビーク背景

　　ＡＭＤＡは緊急医療援助で国内・国外ともその名を知られ始めているようだ。が、モ

　ザンビークプロジェクトは緊急医療援助型の援助ではない。 1992年の平和協定により内

　紛が治まり、1994年10月に選挙が行われ、国勢が安定してくるに従い、これまで内戦の

　ため近隣諸国に避難していたモザンビーク国民達が、自国に戻り始めた。難民として国

　外に避難していた人々が帰還する。モザンビークは1975年にポルトガルから独立、その

　直後に南アフリカ及び旧ローデシア（現在のジンバブエ）の地域紛争に強く影響をうけ

　て内戦が始まる。その長く続いた内戦が漸く終わったのだ。人々の顔には希望が見られ

　る。しかし、難しいのは、内戦また地域紛争で疲弊した経済・社会というのは一晩では

　回復できないこと。どこの発展途上国でもみられるが、ここでも豊めるものと貧しいも

　のとの格差が大きい。それも、豊める少数と貧しい大多数という構図だ。もちろん富の

　分配に問題がある訳だが、この解決というのは、モザンビークの人々に席を譲るしかな

　い。一過していく外国人、新鮮な目でいろんな疑問を抱き、問題を提示できるかもしれ

　ない。しかし、その国、社会での根本的な問題というのは、その国の、地域に根付いた

　人達が自覚し、改善していこうとしない限り、根本的には何も変わらないのではないだ

　ろうか。

　　富める少数を除いては、都市から地方に至るまで圧倒的大多数のBASIC NEEDS が満

　たされていない状態にある。特に医療の面では、内戦激化地区においての、診療所・病

　院の破壊が著しく、モザンビークで生活している人､戻ってきた人達（帰還難民）にとっ

　て、必要最低限の公衆衛生というものが存在していない。またそのほかの公共施設の破

　壊も著しい。そのため、国連組織、UNHCR、モザンビーク政府、海外援助民間組織（Ａ

　ＭＤＡも含む）等は、内戦で破壊されたインフラ再建に努めている。
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　¨Hello､ Mabalane! Hello､ Mabalane! This is AMDA Maputo calling､over･･｡　｡い□‾ヽ美樹

ちゃん聞こえますか？”これはよくある朝の無線ラジオでの通信の始まりだ｡何故､無

線ラジオで通信しなければならないのか。この問いに答えていくことで、私達のモザン

ビークプロジェクトの側面が見えるかもしれない。

　これは、モザンビークがとてつもなく広く、また、特に地方での開発が遅れているこ

と、地方では電気が通じていず、電話が使えないこと。首都圏にしても電気供給は不安

定なこと。地方で広範囲で私達の活動が繰り広げられていること。私達の首都マプトの

オフィスから、地方のショクヽエオフィスまでおよそ215km、そのショクエオフィスから

私達の94年度プロジェクトのマシンジールまで125km､95年度のプロジェクト地のマバ

ラーネセンターまで、約100km。更に、そのマバラーネセンターから100km方々、３ケ所

にサイトが散らばっている。行って、帰ってこなければならないので、その距離は二倍

である。無線ラジオは少人数、広範囲の私達の活動には必要不可欠なコミュニケーショ

ン手段である。

　道は勿論日本のように舗装されておらず、土のガタガタ道、雨が降れば道全体がぬか

るみになり、四輪駆動のランドクルーザー、ハイラックスでも走行が難しくなる。特に

今年は水害で道が自然発生の川の底に埋まり､道自体が機能しない状態が発生している。

現在、私達は通常、車で移動可能なショクエ・マバラーネ間を列車で移動している。更

に、内戦は終結したものの、経済は不安定で、治安は悪く、恐喝、強盗、車の盗難等は

首都でも地方でも日常茶飯事である。一見平和そのものに見えるが、次に何が起こるの

か分からない。この様な状況下では、どこかで足止めをくうという可能性は多いにあり、

最低限、緊急時の用意が必要である。何も起こらなかったというのは幸運にすぎず、明

日も無事に過ごせるだろうという保障には決してならない。各いう私も、日本で生まれ

育ち、平和ボケしており、モザンビークの実情がつかめるまで、回りのＡＭＤＡスタッ

フをはらはらさせたことは数多いと思う。

ＡＭＤ Ａ ＭＯＺＡＭＢＩＱＵＥプロジェクトは大きく分けて、医療、診療所再建、そして水、

の３つの分野に分かれる

　医療　妹尾美樹看護婦とモザンビーク人のマルタ看護婦を中心に95年/96年医療プ

ロジェクトが進められている。 94年のプロジェクトで建築したヘルスポストにおける医

療活動の監督、サポート。 95年現在建築中のヘルスポスト地における今後の医療プログ

ラム作成の為の情報収集や調査。医療スタッフの教育プログラム。教育機会の無い地方

の産婆さんに対するマタニティケアーに関する講習等。既に述べたように、私達のプロ

ジェクトサイトは非常に広範囲であり、長距離を走らなければならない。本当に大変で

ある。やりがいもあるが、効果は見えにくく、やりきれない思いをすることもあるよう

だ。しかし、妹尾看護婦の真摯な、そして粘り強い活動は、目には見えにくいかもしれ

ないが、彼等の関わった地域の医療スタッフ、又、医療活動に、着実に良い影響を与え

ているように思う。

　　診療所再建　94年度プロジェクトにおいてＡＭＤＡは主にＵＮＨＣＲと日本政府資金援

　助により、ショクエ地域で一件の産科病院とショクエ地域病院と市の下水道をつなぐ
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　　　　　　1.3kmの下水溝を敷設､及び四件のヘルスポストの改修､マシンジール地域で一件の保健

　　　　　　所と三件のヘルスポストの建築、更に、リクルート社からの資金でシャクレーネのヘル

　　　　　　スポストを改修。今、これだけを改修したというのは、言うのも聞くのも簡単に聞こえ

　　　　　　るかもしれない。しかし、とてつもなく広いアフリカというイメージそのものの国、モ

　　　　　　ザンビークにおいてこれだけのことを短期間にやるというのは、容易にできることでは

　　　　　　ない。これらのプロジェクトの多くは距離的､人材的､物質補給等の面から完成まで持っ

　　　　　　ていくのが非常に難しく、他経験のあるＮＧＯが過去、途中で放棄したプロジェクトで

　　　　　　あった。 94年８月にＵＮＨＣＲとの契約が成立。ほぼ半分は95年の３月までに完成。しか

　　　　　　し､残りの、三件は6月近くまでかかる。ここで長期的計画のもとで活動している他ＮＧＯ

　　　　　　も断念した困難なプロジェクトを、ぱっと来た東洋のNGOが短期間で完成させてしまっ

　　　　　　た。実力なのか、まぐれなのか、ビギナーズ・ラックなのか。全てを完成に持ち込むま

　　　　　　でには数多くのハードルを超え、困難を克服しなければならなかった。どんなものだっ

ｒ　‘●　　たのか、完成近くにもモザンビーク入りした私には想像し難い。最初の１年、建築プロ

　　　　　　ジェクトに関して、『国際医療協力』にはわずかしか報告されていない。 95年プロジェク

　　　　　　トだけでも”大変な所だな”と日々の出来事で格闘している自分。いつか、立ち上げか

　　　　　　らの､多忙な鈴木プロジェクトコーディネーターが､彼女の視点からのモザンビーク・プ

　　　　　　ロジェクトにおける辛さ、悲しみ、喜び、希望をしたためてくれることを願ってやまな

　　　　　　い。

　　　　　　　95年度プロジェクトにおいてＡＭＤＡはＵＮＨＣＲと日本政府資金援助により、ショク

「

　　　エ地域においてショクエ地域病院敷地内部の下水整備、及びマバラーネ地域において保

　　　健所を一件、産科病院を一件改修、また、ヘルスポストを三件を現地建築会社に依頼し

　　　て建築している｡特にマバラーネ地域ではヘルスポストさえ存在しない村が多く、コミュ

　　　ニティ全体でヘルスポストの完成を待ちわびている。モザンビーク南部は、94年は旱魅

　　　であったが､95年11月よりサイクロンの影響で雨が多く、道の状況が悪化している。雨

　　　が続く時、あるいは、近隣諸国のダムの放水の影響で、道全体を10kmぐらい湖のように

　　　なることも多く、他に抜け道が見つかればよいが､見つからない場合､その場所でスタッ

　　　クしてしまうことも往々にしてある。それでも走り続けなければならないのか。一時停

゛●　　止するか。その判断というのが難しい。建築現場のサイトチェックを担当している長島

　　　さんは日々健闘している。

　水　94年と同じく、95年度においても、一診療所、保健所とセットで一つ井戸を掘っ

ている。去年も今年も同じなのは井戸掘り会社に井戸建築を依頼していること。達うの

は、今年からは、手動井戸の取り付け、維持、管理を地域住民を巻き込み組織立てて推

進していく、現地井戸専門家がＡＭＤＡスタッフとして加わったこと。自立した、たく

ましいモザンビークの女性2人である。彼女達の指揮の下で、コミュニティと共に井戸の

回りに棚を造り、井戸を適切に維持管理していく働きかけがされている。井戸を造って

おしまい、ではなく、それを使い利益を享受している住民が中心となり、主体性を持っ

て維持していく。一番好ましい形であるが、これが容易ではない。傾向としては、より

辺境の地にあり、社会的サービス基盤が欠如している村のほうが、より村全体でＡＭＤ

Ａの活動を歓迎し、協力してくれるようだ。モザンビークも他の発展途上国の例にもれ
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ず、上から下まで相当援助なれしている。援助を受ける側が、自分達の問題、課題とし

て取り組み、維持し、改善していくような働きかけが私達にできているか。いろいろ考

えさせられる。

　　それを支えるマプトオフィス　ＡＭＤＡモザンビークの水・医療・建築プロジェクト

　の進行を促し、基盤から支える機能を持っているのがＡＭＤＡマプトオフィスだ。詳し

　くいえば、ＡＭＤＡ岡山本部との交信、全ての関係機関、国連難民高等弁務官、現地厚

　生省、及び外務省との交渉及び調整。また建築会社との交渉、契約。全ての活動（水・建

　設・医療）のロジスティックス、つまり、車、機器、物品の維持管理、車、バイク等の

　購入（輸入）手続き、医療器具の購入手続き。その他、人事・会計を合む全ての事務な

　どである。

　　前面には出てこない縁の下の力持ち的存在、プロジェクトの進行及び方針を立て、立

　ち上げから引っぱってきた人、鈴木やよいさんなしにはマプトオフィスは語れない。会

　われたことのある人には分かるだろう。非常に印象的な人物だ。誰かがうまく言ってい

　た､”あねご”のおもむき。きついか、と思えば限りなく優しく、人情味があふれている。

　現地では名物的存在だ。年の功か、本能的勘か、彼女のプロジェクトオペレーションに

　は、はりと緊張感があり、すきがない。本当に多くのことを身をもって私達に教えてく

　れている。

　　ジブチからモザンビークに来た当初、本当に驚いたのは、若くて優秀な現地スタッフ

　が、ここのプロジェクトでは大活躍していること。マウロ、カリートシュ、デイオニッ

　シオ、名前をあげればきりが無い。ポルトガル語が公用語のモザンビークでは、殆ど全

　ての書式、交渉事をポルトガル語で遂行しなければならない。この国は旧宗主国の影響

　か、非常に官僚的で、また人々は非常にプライドが高い。この国を真髄まで理解し、ど

　のように動いて行くのが有効なのか判断できる優秀な現地スタッフなしでは、ＡＭＤＡ

　ＭＯＺＡＭＢＩＱＵＥの活動もここまで順調に拡大することはできなかったであろう。若いや

　る気のあるモザンビークのスタッフ、彼等なしではできない、が､彼等に任しすぎても、

　モザンビークテンポでスピードが遅くなる。程よい、モザンビークスタッフと我ち日本

　人スタッフとのミックスの中で、いろんな考えが触発され、より活動的なエネルギーに

　あふれるダイナミズムの中でプロジェクトを遂行しているように感じる。これは鈴木さ

　んのキャラクター、人を適材適所におき、動かしていく力に負うところが大きい。一人

　一人が、いろんな役割をこなし、AMD A MOZAMBIQUEの活動が成り立っている。現

　在AMD A MOZAMBIQUE の活動はとても充実しているのを感じる。

　　さて、私自身がモザンビークで何をしているのか。主に会計全般業務、つまり、会計

　処理、関係機関への会計報告書の作成、銀行口座の管理から日々の資金の出し入れの記

　録管理監督、そして本部への会計報告。どこの会計担当も同じ様な気持ちを味わったこ

　とがあるであろう。お金を管理するというのは本当に重大責任である。特に発展途上国

　においては大金を日々取り扱っている。日々収入支出を計算し、バランスが一度であえ

　ばよいが、そうではない場合。些細な間違いであった場合は胸を撫で下ろし、間違いが

　見つからない場合は、胃が痛くなる。また、銀行に赴くときにはある種の緊張感がつき

　まとう。外国人は強盗に狙われやすいため、ヽ自分自身が単独で銀行に行くのは極力避け
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ることにしている。

　1、2ヶ月に一度、現地スタッフと共に95年建築現場のチェック、また、水・医療プロ

ジェクトの視察に出かけるのは一つの楽しみだ。オフィスに閉じこもっていると現場で

何が今起こっているかということを理解するのが難しくなる。フィールドに出て、95年

プロジェクトの診療所建設が予定通り、高品質で進められているか、記録として写真を

とり、ビデオに集録する。プロジェクト地での現地の人々の生活をかいま見る。ローカ

ルスタッフと行動を共にし、同じ釜の飯を食う。我々スタッフの現地での生活状況を実

体験する（現場での宿泊状況は、食事は、水は、ロジスティック全般はどうであるか）。

やはり、現場を知らなければ、フィールドで建築班、医療班、水班が実際どういう活動

をしており、どういう困難に面し、何が課題であるのか、想像し共感することは難しい。

マプトオフィスの存在意義はフィールドでの活動を支えること。たまにでもフィールド

に出られることで､私の中でＡＭＤ Ａ ＭＯＺＡＭＢＩＱＵＥプロジェクトの全体像が見えてく

るのは喜びである。

　他には、現地責任者の鈴木さんがフィールドに出てしまう場合は、私が１人マプトオ

フィスに残されることが多く、直後、代理責任者となり、全ての活動を運営調整しなけ

ればならなくなる。小さくても、一つの事務所を運営していく。社会経験が全く無く、非

常に脳天気で白を白としかとらえられない自分。第三世界では、また、異文化社会では

白が黒であることもあり、いろんな要因・状況を把握する必要があり、状況把握しない

で試した行為が、後に大きなロスとなって現れる。ボランティアではやりきれない。こ

れは責任を負わなければいけない立派な仕事である。今、鈴木さんの下で、日々、我慢

強いアドバイスを受けながら、より連切な包括的なプロジェクトの運営を現地スタッフ

の協力と共に学んでいる。「自分が自分のやっていることが信じられなければ､人を納得

させることはできない。責任をもって、一つの仕事を遂行していくこと｡」これらの言葉

にはとても説得力がある。社会経験の始まりをアフリカで、ＮＧＯで、鈴木さん、他日本

人スタッフ、及び、現地スタッフと。私はとても幸運だ。

　月曜から金曜まで、何かと忙しく、あっという間に過ぎてしまう。土曜と日曜は休め

ばラッキーだが、仕事に拘束される場合も多い。海外での活動が長くなり、１年、２年と

なる場合､無理は続かないので､できるだけコントロールして休むようにはしている。マ

プトでの一つの楽しみは、日曜の朝に長い散歩をすること。事務所から30分くらいの距

離に、やしの木が連なる美しい海岸線道路がある。歩きながら、海を眺めつつ、潮騒を

聞きながら、いろんな思いが交差する。今私達はここで何をしているのか。何をすべき

なのか。自己満足で終わっていないか。少しはモザンビークの人々の長期的福祉に貢献

しているのか。少なくとも我々が建てた診療所や井戸は地元の住民連に享受されるだろ

う。 ＡＭＤ Ａ ＭＯＺＡＭＢＩＱＥの次のステップは現地カウンターパーツヘの責任、管理、運

営のバトンタッチだが、今のＡＭＤＡにその余力はあるだろうか。緊急で行くか、包括

的な開発まで手が広げられるか。開発プロジェクトは息の長い、長期的な関わりを必要

とする。 ＡＭＤＡにはその用意ができているだろうか。

　最後に、モザンビークで私を支えてくれているモザンビーク・日本人の同僚に感謝を。

また、小さな私達の試みが、地道だが着実にモザンビークの人々の生活改善そして自立

に結び付くことを祈って筆を置きたい。
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ＡＭＤＡネパール： 年間報告（１９９５年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡネパール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副代表　Dr.Sunu Dulal

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳　大谷幸枝

【概要】ＡＭＤＡネパールは、1989年に正式に設立され、国内ＮＧＯとして登録された。

　　　現在２７名のスタッフがいる。 ＡＭＤＡネパールは設立当初より、医療サービ

　　　スの分野で貢献してきた。

現在のＡＭＤＡネパールの医療活動は下記の通りである。

１．ダマック（東ネパール）でのＡＭＤＡヘルスセンター（RHC）

2.タンコット眼科及び母子保健クリニック

３．ビシュヌ村地域保健活動

４．ストリートチルドレンのためのクリニック

５．パシュパティ高齢者クリニック

６．移動医療キャンプ

７．アジア多国籍医療派遣団への参加

　１．ダマック市のＡＭＤＡヘルスセンター

　　このセンターは1995年末に満3周年を迎えた。この３年間、ＡＭＤＡヘルスセンター

　における医療サービスは非常に拡大し、医療器具や物理的な面でも充実してきた。 1995

　年の初めより30床になり、組織面でもスタッフの面でもより効率的によりよい治療をめ

　ざして充実されてきた。

　　現在61人のフルタイムスタッフが働いていて、その内訳は医者5人、看護婦11人、医

　療助手７人、検査技師２人、事務職６人と30人の補助スタッフである。スタッフ会議は

　月２回開かれあらゆる問題とその解決方法を討議する。又、医療継続教育が週2回行われ

　ている。このプログラムはスタッフの知識の充実と実践にとって非常に効果的と人気が

　高い。

　　1995年１月よりＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）との契約によりブータン難民

　に入院治療サービスを提供してきている。 1995年には計9011人のブータン難民がこのセ

　ンターで治療をうけ、21065人の地元民が治療を受けた。この内、計1805人のブータン

　難民と8018人の地元民が外来し、2200人のブータン難民と1339人の地元民が入院した。

　又、計6136人が緊急治療サービスを受けた。このデータをみると外来患者には地元民が

　多く、入院患者にはブータン難民が多いことがわかる。 1995年の平均病床占有率は92.15

　％でとても忙しい年であった｡8月～10月に難民の子供の間に胸の感染病が多く、何日間

　は60人の患者がいたがこれは丁度ベッド数の2倍でその間スタッフは非常に懸命に働き、

　その結果治療成績は非常によかった｡高性能のＸ線の機械やその他の医療器具の導入､検
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査病棟の建築が外務省民間援助支援室や郵政省ボランティア貯金の補助金で行われ、機

能が大幅にレベルアップした。眼科、産婦人科、外科の特別診療も行っており、遠隔地

からも診療を受けに来る人も多い。

　保健省によりこのヘルスセンターをＡＭＤＡホスピタルに格上げすることが認可され

たので､3月中には名称の変更がなされることになっている。この結果サービスがもっと

充実するであろう。又、ネパール専門職業評議会により今年より医療従事者トレーニン

グプログラムが認可され、初年度准看護助産士（40人･２年制）と検査助手（20人・１年

制）が開始される予定で、既に学生募集を行っている。 ＡＭＤＡヘルスセンターの良質

で効率のよいサービスのおかげでＡＭＤＡはネパール東部地方において評判を得つつあ

り、ＡＭＤＡネパールの保健医療活動の拡大は今後共もっともっと貧しい人々のために

なるであろうことは疑いもない。

１幽ezao4lsg＆e alygsl c●egoria g!fseryisapl･�dal一司salea
－dlaslμ叩11 ･ltRHCbl●lye・･1995.

Caまqory ofser､4ces Py｡､4＆d Bjls4talteseR414slee LoealPeopk 了otal（％）
OPD Services 1,805（6.1知 8､018 r26ﾀﾞﾌＳ） 9,823（32.8％）

Emergency Serviccs 2,360（7.8％） 3,776（12.6恂 6,136（20.4％）

SurRlca1 Selvlces 293（0.9％） 550（L8‰） 843（2.7％）

lnvestigtions Services 2,353（7.8％） 7,382(24.6％) 9,735（32.4％）

lndoor Servlces 2,200（7.3％） 1,339（4.4％） 3,539（11.7％）
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２．タンコット眼科及び母子健康クリニック

　タンコット村は、首都カトマンズ市からわずか12kmのところにある。 Satunga1と

Dahachowkが隣接する村である。村の人々は、伝統的な信仰と古来からの文化や集団居

住地で知られている。３つの村の総人口はおよそ15000人である。

　1993年で暮れに行われたネパールＡＭＤＡの医療調査を受けて、このクリニックは

1994年初めに開設された。ネパールＡＭＤＡは、政府支援による準医療事業の一貫とし

てこの特別診療所を運営してきた。

　タンコットクリニックでは、従来の週一回の診察を週２回に増やした。これは、クリ

ニックを訪れる患者数が増加の一途をたどっていることによるものである。定期的に質

の高い医療提供がなされるクリニックには、最寄りの村のみならず近隣の地区からも患

者がやってくる。治療を施す活動とは別途に、ネパールＡＭＤＡからの医療人員は、定

期刊行物による健康に開する教育や訓練を行っている｡母子保健や眼科の特別なクリニッ

クは隔週で聞かれている。

　現在、タンコットクリニックでは、下記のような診療が行われている。

　１）一般外来：この外来は、全ての患者に対して一般的な医療を提供するもので毎週

　　　木曜日と土曜日に行われている。

　２）眼科外来：ネパールの暦の第一、第三土曜日に以下のような診療が行われる。

　　　１．屈折力検査を含む通常の視覚検査
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涙腺の洗浄および麦粒腫の排膿やcurettage of chalazion等の軽度外科手術処置

複雑な処置を必要とする場合の、さらに高度な医療施設への紹介

　４．手術を要する白内障患者の、さらに高度な医療施設への紹介

３）母子保健活動（MCHサービス）

　１．出生前の健康管理　妊婦の一般検診

　２．保健教育　妊婦および妊娠適齢期の女性対象

　３．免疫　５才以下の幼児および出産適齢期の女性対象

　４．５才児までのクリニック　５才以下の幼児に医療提供を行う。またこのクリ

　　　ニックでは、幼児への一般的な診療とは別に、母親に対して、免疫の重要性、

　　　予防接種を受ける時期、適格な栄養摂取、離乳の仕方、一般的な衛生管理、

　　　経口補液の作り方とその与え方等についての教育もしている。

Patients Seen At Thankot cUnic

　　　(Jsuary－December 1995)

Patients with General Problems

ぷ.No. System liyolyed 舶l＆ Female 7如㎡r匈
1， RespiratorySystem 63 54 117（17.0％）

2. Gastro,lnlestinalSystcm 81 65 146（21.2恂
3. CardiovascularSystem 21 25 46（6.7％）
4. Skin and venerca1Diseascs 26 57 83(12.0％)

5. Orlhopacdics 18 43 61（8.9％）
6. Ear，Nose and throat 31 56 87(12.6％)
7. Dental 14 ７ 21（3.1％）

8. Gynae and obstetTics 62 62（9.0％）
9. Otllers 23 45 68（9.6％）

Tof� 277 414 691(100.0％)

P�iel幽1･ajtEμProMEms

S､No. 咄絹e Palまernl 仙zje Fattale T∂tal
１、 Retma1 Disorders 10 ８ 18（I.6％）

2. Disorders of lrisand CilialyBody II ８ 19（l.7％）

3. Glaucoma ５ 11 16（1.4％）
4. Cataract 78 76 154（13､5％）

5. Post operative Catanlむt 63 55 118（10.3％）

6. Disorders of Refnlction ＆Accomod. 174 １１１ 285（24ダ4）
7. Keratitis.ComealOμlcity 25 16 41（3j％）
8. Disorders of Coniunctiva 137 93 230(202％)
9. Dlsorders of Eye Lids 32 61 93（8.2％）

10. Dlsorders of ocular Motility ９ 34 43（3.8％）

11. xerophthalmia 14 13 27（2.4％）

12. ForeignBody ５ ２ 7（0.6％）

13. Others 37 53 90（7.9％）

Total 600 54j jj4jμ∂aθ%j
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I諦絣讃nk�ionDdaas iltfjle year 1995

S､No、 lZacdaazdA2ailt廬 ＮＭ誂ber

I. DPT vaccinalion 376

2. P�iovaccina6on 376

3. BCG vaccination 243

4. Nicaslesvaccination 261

Total j,2j6

MCII Seryka Proyi＆d in the ye4lr 1995

＆No、 乃pa orSerヽ4cesProヽi＆d Ｎａｍｂα

1. Anlc N幽1（kkup 157

2. Undcr Fivcs Check up 236

Total Ｊ夕j

＆Zj･ j)jgg7･a胴ｊゐ∂wjjZg Zig 4∂'irg㎡aZZIW∂j･j£S ISI/'Sgj･sjjCgSjM･∂ｼﾞjjgj
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３．ビシュヌ村地域健康普及活動

　ネパールＡＭＤＡは次のような内容で1991年より２年間にわたって活動を行った。

　１）一般成人と５才以下の幼児を対象とする毎週の診療

　２）５才以下の幼児と妊娠適齢期の女性への予防接種

　３）衛生管理に関する教育と、安全な飲料水と下水処理使用の促進

　４）女性の識字促進

　５）女性の収入確保の一般化

　活動期間終了から２年が経つが、ＡＭＤＡネパールは今なお、毎週の診療継続と予防

接種の普及を維持するために援助している。また同ＡＭＤＡは、クリニックの委員会に

よって現在運営されている回転基金を設立した。この委員会は、村のソーシャルワー

カー、学校の校長と教師、ＡＭＤＡネパールからの医師１名で構成されている。基金は、

貧しい人々に無償で配給するための主要な医薬品を購入するために使われているが、支

払の能力のある人の場合は有料となっている。通常、診察の２、３日後に経過を診る必

要があるため週に一度の往診では不十分であるという見方が強いことから、ＡＭＤＡは

1995年12月より診祭日を毎週の月曜日、水曜日、土曜日と改めた。

　合計619件の医療処置が1995年にビシュヌ村クリニックで行われた。
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Paliatts 14illtGeneral Probkm

S､No. Syste肌lnyolyed 仙Z＆ Femal£ 7i盾l/肖J

1. Respiratory System 34 41 75（12.1?1）

2. Gilstro-lntestlna1 System 54 58 112（181％）

3. Cardiovascular System ７ ５ 12（L99･6）

4. Skin and venereal Diseases 19 30

15

4り（7.9％）

27（4.4S）5. Orthopaedlcs 12

6. Ear，Nose aJldThroat １８ 13 31（5昨o）
７ Dental 14 ９ 23（3j7S）

8. Gynae，andobstetrlcs 46 46（7.5S）

9、 lmmunjzations provlded 76 １１３ 189(30jS)

10. Others 21 34 55（8.9‘3/6）

Total 255 3M 6j9(100.0％)

４．ストリートチルドレンのためのクリニック（カトマンズ市タメル）

　ＡＭＤＡネパールは、カトマンズ市のタメルでストリートチルドレンに対して毎週医

療活動を行っている。ある福祉事業団体が、ストリートチルドレン（ホームレスや親の

ないこども）に教育、レクレーション、医療を提供しているが、その団体から要請があ

り、ＡＭＤＡネパールは、そのクリニックで彼らの健康管理を目的とする医師を一名派

遣することに決定した。この２年間、ＡＭＤＡは医療を提供し、彼らの健康的な生活を

援助するために医師を派遣している。

５．パシュパティ高齢者クリニック

　ＡＭＤＡネパールは、慈善使節団（マザーテレサ使節団）によって運営されている高

齢者センターにあるクリニックにおいて、無料の医療相談を提供している。 ＡＭＤＡの

医師が毎週土曜日にセンターヘ赴き、高齢者センターにいる患者に対して無料で相談に

応じている。

　高齢者クリニックは、パシュパティナス神の敷地内にある。およそ300名のホームレ

スの人々がいるが、家や家族がない場合や、家族に追い出されて面倒をみてくれる人の

いない場合である。

　ＡＭＤＡネパールがこのセンターで医療相談を始めて３年になる。センターに来る医

師の報告によると、そこにいるほとんどの人に、慢性の精神錯乱、整形外科や呼吸器系

の疾病が認められる。

　合計780件の検査が1995年に高齢者クリニックで行われた。

６．移動医療キャンプヘの参加

　ＡＭＤＡの医師は、ネパールのへき地方々にある医療キャンプヘ参加した。ネパール

のへき地の多くは交通手段がなく、また、その住民のほとんどが医療を受けるために都

市部へ来ることが経済的に不可能である。よって、このような状況においては、キャン

プでの医療提供が非常に有効になってくる。キャンプでは、医療相談に加えて薬の無料

配給もされている。
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７．アジア多国籍医療派遣団への参加

　国内での医療提供以外にも、ＡＭＤＡネパールは、ＡＭＤＡインターナショナルが

様々な国で運営している種々の活動ほぼ全てに積極的に参加している。 ＡＭＤＡネパー

ルのメンバーが参加している。カンボジアの国内で追いやられた人や帰還民の援助、ザ

イールとジブチ共和国での難民解放活動、アンゴラ、チェチニアおよび旧ユーゴスラビ

アでの内戦犠牲者の人道的救援活動などである。

　現在､11名のＡＭＤＡネパールのボランティアが､ＡＭＭＭの様々な活動に従事してい

る。医療コーディネーター1名と土木技術者1名が旧ユーゴスラビアで、医師2名とコー

ディネーター１名がジプチ共和国で、ザイール、チェチニア、アンゴラでそれぞれ2名の

医師が活動している。

ダマックＲＨＣ　眼科手術

ダマックＲＨＣ　全景
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■カンボジア救援医療活動報告

　　　　　　　　　　　カンボジアレポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師　吉村菜穂子

　私は２月６日から１２日までスタデイツアーに参加しました。この間同伴者にめぐまれ

楽しい旅ができ、またＡＭＤＡカンボジアの岩間さんには大変お世話になりました。岩間

さん、丸野さん、横井さん、寺方さん、ありがとうごさいました。

　　「真実一路」という小説を子供のころお読みになったかたもいらっしゃいますでしょう

か。事実は見方によっていろいろな解釈ができるものの、実際にかかわっている人にとっ

ての真実はただひとつしかない、というテーマの小説です。私たちは一つの文化のなかに

暮らしていると、とかくそれが唯一の現実だと思いがちです。しかしさまざまな文化を経

験すると、「現実」にもいろいろあることがわかり、多様な考え方ができるようになりま

す。カンボジア人にとっての真実とたった１週間のゲストの日本人のみた事実におそらく

違いはあるでしょうが、何かの役に多少なりともたてばでかけたかいがあると思いなから

報告書を書いています。

　ご存じの方も多いでしょうが、まずは歴史をおさらいしましょう。

　カンボジアは日本の半分の面積をもちながら人口は９００万しかありません。タイとベ

トナムというふたつの国にはさまれ、他民族による侵略との戦いの連続の歴史をもち、１

９世紀にはフランスの植民地となり、第２次大戦中は日本が進駐し、やっと独立したもの

の平穏な時代はつかのまで、１９７０年代ポルポト派の圧政で再び国は荒廃し、長い混乱

ののちようやく近年、再建にむけて復興がはじまりました．ＵＮＴＡＣの明石代表の活躍

はいささかはしゃぎすぎの報道のおかげで日本人の記憶に新しいと思います。

　乾期のプノンペンはほこりっぽい町で、センターラインもないでこぼこの舗装道路を縦

横無尽にバイクと自転車が走りまわり、信号がないためめいめいが勝手に交差点に侵入し

てしばしば交通がストップします。市場は活気かあふれ、しゃれた店もみかけますが、－

歩裏通りに踏み込むとスラムまがいの様相も多くみられます。

　私たちはシアヌーク病院の精神保健医療プロジェクト、カルメット病院での義足支援プ

ロジェクト、プロムスロイ郡病院での地域診療、同郡でのポリオ予防接種活動を順次見学

してきました。これらの詳細は毎月の「国際医療協力」に掲載されているのでここでくり

かえす必要もないと思います。公的病院での医療は原則として無料で、医療従事者は国家

公務員として雇用されていますが、それは建て前であり、人々はそれなりの料金を払って

でもよい医療をうけたい、という気持ちから、なにがしかのお金を払って受診しているそ

うです。医療者も国のくれる給料ではとても生活していけないので自宅で診療アルバイト

をするのが普通です。多少の知識があれば医者でなくても勝手に薬を売ったりすることが

できるので医薬品はけっこうでまわっているようです。薬を手に入れるほどの経済的余裕
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のない人は各国のＮＧＯの開く無料診療所にでかけるか、民間療法やまじない師に頼る場

合もあります。プライマリケアに従事する医者はある程度充足しているようですが、看護

婦や保健婦が不足しているために一般の人に対する衛生や保健の教育啓蒙がとても遅れて

いるように思いました。ＢＣＧは就学兄を対象としているため学校にいかない（いけない）

子供はうけておらず、ポリオの接種は義務づけられてやっと２年目だそうでした。

　あらかじめ予想できたことですが、ＡＭＤＡはＮＧＯですから、ＡＭＤＡの活動は国と

国の話しあいで決まるＯＤＡに比べると小さな小さな規模です。自分たちで考えたプロジ

ェクトを、カンボジア政府の許可を得て、限られた予算の中で限られた年限で実行してい

ます。いつまで続くのか、それが無駄にならないように誰かが継続してくれるのか、国の

正式の制度として残って行くのか、保証はありません。でも現場の実情（需要）から生ま

れた計画だけにすぐに効果が期待でき、資金も有用です。そこでは、時々私たちが耳にす

る、日本からある国に何億もかけた最新のレントゲンの機械を送ったのに、フィルムがな

いために現地で使えずそのまま倉庫で埃をかぶっている、などというあきれた話は決して

起こりえません。また、最初は資金も技術も人材も提供するが、徐々にカンボジア人を育

て、いずれは資金調達も含めてカンボジア人が自立するように助ける、というＮＧＯの原

則は徹底されています。シアヌーク病院の精神保健医療プロジェクトやプロムスロイ郡病

院での地域診療は現在とても順調にいっているようですが、３年後５年後にどう発展的に

解消していくのか、その課題は重要です。 ＮＧＯの活動は今すぐに国全体を動かすほどの

大きな勢いはありませんが、トップダウンでなくボトムアップの強靭でしなやかな力であ

り、見近な現実から理想に近づいていく希望がそこにはあります。

　さてそれではカンボジアをみてきた私たちはＡＭＤＡカンボジアのために何かできるの

でしょうか。まずは関心をもちつづけること、そういう気持ちをもった仲間をふやすこと

でしょうか。彼等のために私たち自身のために。

　カンボジアの現実はかつて５０年前の日本にも普通にあったことであり、今も一部は残

存していることであります。現在の日本の保健行政を支える保健所という組織はマッカー

サーの占領軍がはじめて日本に導入したもののひとつでした。保健婦の育成もすべてアメ

リカにならいました。昭和３０年代に今の健康保険制度が整備されて医療水準が一気にあ

がりました。しかし、現に私の働く東北の山村ではいまだに現金収入が少ないために医者

にかからず「おがみや」のまじないに頼る人々がいますし、でかせぎの最低限の生活のな

かで栄養不良で体をこわす人もいます。お産は自宅でおこない、母子保健の何たるかを全

く知らない家庭もあります。彼等にはかれらなりの生活があり、一方的に大学病院で習っ

た医療や教科書的な保健指導をおしつけることが必ずしも思ったような効果をあげるわけ

ではありません。脚気の患者に栄養指導ひとつする場合でも、これまで子供のころからど

んな嗜好があり、現在その人がどんな経済状態で、食生活にどんな考えをもっているのか

を知らずにただ「肉を食べなさい、野菜を食べなさい」といって理解してもらえるでしょ
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うか．一方東京や大阪のような都会は保健も福祉も充実して市民も十分な知識があるよう

ですが，ホームレスや外国人労働者の問題など無視できません．今の日本のごく平均的な

文化的な暮らしからはみでた人達を保護という名目で収容したり，強制したりするのでは

なく，彼等の自立を助けるという視点を社会の中で大切にしたいと思います．

　東南アジアで長い間日本は第２次大戦中の蛮行をとがめられ，恨まれてきました．その

ためのつぐないもしてきました．でもカンボジアではごく普通の，少し頼りになる友人と

して自然に人々はＡＭＤＡの活動を受け入れています．細川前首相が「成熟した大人の関

係」をアメリカに求めたように私たちはアジアやアフリカに対しても大人の友人関係を広

め続けていきたい，そのためにＡＭＤＡの活動を支援したいと思います．

予防接種に来た住民たち

ぶ
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■ミャンマー健康プロジェクト
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ミャンマー活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師　吉岡秀人（ヤンゴンにて）

　我々の計画は現在停滞中で政府の要求通り２回目のメティーラ調査を終え、レポート

作成中です。現在この国で活動している海外NGOは１２団体しかなく、ほとんどの団体

はあまりに時間がかかるためあきらめて帰国しているそうです。いろいろ作戦を考えア

プローチしていくつもりですが、かなり時間がかかると思っていて下さい。

　この前､ＷＨＯの安川さんと会談し災害プロジェクトをメティーラですることになりま

した。これは２回のワークショップと薬代で、薬は今回のプロジェクトのために使って

いいそうです。ただし、現在ＡＭＤＡはこの国で活動が認められていませんので、こち

らのマハボディ協会にお金を預けＡＭＤＡが計画、実行することになりそうです。この

協会はヤンゴンで我々に協力してくれている団体です。

ＵＮＨＣＲとの関係プロジェクトの件ですが

　1）HlaingthayarでオランダのＮＧＯ（ＭＳＦ）がヘルスケアープロジェクトをして

　　　います。（子供と母親対象）

　2）RakhineでドイツのAZGがマラリアプロジェクト

　3）Yangon郊外のストリートチルドレンプロジェクトをオーストラリアのＹＭＣＡ

　あと国境エリアではＡＩＤＳプロジェクト（フランス）、その他の団体も国境付近でい

くつかある様です。

　Rakhineではバングラディシュからかなり難民の流入もあるようです。 Yangon郊外に

ももう１つ貧民区があり、かなり栄養状態も悪いようです。あと国中に結核がかなり多

く広がっている様です。マラリアに次いで、保健省は結核を重視しています。全国的に

は栄養失調の子供もかなり多く、特に地方都市周辺はどこも援助の対象になります。

　この国で大量の被災民が出る可能性は２つです。１つは大火､もう１つは洪水です｡こ

の国にはまだまだ安全が保障されておらず、外国人が行けない地域が非常にたくさんあ

ります。火災後の被災民がいる地域がいくつかあると思いますが、全般的にこの国は地

方にいくと栄養失調の子供がたくさんいて、生まれてから米を食べたこともない人もた

くさんいます。２～３ｋｇ４２円の米ですら買えないですから国全体が被災民の様で、地

方都市にはほとんど医師は少なく、いても全持しかかかれないのが現実なのでいろいろ

協力できると思います。
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７２時間ネッ

　　　　　代表

　　　　　事務局

トワーク活動報告

　鎌田裕十朗
　夏目洋子

昨年１０月に正式発足後１２月には東京（葛飾区金町のかまた医院２Ｆに事務局もでき、

鎌田代表以下、７２ネット本部機能の拡充に日々励んでいます。日頃から事務局のお手伝

いをして下さっている日野淳夫氏に加え、ＩＢＭを定年退職されロジスティクスの経験豊

富な小宮山道雄氏もボランティアとして迎えました。以下に活動を報告いたします。

１．運営委員会

　　７２ネットの運営委員であるＡＭＤＡ、カンボジアのこどもに学校をつくる会、立正

　　佼成会、松下政経塾の代表者が月１度会し、報告・協議・審議を行う。発足以来３月

　　末までに計７回開催。平成８年度の事業計画・予算計画策定済み。

２．第１回演習　平成７年１２月１７日

　　　1）概要：東京直下型地震発生を想定。葛飾区金町の７２時間ネットワーク本部を

　　　　　　　中心に、茨城県取手市や神奈川県茅ケ崎市などから都心の千代田区一番町

　　　　　　　に集結、現地本部を設置し、その過程を検証した。参加人数２０名。

　　　　　　　ＮＨＫ・ＴＶｒおはよう日本」１月１８日放映。

　　　2）具体的な演習内容：

　　　　・携帯電話を使ったパソコン通信による情報交換シュミレーション

　　　　　¨当日の情報交換記録はニューメディア委員会委員長中野氏の参加により、

　　　　　ＡＭＤＡのホームページにリアルタイムで掲載。

　　　　　　（ｈｔｔｐ：／／ａｍｄ ａ．ｏｒ．ｊｐ／～ｎａｋａｎｏｔ掲載中）

　　　　・救急車・パワーショベルを搭載した４ｔトレーラーの出動

　　　　・現地本部での温水シャワーの設置

３．普及推進活動

　　　・福岡医療ＮＧＯ（平成７年１２月設立）との連携

　　　・７２ネットいばらぎ発足準備

　　　　　茨城県社会福祉協議会、日本青年会議所茨城ブロック協議会、茨城県建設業協

　　　　　会、茨城県警本部などの関係諸団体と協議中

　　　・７２ネットかながわ発足準備

　　　・日本青年会議所の運営団体参加推進

　　　・その他各種研究会議・シンポジウム参加

　　　・取材応対　日経新聞「Nikkei-X」、JANICr地球市民」など

４．広報

　　　・出展　「メトロポリス’９６東京…２１世紀をつくるテクノロジー展…」

　　　　４月２３日～２８日の６日間、臨海副都心にある国際展示場で開催（別紙）

　　　　活動紹介に加えて、同展示に参加する企業にもアピールする予定

　　　・アトリエＪ・阿部仁男氏が７２時間ネットワヤクのロゴを無償デザイン

　　　　７２ネットの名刺・レターヘッド・封筒・シールが近々完成予定

　　以上　　（文責　夏目）
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会場：国際展示場(東京ピッグサイト)西３ホール

　　　Tokyﾛlnternatlonal Exhlbltion Center(Tokyﾛ曰lg Sight)West Hall3

主催：東京都／｢メトロポリス'９６東京｣開催委員会／世界大都市圈協会(メトロポリス)

　これからの人間と都市のあり方を追及する国際会議「メトロポリス96東京｣の開催を機に21世紀の都市づくりを推進する最新の技術、支援制

度等を紹介する｢21世紀都市を劃るテクノロジー展｣を開催いたします。

　土木、建築、環境、自動革などの分野で日本を代表する企業から最新のテクノロジー、ノウハウが展示されるほか、阪神大震災に関する展示、

国際協力機関、世界の都市からの展示など、皆様に興味を持っていただける内容がたくさん展示されます。ふるってご来場ください。
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･゛1¶

＠期　間：１９９６年(平成8年)４月２３日(火)～２８日(日)

　　　　　　４月２３日(火)１０：○○～１７：○０　　４月２４日(水)～２８日(日)９：３０～１７：○○

＠会　場：国際展示場(東京ピッグサイト)西３ホール

　　　　　　入場無料(置接会場におこしください)

＠ﾒｨﾝﾁｰﾏ：２１世紀都市を劃るテクノロジー

＠サブチーマ：１．都市をつくるテクノロジー

　　　　　　2.都市の防災

　　　　　　3.技術吉糧制度

　　　　　　4.都市及ぴ世界大都市圈協会の活動紹介

　　　　　　5.ポスターセッション

＠主　催:東京‐／｢メトロポリス･９６東京｣開催委員会／世界大都市圈協会(メトロポリス)

＠圖示金爛面種:約４,７００ｍ２

＠1.都市をつくるテクノロジー都市問題の解決に役立つ様々な最新のテクノロジー、ノウハウ等を紹介します。

●都市を創る建築新技術、超高層ビルのテクノロジー、シールドエ法などのトンネル建設技術、地下空間利

　用技術、海上未来都市構想、全自動ビル建設システムなど

●低公害車、インテリジェント・トランスボート・システム、カーナビゲーションシステム

●インテリジェント・コミュニティ・ビークル・システム(ICVS)

●水質管理システム、熱電供給システム、雨水利用システムなどの環境関連技術

●東京都各局の事業紹介

＠2.都市の防災

　　　●被災都市の被災状況、救援

　　　　活動、復興状況など

　　　●耐震、免震、制震構造等の

　　　　建築技術、液状化対策等の

　　　　地盤関連技術など

　　　●ボランティア団体の活動紹介

　　　●東京都の災害対策
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るとともに、災害に偏えるための技術、制度等を紹介します。



｜

|『

|

『

W゛″'‾

・
・
Ξ
Ξ
Ξ

IS

●3.技術支援制度　先進諸都市から発展途上都市への技術移転を支える制度を紹介します

●技術協力、研修制度など

●都市インフラを整備するための金融支援制度

＠4.都市及び世界大都市圈協会の活動紹介世界大都市圖協会及び関連する都市の活動について紹介します。

●常設委員会、

●都市の紹介

＠5.ポスターセッション

●メトロポリス会議の各分科会で発表されるプロジェクトや論文等を展示します。

　　　　アジア開発銀行

　　　　アジア太平洋都市間技術協カネットワーク

　　　　(CITYNET)
?●　　
イル・ド・フランス地方圖

　　　　(株)荏原製作所

　　　　(株)大林組

　　　　カサブランカ市

　　　　鹿島(株)

　　　　(株)金門製作所

　　　　(株)熊谷組

　　　　(株)建設技術研究所

　　　　広州市

　　　　交通情報サービス(株)(ATIS)

　　　　(財)国際環境技術移転研究センター(ICETT)

　　　　国際協力事業団(ＪＩＣＡ)

　　　　国運ｱｼﾞｱ太平洋経済社会委員会(ＥＳＣＡＰ)

　　　　国運環境計画／国運環境技術センター

　　　　(UNEP/IETC)　　1

　　　　国原連合地域開発センター(ＵＮＣＲＤ)

　　　　国境なき医師団日本事務局(ＭＳＦ)

　　　　五洋建設(株)

　　　　清水建設(株)

　　　　仁川市

　　　　水道機工(株)

国際会謹「メトロポリス’９６東京」

世界銀行

世界大都市圈協会(メトロポリス)

ソウル市

大成腹工(株)

大成建設(株)

(株)竹中工務店

月島機械(株)

東亜建設工業(株)

東京ガス(株)

東京都の各局

(株)東芝

戸田建設(株)

72時間ネットワーク事務局(AMDA)

西松建設(株ｋ

日本鋼管(株)

日本ダクタイル鉄管協会

　　(株)クボタ

　　(株)栗本復工所

　　日本鋳鉄管(株)

バルセロナ市

(株)日立製作所

富士電機(株)

本田技研工業(株)

兵塵県

(株)三菱電機

(株)明電舎

メキシコシディーｉ

メルボルン市／_．

ぷ
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　1996年4月２３日から26日までの４日問、「人間と都市」をメインテーマに東京国際展示場（東京ビッグサイト）などにおいて、都市

開発､環境管理､経済開発､社会開発､防災、自動車問題等の都市問題について討議する国際会議「メトロポリス･９６東京」が開催されます。

　この会議を主催する世界大都市圈協会（メトロポリス）は、市民代表、行政実務者、専門家による世界の都市問題に開する意見や情報の

交換及び技術援助を通じて、都市間の国際協力と交流を進めることを目的として１９８５年に結成された国際組織です。現在、41ケ国から

55都市が正会員として、そのほかに都市開発に関わる公社やシンクタンクなど約７０団体が準会員として、それぞれ加盟しております。本

部はフランスのバリにおかれています。

　世界大都市圈協会（メトロポリス）は、各大陸の主要都市において毎年、都市問題の様々なテーマについて検討する委員会、研究会を開

催しています。そして、その集大成としての大会を3年に１回開催します。今回の「メトロポリス’９６東京」は、第5回目を迎え、アジア地

域での初めての大会となります。

※会議の詳細は、「メトロポリス’96東京」登録事務局（TELO3-3508-1213）までお問い合わせ下さい。

〒163-01東京都新宿区西新宿2丁目８番1号

東京都都市計画局総務部内｢メトロポリス'９６東京｣事務局

TELO3-5388-3219　FAX.03-5388-1358

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TO§(YO　　　　　　　　　　　　雫　

METROPOL17AN

　　　　　　　　　　　　　　　　　　GOVERNMENT
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国連ボランティア計画（ＵＮＶ）

　ワークショップ　イン　岡山

　２月１３日　岡山東急ホテルにてスイス・ジュネーブに本部をもつ国連ボランティア

計画主催の“平和のためのパートナーシップ　新しいボランティア社会の創造にむけで

と題されたワークショップが、外務省、岡山県および市町村、県下の学校、宗教、各種

団体関係者　約１ ００名の出席のもとに開催されました。

　国連ボランティア名誉大使　中田武仁さんの基調講演の後、出席者自身の援助活動の

経験を語るとともに、今後の活動への豊富、受け皿の拡大の要望などＵＮＶとの活発な

意見交換がおこなわれました。

　そして最終的にＵＮＶとＡＭＤＡとの間で､以下のような確認事項が取りまとめられ

ました。

　　１）ＡＭＤＡがＵＮＶの広報活動を支援する。

　　当面は岡山県を中心としてＡＭＤＡ内に「ＵＮＶ協力担当者」を設置する。特に

　　ＡＭＤＡは日本のＮＧＯでも唯一､インターネットのホームページを持っているた

　　め、ネットを活用しての広く効果的な広報活動協力を行う。

　２）青年海外協力隊OB･OGを中心にUNVとしてAMDAが各プロジェクトに派遣す

　　　ることができる。（20名を限度とする）

　　３）ＵＮＶスタディー・ツアーを行う。

　　募金、資金面、派遣やそれにまつわる安全面での問題等々の責任は全面的にＡＭ

　　　ＤＡが持ち、ＵＮＶのフィールド活動が展開されている現場を視察して回るといっ

　　　た、ＵＮＶに関する理解や知識を深めるための「ＵＮＶスタディー・ツアー」を積

　　　極的に行う。

　　４）ＵＮＶのＯＢやＯＧ等の体験報告会を開催する。

　　ＮＧＯ同志で様々な報告会を行う「国際貢献トピア構想」の場にＵＮＶが参加して

　　報告等を行う。

１９９６年（平成８年）２月１４日（水曜日）
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中
だ
っ
た
息
子
を
亡
く
し
た
の

を
機
に
、
国
連
ボ
ラ
ン
テ
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ア

名
誉
大
使
と
な
っ
た
中
田
武
仁

さ
ん
も
出
席
し
、
基
調
講
演
し

た
ｎ
‥
写
真
。

　
講
演
で
中
田
さ
ん
は
、
亡
く

な
っ
た
息
子
、
厚
仁
さ
ん
の
話

も
幟
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
『
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
冒
主
性
』
『
井

　
世
界
各
国
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

専
門
家
を
派
遣
し
て
い
る
国
連

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
、

本
部
・
ジ
ュ
ネ
ー
プ
）
の
「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
十
三
日
、

岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
聞
か
れ

た
。
Ｕ
Ｎ
Ｖ
の
活
動
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
が
目
的

で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
）
が
後
援
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

－４日|目l－

~-
根付かそう､ボランティア精神

り鳥ひもr諮中田さんが講演

報
酬
』
『
福
祉
の
心
』
か
ら
成

り
立
つ
べ
き
だ
。
こ
の
物
神
が

日
常
的
に
根
ざ
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
う
」
と
話
す
と
、
聴
衆

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
あ
が
っ

て
い
た
。

　
こ
の
後
、
穴
伎
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

代
表
が
司
会
を
務
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
活
発
に

音
頁
を
交
換
し
た
。
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途
上
国
の
難
民
支
援
や
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発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
を
行
っ
て
い
る
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
、
本
部
・
ジ

ュ
ネ
ー
プ
）
主
催
の
「
Ｕ
Ｎ
Ｖ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ン
岡
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」

　
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
主
催
）
が
十
三
日
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
ら
は
、
平
和
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
乙
生
つ
な
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
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国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
下
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
や
企

業
、
自
治
体
の
関
係
者
ら
約
八

十
人
が
出
席
。
初
め
に
プ
レ
ン

ダ
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
・

Ｕ
Ｎ
Ｖ
事
務
局
長
が
「
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
Ｕ
Ｎ
Ｖ

と
岡
山
と
の
平
和
に
向
け
て
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
確
立
の
契

機
と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
選
挙
監
視
活
動
中

に
亡
く
な
っ
た
中
田
厚
仁
さ
ん

の
父
親
で
、
現
在
Ｕ
Ｎ
Ｖ
名
誉

大
使
奎
｀
一
め
る
中
田
武
仁
さ
ん

が
「
世
界
市
民
」
と
題
し
て
基

調
講
演
し
た
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中
田
さ
ん
は
、
自
主
性
の
欠

如
や
、
損
得
だ
け
で
物
事
を
考

え
る
心
な
ど
が
日
本
の
ボ
ラ
ン

y
ｌ
ク

シ

テ
ィ
ア
精
神
の
発
展
を
妨
げ
て

い
る
、
と
指
摘
。
二
人
ひ
と

り
の
命
に
は
限
り
が
あ
る
か
、

わ
れ
わ
れ
の
努
力
で
人
類
全
体

の
ズ
Ｆ
は
長
続
き
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
｛
｝
つ
の
兪
を

大
事
に
す
る
も
の
が
世
界
を
祝

う
』
と
い
う
こ
と
岑
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
貴
さ
を
訴

え
た
。

　
こ
の
後
、
Ｕ
Ｎ
Ｖ
の
活
動
を

紹
介
し
た
ビ
デ
オ
の
上
映
や
出

席
者
を
交
え
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
出
席
者
が
岡
山

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
状

を
報
告
し
た
ほ
か
、
Ｕ
Ｎ
Ｖ
と

岡
山
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
自
治
体
な
ど

と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て

活
発
に
意
見
を
交
換
し
た
。
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『

ワークショップの後、ＡＭＤＡ本部にてＵＮＶの方々への歓迎会が催されました。

地元の皆さんによる　踊りや琴の演奏が行われました。

ｉ
　
ｌ
一
一
ｌ
ｊ

国際医療協力vol.19 N｡｡3 1996　59



「

ｆ　ｌ

ｆ　¶

国連ボランティア計画事務局長の挨拶

　渾井副知事､安宅市長､岡山の皆様こ

んにちは。

　国際社会の代表として、岡山は私ど

もにとって我が家のように感じられま

す｡皆様方が世界中に友情の橋を掛けて

いらっしゃること、岡山県民の方々がす

でに国際的に他の国々と大きく関わり合

い、世界の人々と分かち合い、共に学ん

でいらっしゃることを存じております。

　岡山県､岡山市がすでに１３もの国々

と関わり合いを持ち、最近では国際交流

協力のための独自のセンターを開設され

たと伺っております。

右）国連ボランティア計画事務局

　　プレンダ・マックスウィーニー事務局長

左）国連ボランティア名誉大使

　　中田武仁さん

　　　また岡山はＡＭＤＡの本部でもあります。 ＡＭＤＡは先駆者的組織でソマリア、モザ

　　ンビーク、ルワンダ、ジプチ、旧ユーゴの難民に医療援助を行っていらっしゃいます。

　　今日ご臨席されておられる国連ボランティアの服部氏は現在ＡＭＤＡと共に砂漠の国ジ

　　プチで活動を行っていらっしゃいます。フィールドディレクターとして医師団と共に、

　　医療サービスがソマリアの難民および地域住民に行き渡るように働きかけていらっしゃ

　　います。

　　今、世界は地球村といっても良い状態です。他の地域の人々に対する皆様方のすばら

　　しい活躍には国連ボランティアの我々も強く共感し、インターネットを駆使して世界中

　　で活躍されているＡＭＤＡの活動を興味深く見守っております。

　　　国連ボランティアは地域社会または地域住民の国際的かけ橋です。開発と平和、この

　二つをもとに、国連ボランティアは世界中を視野に入れた草の根運動の生きたシンボル

　なのです。地域社会に根ざして、ボランティアは目立たない外交を展開しております。

　また人間対人間の活動、国際社会と地域社会の交流を勧めながら、生活向上を図っても

　おります。

　　　今日は平和のための活力あふれるパートナーシップの枠組みについて皆様方と共に考

　　えてみたいと思います。

　　　国連ボランティア２５周年めの今年、皆様方がご存じのこと、我々が学んできたこと

　　をもとに、国際社会でのボランティアの役割をさらに増やしていきたいと思います。国

　　連の組織の中で国連ボランティアは唯一の派遣組織であり、人々のためのエージェント

　　でもあります。経済力復興を援助し、教育への連をさらに広くし、エイズのような世界

　　的疫病と闘い、地域環境保護に努めております。

　　　伝統的に我々は、特に貧しい国々で活動し、忘れ去られ隅に追いやられた人々のやる

　　気を高めつつ生活向上をもたらすような支援を行ってきました。今日では、国連ボラン

　　ティアはあらゆる分野の平和関連活動を行っています。例えば、選挙準備実施に向けて

　　の平和的任務、軍隊の解体とその家族への支援、人権を通じて人としての威厳を広める
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ことなどです。国連開発計画を実施するなかで、我々の母体組織､~他の国連組織、そし

て国連ボランティアは戦争で痛めつけられた人々に人道的援助をも｀たらし、難民に対し

ては生活再建を援助し、争いで被害を受けた地域住民をサポートします。

　昨年、１ ２０国以上から４０００人余りのボランティアが発展途上国で活動を行いま

した。このうち５４人は日本からの参加でした。カンボジアの絹織物や人形作り再興に

努めているミウラケイコさん、カンボジアで地域開発活動を進めているツカモトサトシ

さん、国連難民高等弁務官としてボスニアで活動し人権侵害を広く公にしようと尽力し

たナカイヒロマサさんなどがいらっしゃいます。この方々以外にも日本人のスペシャリ

ストが国連ボランティアに参加されています。

　今朝、神戸市を訪ねました。一年前の大きな悲劇を体験された神戸市、そして神戸の

人々のエネルギーに満ちた復興を目のあたりにしました。とりわけ心を打たれたのは、

１３００万人以上のボランティアが震災の被害者援助に携わったという事実です。神戸

への援助は日本人の、地球社会がいうところのボランティア精神を生き生きと示してい

ます。このボランティアの多くは岡山から参加されました。ポランティアには境はない

という証拠です。岡山のボランティアが県境を越え神戸に赴いたように、国連で勤務し

ている日本人のボランティアも国境を越え活躍しています。

　神戸における活動からも分かるように、日本の皆様はボランティア活動を強化し高め

ていく非常に大きな可能性を秘めておられるのです。我々の希望は、地球社会の為、国

連ボランティアと日本人との繋がりをいっそう深め、地域だけでなく日本全土でボラン

ティアの芽を増やしていくことです。日本政府に対しても多額のご寄付をいただき深く

感謝しております。おかげさまで国連ボランティアは世界中で活動を進めていくことが

できました。実際に活躍されている日本人のボランティアの一例としてこの後、ジャカ

ルタの都市のスラム地域の人々の自立支援をしている国連ボランティアの活動のほんの

一部をお見せいたします。

　日本人国連ボランティアのホンダトモコさん、そして３人の国連フィールドワーカー

の人たちは２年間ジャカルタでインドネシアの人々と共に、生活の向上、スラム地区の

環境の向上のため大変な努力をされました。このビデオにはこの国連ボランティアのす

ばらしい貢献ぶりが写っています。このビデオをご覧になるとき、ボランティア活動お

よびサービスをどのようにしたら世界全体で強化できるかを考えていただきたいのです。

　国連ボランティア名誉大使の中田さん、故厚仁君のお父様でもいらっしゃいますが、

今日ご臨席下さっていることをとても光栄に思います。ボランティア精神を広めるため

ご尽力されていることに心から感謝申し上げます。さらに菅波先生とＡＭＤＡの皆様方

に対してもこのワークショップ開催にあたりご尽力くださったことにお礼申しあげます。

このワークショップの後半で､よりいっそうの協力の中で平和と開発にむけてボランティ

ア精神を広く深くしていく方法について、皆様方のご意見をお聞かせ下さい。皆様方の

ご意見、ご参加が国連ボランティアと国際的ボランティアリズムのこれからの２５年に

とって極めて重要なものになることでしょう。
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センター東京　〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

TEL相談03-5285-8088　事務03-5285-8086　FAX03-5285-8087

相談対応言語：英語　中国語　スペイン語　韓国語　タイ語

及び時間　　　　　　　　　月曜～金曜　9 :00～17 : 00

　　　　　　　ポルトガル語　：月／水　9 :00～17 : 00

　　　　　　　フィリピノ語　：水曜日　9 :00～17 : 00

　　　　　　　ペルシャ語　　：火曜日　9 :00～13 : 00

センター関西　〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

TBL相談06-636-2333、FAX06-636-2340

相談対応言語：英語、スペイン語　　月曜～金曜　9 :00～17 : 00

及び時間　　　中国語　　　　　　　　　月／金　10 : 00～13 : 00

　　　　　　　韓国語　　　　　　　　　　木　13 : 00～16 : 00

　　　　　　　ポルトガル語　　　　　　　　木　10 : 00～13 : 00

　　　　　　　タイ語、ネパール語、ヒンディー語不定期

　　　無血革命からＩＯ年

-

４年ぶりのフィリピンー

　　　１９８６年２月２５日、２０年に及ぶマルコス元大統領による独裁政治が終わり、

　アキノ前大統領が誕生した。その頃私は、マニラから４００Ｋｍ北にあるイサベラ州

　の人口９００人弱（当時）の小さなバリオ（村）で暮らしていた。　２月７日の選挙以

　来、マルコス、アキノ両候補が勝利宣言をするなど不穏な空気が漂っていた。小さな

　村の中にも、マルコス派（マルコスロイヤリストと呼ばれ、マルコスと同じイロコス

　ノルテの出身者が中心）とアキノ派がおり、下手なことは言えない状況であった。開

　票が始まるとすぐ、開票場で不正があるという通報があり、フィリピン人シスター

　（カトリック修道女）と開票が行われている町役場まで駆けつけたりもした。結局中

　にはいれてもらえず、後から聞いた話によると、突然停電になり、暗闇の中で何があ

　ったか定かでは無いということだった。マニラの友人は選挙監視員’であったにも関わ

　らず、突然現れた兵士によって開票会場から追い出されてしまった。それも、統を発

　砲され、命辛々逃げ帰ったとのこと。　そして、アキノ側のシンポルカラーの黄色い

　Ｔシャツを着ていた人が殺されたというニュースが伝わり、イサベラではアキノ氏を

　精力的に応援していた知り合いのカトリック司祭の命が狙われた。夜中にマニラに逃

　げ出すことになり、重苦しい空気の中、無事を祈りながら見送ったことが今も鮮やか

　に私の脳裏に蘇ってくる。

　　　ピープルパワーによってマルコスは国を去り、アキノ政権が誕生したのを知ったの

　は翌２月２６日の朝であった。新聞も途絶えテレビも映らなくなっていたため（家に

　テレビは無かったが）、マニラで何が起こっているのか外国人の私には殆ど分からな

　かった。　１ヵ月後、日本から送られてきたピデオテープで初めてマニラの様子を目に

　し、同じ国で暮らしているとは思えない、何とも言えない不思議な思いでビデオに見

　入ってしまった。
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　あれから１０年。　１９９２年、アキノ政権からラモス政権に変わる時にフィリピンを訪

れ、４年ぷりに今年の２月１３日から２０日までフィリピンに行って来た。マニラは確か

に、立体交差が至る所で交錯し、ショッピングモールには物が溢れていた。私が暮らして

いた村の人々の生活も、１０年前に比べると電気を引いている家が増え、私達が始めた幼

稚園に通う子ども達も靴下を履き、靴を履いて通ってきていた。　１０年前は裸足の子ども

もいたのに。しかし、最も貧しかった家庭は、以前と変わらぬ生活で、子どもの数だけか

増えていた。それも、自分の子どもと孫が同時にである。貧富の差が激しいと言われてき

たか、マニラが発展すればするほど、地域との格差は大きくなっていくようだ。そして、

その傾向は小さな村の中にも現れている。教会を中心とするセントロに住む人と村はずれ

に住む人では、１０年前よりも大きな違いが出ている。何時になったら、明日の朝食べる

物の心配をしないで済む人々が減るのだろう。

　しかし、どんなに苦しい生活をしていても１０年前、下手なイロカノ語（イサベラ州で

話されている言語）を話す私を温かく受け入れてくれた人なつこい村人達は、今でも私の

再訪を心から喜んでくれる。物質的には問題の無いように見える日本人か、日々の暮らし

もままならない人たちに慰められ、元気を取り戻すことが出来るのはなぜであろうか。村

はずれの友人の家でポケットにあったたったーつのキャンディーを母親に渡すと､ヽ７歳く

らいの息子がうれしそうにその場にいる子どもの数に合わせてなたで割って配り始めた。

母親は、みんなの□に一かけらでも入るように気を配っていた。私が一番好きな家族であ

る。高熱で寝込んだ私をコーラ片手に見舞ってくれた友人。ヤモリがはう天井を見つめ、

熱にうなされながら母が作った大根の味噌汁かこの世で一番おいしいと思い、日本に帰れ

るのだろうかと不安になった日。そんな村の人々への想いや思い出が私を元気にし、セン

ターでの活動を支えてくれている。

　　　大好きなマナンダイ家の人たちと　　　　　　　　　　　　（事務局長　香取美恵子）

長男２５歳　　　母３９歳

　　　　　孫（長女の子）

1i,・i-

●喩!

　〃■･

１３番目の息子　　香取

息子（１１番目位）
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お医者さん

　　　AMDA国際医療情報センター副所長

　　　　　　　　町谷原病院院長　中西泉

　　高校の同窓会名簿を広げてみると、巻末には職業別に分類した欄があり、その種類の

多さに何時も驚かされる｡一方私達が持ち歩く名刺にも職業や肩書きが記されている｡現

代社会は個人をこういった座標で示してしまうのか、と思うと共に、座標で示されるこ

とで安堵している現代人の顔もまた浮かんできて苦笑を禁じ得ないのである。座標にな

い、高等遊民、素封家、旦那、といった表現は疾うの昔に死語になってしまってそうい

う人をみることは望むべくもないが、手に職を持った人々に対する呼び名も次第に姿を

消して行きつつあることにも私は一抹の寂しさを覚えるのである。大工、棟梁は建築業

者に、芸人は芸能人や芸術家、という風に名前が取って替わられてしまった。近いうち

に、お肉屋さん、魚屋さん、お豆腐屋さんも姿を消し、十把一絡げに、スーパー、に纏

められてしまうのではないか、と危惧している。進歩の後に残るのは、顔のない分類ば

かりである。当然、自分の仕事と顔の関係はどうなってしまうのだろうか、という所に

思いは至ることとなる。

　私は、お医者さん、という言葉がすきだ。何よりも響きの持つ温かさがある。親愛の

情がある。勿論自分で名乗るときには子ども相手にしか使わないだろうが。どこか身近

で、そう高いところから見下ろすわけでもなく、貧富で相手を分けず、言うことに耳を

傾け、秘密は守り、分かりやすい言葉で語り掛け、脂ぎってはおらず、死あっての生を

悟達し、生の哀しみを分かち合え、ゆとりがあって貧相でなく、医学を振りかざさず､医

学の無力も知悉しており、権力に阿ず、学閥で徒党を組まず、群れず、かといって患者

にも多くは望まず、よい趣味を何かもっており、町で会っても気軽に挨拶を交わせる言

が出来、云々。

　　医師、というと響きは硬くなる。顔も少し無表情になってくるのを感じる。職業欄に

書く名称である。今日日悪い例で登場しがちである。オウムの医師､妻子殺しの医師､薬

害エイズの医師、いやこれはむしろ医学部教授か。肩書きが立派になるにつれ、おかし

な事になっていくのも当世流行り病である、バプル崩壊、の一種であろうか。

　　医療人というともう私には、異星人、と似た響きにきこえる。進歩的文化人、という

可笑しな名称があったのも思い出す。進歩的文化人今何処、汝健在にて恙無し哉。

　　医師という集団に属しているからよいのではない｡よさは孤独のときがあるからなの

だと私は思っている。孤独は豊穣の源でもある。私には医者が医者と一緒に居ないと不

安であるように見受けられることの方が余程不安である。市井にあって市塵に埋もれ､お

医者さん、になりたいと思っているが、私は未だに、お医者さん、になれずにいる。
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メ
ー
ジ
は
諸
瀋
と
い

っ
た
と
こ
ろ
か
。

　
伝
家
の
宝
刀
・
印
篭
を
出

さ
れ
る
と
、
一
も
二
も
な
く

従
順
に
な
っ
て
し
ま
う
。
異

議
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
要
す
る
に
国
連
を
国
家

の
一
つ
上
の
絶
対
的
存
在
と

捉
え
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　
だ
が
、
西
洋
諸

国
は
、
自
ら
の
政

治
的
主
張
を
い
か

に
国
運
の
活
動
の

中
に
取
り
入
れ
さ

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
議
資

格
を
得
る
に
は
、

複
数
の
国
家
に
支
゛

部
が
あ
り
、
活
動

歴
、
英
文
の
機
関

せ
る
か
に
血
ま
な
こ
に
な
っ

て
い
る
。
米
国
に
い
た
っ
て

は
、
常
任
理
事
国
で
あ
り
な

が
ら
、
国
連
運
営
の
た
め
の

分
担
金
さ
え
支
払
い
を
し
ぶ

っ
て
い
る
。

　
日
本
も
自
ら
の
主
張
を
も

っ
と
堂
々
と
行
つ
べ
き
だ
。

地
域
紛
争
が
発
生
し
、
Ｐ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
国
家

○
恋
派
遣
す
る
際
に
、
日
本

に
そ
の
費
用
を
分
担
し
て
ほ

し
い
な
ど
と
い
う
要
求
が
来

る
よ
う
だ
が
、
日
本
の
政
策

が
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
場
合

９
は
こ
れ
を
断
る
ぐ

ら
い
の
明
確
な
方

針
と
決
断
が
必
要

だ
ろ
う
。

　
実
は
、
私
も
三

｜い諸
条
件
を
ク
リ
ア
し
、
最

終
的
に
は
国
連
経
済
社
会
理

事
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
部
会
で
審
議
の

う
え
決
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
ぶ
つ
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
国

連
登
録
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
呼
ぶ
が
、

保
健
医
療
の
分
野
で
は
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
欧
米
の
巨
大
な

援
業
？

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
巨
大
な
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
国
連
か
ら
の
莫
一
一
八
な

資
金
を
得
て
さ
ら
に
巨
大
に

な
る
。
そ
の
巨
体
を
渦
た
す

た
め
に
ま
た
一
番
乗
り
を
め

が
管
、
と
い
う
の
が
国
際
緊

急
救
援
の
裏
側
だ
。

　
そ
れ
に
し
て
も
不
思
議
な

こ
と
は
、
国
連
は
ど
う
し
て

現
地
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し

年
近
く
前
ま
で
は
、
国
連
は

政
府
の
上
の
存
在
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
。
こ
の
誤

っ
た
考
え
を
断
ち
切
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、
ジ
プ

チ
共
和
国
で
の
ソ
マ
リ
ア
難

民
支
援
に
際
し
て
の
出
来
事

で
あ
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
同
国
の
ソ
マ

主
権

リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
医
療

活
動
を
行
お
う
と
し
た
時
、

先
に
キ
ャ
ン
プ
入
り
し
て
い

た
あ
る
大
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
、
国
連
と
の
専
属

契
約
を
理
由
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

活
動
を
拒
否
し
て
き
た
の
で

あ
る
。
難
民
の
数
に
比
較
し

て
医
療
従
事
者
が
圧
倒
的
に

不
足
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

１ｆ

な
い
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

彼
ら
は
規
模
こ
そ
小
さ
い

が
、
正
確
な
情
報
を
持
ち
、

難
民
と
な
っ
た
人
々
の
言
語

に
も
風
俗
習
慣
に
も
精
通
し

て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
十
五
カ
国
に
支
部

を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
昨
年

保
健
医
療
の
分
野
で
は
我
が

国
初
の
国
連
登
録
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

な
っ
た
。
そ
し
て
世
界
の
各

地
域
回
箔
躍
す
ス
ぷ
さ
な
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
于
を
組
む
べ
く
努
力

を
し
て
い
る
。

　
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

活
動
Ｉ
ｆ
ｙ
る
に
は
、
現
地
を

よ
り
よ
く
知
る
人
た
ち
の
協

力
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
だ
。

　
（
小
林
米
撃
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
日
本
副
代
表
）

ら
ず
、
で
あ
る
。
私
た
ち
は

驚
い
た
。

　
こ
れ
奮
概
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
ジ
ブ
チ
共
和
国
駐
日

大
使
の
フ
ァ
ラ
氏
で
あ
っ

た
。
フ
ァ
ラ
氏
は
ジ
ブ
チ
共

和
国
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
ソ
マ
リ

ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
活
動

膏
依
頼
す
る
、
と
い
う
形
を

と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ

る
。
　
国
家
の
主
権
が
国
連
の
権

限
よ
り
王
で
あ
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
ジ
ブ
チ
共
和
国
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
の
医
療
活
動
に

全
力
を
投
入
し
た
の
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
（
小
林
米
奉
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
日
本
則
代
表
）

　
　
　
　
　
海
外
へ
の
繁

雄
４
｀
急
医
療
援
助
や

射

リ

゛
在
日
外
国
人
に

祓
　
｛
対
す
る
医
療
な

　
　
　
　
ど
に
か
か
わ
っ

て
き
た
た
め
か
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
い
う
と
、
私
の

頭
に
は
「
国
際
」
と
い
う
言

葉
が
ど
う
し
て
も
ち
ら
つ
い

て
し
ま
う
。

’
私
の
小
学
四
年
の
息
子
と

三
年
の
娘
は
、
地
域
の
小
学

生
軟
式
野
球
チ
ー
ム
に
入
っ

て
い
る
。
チ
ー
ム
の
監
督
・

コ
ー
チ
は
保
護
者
の
有
志

で
、
仕
事
の
合
間
痴
痛
っ
て

土
曜
日
や
休
日
な
　
　
ン

ど
に
子
供
た
ち
の

面
倒
を
み
て
い

る
。
　
気
が
向
い
た
時

放射線
４４

更ミ

　
二
月
三
日
に

中
国
・
雲
南
省

で
大
き
な
地
震

が
発
生
し
た
。

死
者
は
二
百
人

と
い
ち
早
く
報

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
災
害
に
関

す
る
海
外
出
動
の
基
準
を
、

原
則
的
に
死
者
百
人
以
上
の

場
合
と
規
定
し
て
い
る
。
四

日
の
夜
に
派
遣
者
を
調
整

し
、
第
一
陣
の
三
人
が
医
薬

品
四
十
キ
・
と
中
国
国
内
で
調

達
す
る
医
薬
品
の
た
め
の
百

万
円
を
持
っ
て
、
五
日
午
後

の
定
期
便
で
現
地

へ
た
っ
た
。

　
第
二
陣
五
人
の

人
選
も
速
や
か
に

済
ま
せ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

に
練
習
に
参
加
す
る
の
は
簡

単
だ
が
、
監
督
・
コ
ー
チ
の

よ
う
に
チ
ー
ム
を
育
成
す
る

義
務
を
担
っ
て
い
る
人
た
ち

に
な
る
と
、
な
か
な
か
大
変

だ
。
総
監
督
さ
ん
に
至
っ
て

は
、
チ
ー
ム
創
設
以
来
十
二

年
間
指
導
を
続
け
て
お
ら

れ
、
今
も
自
ら
ノ
ッ
ク
斟
飛

　
　
　
　
　
　
地
　
域

ぱ
し
、
試
合
に
は
引
率
し
た

り
と
、
決
し
て
お
飾
り
酌
存

在
で
は
な
い
。

　
皆
さ
ん
は
す
べ
て
無
給
。

最
近
気
が
付
い
た
の
だ
が
、

　
’
　
こ
れ
は
も
つ
り
っ

ぱ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
へ
の
貢

献
だ
。

、
日
本
の
ポ
ラ
ン

（
世
界
保
健
機
関
）
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
・
キ
ッ
ト
八
百

三
十
キ
ロ
脊
持
っ
て
七
日
に
出

発
さ
せ
た
。

　
さ
ら
に
、
現
地
入
り
し
た

メ
ン
バ
ー
か
ら
の
情
報
で
、

十
八
匹
ン
の
支
援
物
資
を
中
国

民
航
の
貨
物
機
を
チ
ャ
ー
タ

ー
し
て
十
一
日
に
、
岡
山
空

　
　
　
　
　
　
人
　
的

港
か
ら
雲
南
省
の
省
都
昆
明

に
到
善
さ
せ
た
。

’
今
回
、
中
国
政
府
は
世
界

に
支
援
｛
零
双
め
る
声
明
を
発

表
し
た
。

日
本
政
府
も
緊
急

支
援
の
用
意
が
あ

る
旨
言
明
し
た
。

　
日
本
に
は
、
政

府
系
の
緊
急
医
療

活
動
組
織
と
し

Ｆ　り

テ
ィ
ア
活
動
の
歴
史
は
浅
い

と
言
わ
れ
る
が
、
内
外
の
緊

急
救
援
活
動
で
は
な
く
、
野

球
チ
ー
ム
の
指
導
や
自
治
会

と
い
っ
た
地
域
密
着
型
の
活

動
は
、
日
本
の
隅
々
に
ま
で

長
い
歴
史
と
と
も
に
根
を
は

っ
て
い
る
。

　
総
監
督
も
監
督
も
コ
ー
チ

活
　
動

も
、
心
底
野
球
が
好
き
で

　
「
好
き
だ
か
・
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の

人
た
ち
と
語
ら
っ
て
い
る

と
、
仕
事
痴
蔽
れ
て
も
自
分

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い

る
こ
と
に
、
お
の
お
の
が
価

値
観
奮
兄
い
だ
し
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
自
分
は
社
会
の
た
め
に
役

て
、
国
際
協
力
事
業
団
の
国

際
緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム

　
（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）
が
あ
る
。

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
に
は
緊
急
時
の

派
遣
者
リ
ス
ト
が
あ
り
、
災

害
発
生
か
ら
ご
く
短
時
間
で

派
遣
者
の
選
択
が
行
わ
れ
、

選
択
さ
れ
た
者
は
待
機
状
態

と
な
る
。

貢
　
献

　
し
か
し
、
今
回
、
中
国
に
送

ら
れ
た
の
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ

の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
備
蓄
基

地
に
置
か
れ
て
い
た
緊
急
用

物
資
三
千
数
百
万
円
相
当
だ

け
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
人

的
貢
献
が
大
切
、
と
言
わ
れ

な
が
ら
、
人
材
が
中
国
へ
送

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
国
対
国
の
関
係
に
な
る

だ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
そ

の
人
の
生
き
生
き
と
し
た
目

に
現
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
高
齢
化

社
命
。
社
会
の
ど
こ
に
自
分

の
曇
屏
を
見
乱
て
い
く

か
が
問
題
だ
。
そ
れ
は
何
歳

に
な
っ
て
も
自
分
が
社
会
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

確
認
作
業
で
あ
り
、
生
き
が

い
を
探
す
旅
で
も
あ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
密
着
型

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

か
か
わ
り
、
も
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
を
失
わ
ず
に
生

き
抜
い
て
い
く
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
う
の

だ
。
　
　
（
小
林
米
奉
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
日
本
則
代
表
）

と
、
相
手
国
か
ら
の
人
員
派

遣
要
請
な
し
に
は
派
遣
は
で

き
な
い
。
援
助
奮
ｔ
け
る
側

に
も
、
な
ん
ら
か
の
事
情
が

あ
っ
て
要
請
で
き
な
い
の
で

あ
ろ
う
。

　
外
交
の
は
ざ
ま
で
、
こ
の

よ
う
に
公
的
な
人
的
貢
献
が

で
き
な
い
事
態
が
あ
る
。

が
、
わ
れ
わ
れ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ら
、
身
軽
に
迅
速
に
相
手
国

に
入
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き

る
。
　
日
本
人
と
し
て
の
国
際
貢

献
を
考
え
る
と
き
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
活
用
、
と
い
う
こ
と
を

も
、
政
府
は
重
視
し
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

　
（
小
林
米
奉
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
日
本
副
代
表
）

１９９６年(平成８年)３月２日(土曜日)２月２４日（土曜日）１９９６年(平成８年)
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スーダン便り

　　　　⑥　　　　　　在スーダン日本国大使館　　　　　　七カz
　　　　　　　　ﾆ等書記官兼医務官　勝田　口丿斟

　マラリアによる精神障害

　スーダンにあって日本では見られないもののひ

とつに，マラリアによる精神障害がある。マラリ

アはご存じのように，ハマダラ蚊を媒介して感染

する寄生虫疾患で，ヒトの赤血球に寄生して高

熱・悪寒戦慄から意識障害を招き，治療が遅れる

と腎障害から死に至らせるもので，熱帯熱型，三

日熱型，四日熱型，卵型の４タイプがある。この

うち精神障害を起こすのは熱帯熱型のみで，幻覚

で初発，錯覚も起こすが，妄想が出現することは

なく，知覚上の問題のみに留まるようである。精

神症状の予後は良好で，マラリアが治癒すれば精

神症状も収まる。この原因としては定説はなく，

高熱によるものとする説，原虫が脳に直接作用説

（なぜ熱帯熱型だけがblood-brain barrierを通る

のか，可逆性なのか説明つかないが）など色々あ

る。さらにクロロキン（マラリアの第一選択薬，

最近は耐性例も多いが…）の過量投与の影響を指

摘する声もある。真相の解明が待たれるところだ

が，マラリア関係の研究費は，予防・治療の方へ

多く行ってしまって精神的影響の方へはなかなか

回ってこないとのことで，困難な状況である。

　また，これとは別に，抑うつ状態も見られ，こ

９

　　　ノノル川岸の造船所にて（右端筆者）
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れは再発を繰り返すうちにhopelessnessに飲み

込まれてしまうのではないかとの説が多い。

　Natjve HealingCentre

　この連載の第１回目で，この国に精神病院は

１ヵ所しかなく，多くの精神障害者は民間療法や　ｆ　
・

呪術のお世話になるほかないと書いた。その通り

なのだが，その後，「民間療法や呪術のお世話」と

いうのが，我々がイメージするそれよりも近代的

なものであるらしいこ･とを聞き及んだ。

　これはNative Healing Centre（土着治療セン

ターとでも訳すか？）と称するもので，ハルツー

ムに４ヵ所の他，地方にも散在している。地域コ

ミュニティーの所有になり，農家から食料などの

寄贈を受けて運営されていて，原則無料である。

ここでは薬草（ハープ）等による治療を受けたり

しながら農作業などに従事して過ごすことにな

る。ここの治療師は独特の理論体系を持っており，

それによると精神疾患はblack spirit･（黒い精気）

によるものとred spirit（赤い精気）によるものに

二分されるとのことで，前者は大体psychosisに　一　¶

相当，後者はneurosisに相当するようである。特

筆すべきは，精神科医療の側がこのシステムを尊

重しつつ，積極的にアプローチをかけていること

であろう。blackspiritによるものは（民間療法で

は）不治だから精神科医療の側に送るよう説得す

る一方，基本的な向精神薬の使い方を教えて投薬

も可能にしている。ハルツーム大学臨床心理のEI

Zubeir Bashir Taha 教授によれば，このシステム

を利用すれば，患者は無料で，地域を離れること

なく手近なところでケアを受けられ，農作業など

に従事しながら作業療法的なこともできることに

なるとメリットを語ってくれた。その反面，かつ

ては患者に「罰」を与えたりのデメリットがあっ
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スーダン式コーヒーポット。焙りコ

ヒー，砂糖，香料を入れて沸かす。

　　　　　たようだが，これについても修正が加えられ，現

　　　　　在ではそのようなこともなくなりつつあるとのこ

　　　　　とである。

　　　　　　連載第１回目でも書いたが，この国では精神科

　　　　　専門医がわずか20人,精神病院は１ヵ所しかない。

　　　　　１人あたりＧＮＰわずか215ドルの極貧困下では

　　　　　精神医療の充実が積極的に図られていくとは考え

　　　　　にくい。このような状況下で精神障害者のケアを

　　　　　してゆくには民間療法との協力というのも現実的

　　　　　な選択肢のひとつといえるのかも知れない。地域

　　　　　から離れることなく自由に出入りし（開放的処

　　　　　遇），ある程度の投薬（薬物療法）を受けながら治

　　　　　療師のアプローチを受けつつ（暗示療法？）農作
ｙ　’へ業に従事したり（作業療法？）してゆけば，日本

　　　　　で下手な病院に入院するよりひょっとしてマシな

　　　　　ことになるのではという気さえしてきた｡（患者に

　　　　　「罰」を与えて問題になるのだって，我々もいつ

　　　　　か通ってきた道ではないか｡）

　　　　　　このスーダン式土着治療センターに注目して，

　　　　　精神医療の側からアプローチして協調することを

最初に考えた精神科医，これはなかなかのものだ

と見た。

　流民キャンプ

　スーダンと聞いて，「難民」という言葉を連想さ

れる読者の方も多いことと思う。スーダンには内

戦による国内避難民，早魅のために食い詰めた避

難民,隣のエチオピアからの戦災難民と色々いて，

首都ハルツーム周辺の正式なキャンプ内だけで50

万人もいるとのことである。首都周辺には４ヵ所

のキャンプがあり，そのひとつJubel-Awlyaキャ

ンプを視察する機会があった。警戒の厳重なメイ

ン・ゲートを入ると，泥を固めた壁に藁葺き屋根

の家の周りを子供達が走り回る，アフリカ的風景

が展開していたが，子供たちの表情は明るく，つ

ややかな肌は栄養状態がマズマズなことを示して

いた。ここに１万１千世帯が生活しているが，そ

れに対して24ヵ所の診療所があり，全て無料で医

療が行なわれている。診療所の薬品庫の在庫は

essential drugのみ16～17種類といったところ

で，わが日本国大使館医務室の４分の１程度しか

ないが，後方医療施設への移送体制も整備されて

おり，これで良いのかもしれない。それぞれ，量

的には十分なものがあった。さらに，故郷に帰還

する時に備え，識字学級や，洋裁等の職業訓練も

行なわれていた。ここには首都圏内という地の利

の良さから，国連機関をはじめとして，欧米系大

規模NGOや現地ＮＧＯが色々入りこみ援助競争

の様相を呈していて，そのおかげで比較的恵まれ

ている方だが，南部内戦地帯に行けば，援助団体

のアプローチもままならず，もっと悲惨な状態の

キャンプもあるようである。
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　　　　　一岩井くにｰ

カクテイシンコク?何じゃ，そりゃ？！－

　”春は名のみの風の寒さや”なんて歌われながらも，日が徐々に長くなり，春らしく

なってきました．このあたりも梅が花を咲かせています．栃木県内ではザゼンソウやセ

ツブンソウといった早春の花々も見ごろとのことですが,明日から，三重県，愛知県,宮

城県と代診が続いて見に行けず，来年に期待することになりそうです．

　さて，もう1つ忘れてはならない早春の風物詩は,所得税（と消費税）の確定申告.私

もおとなしく地方公務員してたころは，とんと縁がなかったのですが，やれ代診だ，そ

れ予防注射だ，とあちこち駆け回るようになってから，「どうしたら脱税，じゃなかった

節税できるかなあ…」と電卓の数字を眺めてため息をつくのが年中行事になりました.こ

の確定申告，郵送でも受け付けてくれるそうで，となりの先生（確定申告歴10年以上の

ベテラン）は「今年こそ郵送に挑戦するぞ!」と電卓片手にはりきっています．

　その一方で，初めて確定申告をする立場になった若い医師たちは，昔の私のように，

「何ですか？それ.」とのんびりしたもの．私が説明しだしたところ，「えー？，私たちも

やるんですかあ？！」とあせりだしました．「あのー，源泉徴収票ってこれですか？」と

差し出されたのは「給与明細書」．「も，違うわよッ！知らないの？」てなわけで，夜の

医局は「緊急確定申告実践講座」に早変わり…．

　みなさんはご存知でしょうが,所得税は前年の1-12月の所得に対して課税されるもの

で，２ヵ所以上から給与をもらっている人や給与以外の収入が合計20万円を超えた人は

確定申告しなければならないことになっています．申告期間は2月中旬から3月中旬（普

通は２月16日から３月15日）で，この期間内は税務署以外でも役所などで申告を受け付

けてくれます．私たちは年末年始かけてに送られてくる「源泉徴収票（どこからいくら

給与をもらっていくら所得税を払ったか盲いてある薄くて小さい紙）」をもって（申告用

紙は申告会場に置いてあります）行くわけです．扶養家族がなく，不動産の借金や生命

保険など，控除される支出がない人やすでに控除されている人は所得税を余分に納める

ことになりますが,源泉徴収票の控えが保管されているので,黙ってると「重加算税」と

いうのを余分に払うはめになります.私は昨年,源泉徴収票を1枚なくして再発行しても

らったため申告が10日遅れ，ホントに重加算税を払いました．今年も源泉徴収票が1枚

足りず，家まで探しに戻る羽目に…．みなさん，源泉徴収票はきちんと保管しておきま

しょう．

　控除の中で覚えておくと便利なのは「医療費控除」と「寄付金控除」．医療職について

いる方は，聞かれることも多いので医療費控除は要チェック．寝たきりの人の紙オムツ

代や通院費用なども控除の対象になりますので，ちゃんと決められた領収書を保管して

おくよう説明しましょう．寄付金控除はNGOへの寄付金でも可能ですが，残念ながら

AMDAへの寄付金はまだ控除の対象にはならないそうです．

　あーだ，こーだの騒ぎのかたわらで，切手貼りのバイトをしていた医学生の○君，し

みじみと「ぼくも医者になったら確定申告することもあるんでしょうね．

　　こんなことは授業で教えるわけじゃないし，教えたって，学生は授業に出ないだろう

　なあ….」
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有
馬
昨
年
の
阪
神
火
震
災
を
契

機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
力
、
社

会
的
役
割
、
活
動
の
面
白
さ
な
ど
が

問
題
に
さ
れ
、
（
活
齢
し
て
い
る
）

已
た
ち
に
と
っ
て
は
咀
。
９
な
憲
昧
を

拍
っ
て
き
た
。
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
推
進
し
て
い
く
法
案
が
国

会
に
提
案
さ
れ
る
動
き
も
あ
り
、
吐

基調講演を聞く参加者たち（ス３

会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
必
。
要

不
可
欠
な
間
Ｓ
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
一
兄

　
ポ
ラ
ン
テ
ィ
フ
と
い
う
と
「
風
変

わ
窓
一
「
奇
特
な
人
」
と
い
う
風
潮

が
ま
だ
あ
る
が
、
市
民
一
人
ひ
と
り

か
社
会
の
ぶ
Σ
し
て
、
社
会
参
加

し
て
い
く
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
活

有馬実成さん

旨．
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　　　　Ξ原鶴姉さん
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ａ
し
、
さ
ら
に
生
４
ぎ
求
ｌ
一
ｔ
っ
て

い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
患
う
。

　
三
原
著
国
連
の
ユ
ネ
ス
コ
は
二

〇
〇
〇
年
ま
で
に
世
界
か
ら
読
み
書

き
の
で
き
な
い
人
を
無
く
そ
う
と
識

¥
S
4
1
a
’
l
u
l

S
X
S
M
s
%
’
~
l
~

識
字
教
育
は
財
界
の
。
平
和
の
た
め
に

も
大
切
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自

由
意
思
で
や
れ
、
団
体
に
洸
さ
な
く

て
も
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
は
世
界
と

の
か
か
わ
り
を
考
え
な
け
れ
ば
や
っ

参
加
者
は
延
べ
約
一
万
六
千
人
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。

　
今
田
資
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
二
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
で

活
動
し
、
愚
近
は
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
レ

社
会
の
一
員
と
し
て
参
加

世
界
と
の
か
か
わ
り
必
要

で
き
る
範
囲
で
取
り
組
む

字
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

も
こ
れ
に
合
わ
せ
、
世
界
寺
子
屋
運

齢
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
字
が
読

め
な
い
と
い
う
の
は
不
幸
な
こ
と
で

す
。
膏
年
海
外
協
力
隊
辰
と
し
て
ド

ミ
ニ
カ
に
行
っ
た
が
こ
の
時
、
現
地

の
人
が
字
が
読
め
な
い
た
め
効
能
が

社
会
が
こ
れ
ま
で
先
送
り
し
て
い
た

問
題
を
あ
ぷ
り
出
し
た
と
も
い
え
ま

す
。
例
え
ば
、
仮
設
住
宅
の
約
九
万

人
の
う
ち
六
、
七
割
が
独
居
老
人
の

度
帯
。
そ
の
人
た
ち
が
家
を
な
く
し
、

建
て
疸
す
財
力
も
な
い
。
も
し
、
下

松
、
徳
山
市
で
大
規
模
な
災
害
が
あ

れ
ば
、
神
戸
と
同
じ
問
題
が
生
じ
る
。

神
戸
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、
自

分
た
ち
の
地
域
の
問
題
を
考
え
る
こ

と
で
を
貿
瓦
で
す
。

　
三
原
善
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

だ
れ
に
で
も
で
空
柔
７
．
古
切
手
三

て
い
け
ま
せ
ん
。
身
近
な
リ
サ
イ
ク

ル
も
り
っ
ぱ
な
国
際
協
力
だ
。

　
吉
田
両
年
海
外
協
力
隊
は
、
日

本
で
は
外
務
省
の
外
郭
団
体
に
な
っ

て
い
る
国
際
協
力
″
一
面
団
の
嘸
ぞ

現
在
、
約
二
千
四
百
人
が
財
界
五
十

五
か
国
に
派
遣
さ
れ
、
百
以
上
の
幟

吉田昌司さん

百
枚
を
集
め
れ
ば
予
防
接
種
の
費
用

が
で
き
、
子
供
一
人
の
命
が
助
か
り

ま
す
。
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
二
十
枚
で

粉
ミ
ル
ク
ー
か
月
分
が
買
え
る
。
ま

た
市
な
ど
の
広
報
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
募
集
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
応
藤
し
て
ほ

し
い
。
英
語
か
話
せ
な
い
と
し
り
込

み
す
る
人
も
い
ホ
す
が
、
心
で
通
じ

ま
す
。
世
界
の
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と

が
国
際
協
力
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
私

自
身
、
二
十
代
か
ら
海
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
が
、

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ン
ド
シ
ッ
プ
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
薬
剤
師

と
し
て
技
術
指
導
し
て
帰
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
自
分
た
ち

で
仕
事
を
覚
え
よ
う
と
い
う
強
い
意

欲
か
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
惑
勁
に
は
、
時
間
が
勝
負
の
緊

急
救
援
と
、
継
続
性
が
必
要
な
技
術

臨磁

今田時雄さん

し
か
し
三
十
九
歳
の
時
、
そ
の
チ
ャ

ン
ス
は
肺
れ
ま
し
た
。
「
機
会
が
あ

れ
は
何
か
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
い

っ
た
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

　
吉
田
私
は
土
木
施
工
技
術
協
力

の
名
目
で
一
九
九
二
年
四
月
、
フ
ィ

ジ
ー
に
派
遣
さ
れ
、
二
年
問
慟
き

ま
し
た
。
「
協
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」
‐
「
指
導
」
と
い

う
意
識
で
は
な
く
、
村
人
と
と
も

に
ス
コ
ッ
プ
、
ハ
ン
マ
ー
を
持
っ
て

一
緒
に
汗
を
流
し
、
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以
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の

時
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村
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と
と
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に
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い
ま
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目
で
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
で

も
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

身
構
え
て
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
取
り
亀
め
ば

い
い
の
で
す
。
阪
神
大
震
災
の
被
災

地
に
行
き
、
コ
ー
ヒ
玉
杯
を
被
災

者
に
届
け
る
。
こ
れ
も
立
派
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
三
原
靖
神
戸
の
被
災
地
で
は
、

よ
う
や
く
「
片
付
け
が
絆
わ
っ
て
さ

ら
地
に
な
っ
た
」
と
い
う
段
階
で
、

問
題
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
仮
設

住
宅
の
中
に
は
、
高
齢
者
ば
か
り
が

集
め
ら
れ
た
よ
う
な
所
が
多
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
神
戸
か
ら
離
れ
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ

の
問
題
は
何
も
被
災
池
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
吏
京
や
横
浜

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
い
わ
せ
る

と
「
全
国
に
あ
る
」
と
邑
い
ま
す
。
こ

ん
な
神
戸
で
起
き
る
折
し
い
動
き
を

見
て
行
き
た
い
。
そ
し
て
家
に
帰
っ

た
時
、
何
か
で
き
る
の
か
を
考
え
な

が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
ま
す
。

し
た
。

　
そ
の
と
塔
学
ん
だ
の
が
、
現
地
の

人
と
の
心
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
。

金
額
の
大
小
で
な
く
、
現
地
の
人
た

ち
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を

感
じ
取
る
こ
と
が
大
切
だ
と
患
い
ま

す
。
　
鋼
出
身
の
あ
る
隊
拠
が
、
協
力
隊

で
訪
れ
た
あ
る
発
展
途
上
国
に
三

十
万
円
を
送
り
、
学
校
や
飲
料
井

戸
の
整
備
に
役
立
て
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
、
阪

神
大
震
災
の
際
、
「
ぜ
ひ
役
立
て

く
Ｉ
；
１

－

｜

４

ど
の
罰
金
が
贈
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。
　
三
十
万
円
は
途
上
国
に
と
っ
て
は

大
金
で
あ
り
、
日
本
で
二
千
三
百
円

と
い
え
は
子
供
に
と
っ
て
も
大
し
た

金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
こ
そ
が
、
現
地
の
人
だ
ち
と

の
心
の
つ
な
が
り
が
も
た
ら
し
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
が
世
界
有
数

の
金
額
で
あ
り
な
が
ら
、
「
顔
の
見

え
る
援
助
が
出
来
な
い
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
心
の
つ
な

が
り
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
今
田
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
一
一
と
し

て
、
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
サ
ハ
リ

ン
に
行
き
ま
し
た
。
阪
神
大
ａ
災
の

こ
と
は
彼
ら
も
知
っ
て
お
り
、
日
本

へ
の
援
助
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

気
に
し
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
、
被
災
者
に
対

す
る
直
接
的
な
医
療
活
動
で
は
な

く
、
そ
の
後
の
暮
ら
し
が
し
や
す
く

な
る
よ
う
な
援
助
行
動
、
後
方
支
援

に
努
め
ま
し
た
。

　
近
藤
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
本
部
事
務
局

で
も
十
六
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
お
り
、
図
書
の
整
理
や
経

理
面
な
ど
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
任
せ

て
い
ま
す
。
主
婦
や
広
島
か
ら
駆
け

つ
け
る
会
社
員
、
地
元
の
高
校
生
・
‐

－
多
く
の
市
民
に
支
え
ら
れ
て
い
ろ

か
ら
、
医
療
チ
ー
ム
を
現
場
に
送
り

出
せ
る
の
で
す
。

　
有
馬
地
域
の
活
助
を
国
際
協
力

に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
、
求
ず
、
海

外
に
ど
の
ぶ
つ
な
問
題
が
あ
る
か
の

悄
報
を
取
る
の
が
出
発
点
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

団
体
は
現
在
、
日
本
に
約
四
百
団
体

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
東
京
に

集
中
し
、
地
域
で
育
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
戦
に
な
る

か
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
情
報
を
得

て
、
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
て
み

る
こ
と
を
始
め
て
ほ
し
い
。

心
つ
な
ぐ
重
要
性
を
学
ぶ

　
　
　
　
１

海
外
情
報
収
集
が
出
発
点

　
近
藤
講
演
で
も
～
っ
た
よ
う

に
、
阪
神
大
震
災
の
ぶ
つ
な
災
害
が

起
き
た
自
後
か
ら
Ξ
日
間
ぐ
ら
い
は

行
政
機
能
が
マ
ヒ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
私
た
ち
の
場
合
、
そ
こ
に
麿
く

余
地
が
あ
り
効
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。
け
が
人
の
救
援
か
災
害
後
の
最

初
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
発
生
し
ま
す
。

そ
の
次
に
衛
生
・
一
項
問
題
。
そ

し
て
一
一
一
日
目
ぐ
ら
い
か
ら
物
資
の

二
Ｉ
ズ
が
生
ま
れ
ま
す
。
行
政
機

能
が
徐
々
に
回
似
す
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
連
携
か
始
ま
り
、
ケ
ガ
の

救
援
の
二
Ｉ
ズ
は
次
第
に
慢
性
疾
患

に
変
わ
っ
て
来
ま
す
。
こ
れ
は
地
元

の
医
師
の
分
野
で
、
医
療
だ
け
に
限

れ
は
約
一
か
月
で
役
割
は
終
わ
り
ま

す
。
　
有
馬
阪
神
大
震
災
は
、
日
本
の

Ｉ
一
一
一
‥
Ｊ
　
　
　
　
睡
臓
‘
腫
臨
謳
”
・
　
’
ａ
謳
［
ｌ
ｎ
下
松
ノ
｛
…
…

「

f　’S
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(金曜日)日１９９６年(平成８年)３月１

死
恥
死
恥
呪
必
墟
て
自
ら
妬

活
動
の
課
題
や
今
後
の
展
開

な
ど
に
つ
い
て
論
議
を
交
わ

し
た
。

　
保
科
代
表
が
「
実
り
多
い
論

議
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
河
村
・
下
松
一
巾
長
が
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
る
う

え
で
、
時
宜
を
得
た
企
画
」
と

述
べ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
怒

は
、
紛
争
や
災
害
の
最
前
線
に

医
師
や
荷
一
如
、
物
資
を
派
遣

す
る
な
ど
緊
急
援
助
活
動
を
続

け
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ

・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

日
本
支
部
の
近
藤
祐
次
事
務
局

辿画面鮒遥冒
搦
瑞
拶
班
球
ガ
コ
圭
ブ
ー
？
１

タ
ー
と
な
り
、
岩
国
ユ
ネ
ス
コ

協
会
の
三
原
善
伸
理
事
、
青
年

海
外
協
力
隊
県
Ｏ
Ｂ
会
の
吉
田

昌
司
会
長
、
国
際
医
療
協
力
山

口
の
会
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
）
の
今

田
時
雄
事
務
局
長
、
曹
洞
宗
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
神
戸
事
務

所
の
三
原
靖
子
さ
ん
、
さ
ら
に

近
藤
事
務
局
長
が
加
わ
っ
た
六

人
が
発
言
。

　
　
「
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
を
被
災
者

に
屈
け
る
こ
と
も
立
派
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
　
（
今
田
さ
ん
）
、

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
」
（
吉

　
下
松
山
の
ザ
・
モ
ー
ル
周
南
に
隣
接
す
る
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ
収
示
ホ
ー
ル
で
二
十
九
日
聞
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地

域
か
ら
医
界
ヘ
ム
ロ
動
す
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、
近
藤
氏
の
愚
・
詞
講
演
「
地
域
社
会
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
」
に
続
く
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
が
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
た
。
国
際
交
流
か
ら
国
際
協
力
の
時
代
に
移
っ
て
い

ろ
状
況
で
、
第
一
線
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
続
け
て
い
る
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
様

々
な
桝
筧
や
提
。
一
ぷ
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会
場
を
訪
れ
た
大
勢
の
市
民
か
ら
も
国
際
協
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
質

問
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
令
兄
沿
わ
せ
た
。

ターピアくだまつで）
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究
極
の
親
切
運
動
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
の
理
念
は
「
よ

塁
―
一
、
よ
き
未
来
」
で
あ
り
「
相

互
理
解
、
相
互
支
援
、
視
程
信
頼
」

が
そ
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
現
在
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
自
然
災
害

や
戦
争
に
よ
る
被
災
民
や
難
民
に
対

し
て
医
療
に
よ
る
入
魂
援
助
の
み
な

ら
ず
海
外
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
お
け
る
地
域
保
健
を
は
じ
め
と
す

る
開
馮
ノ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
に
、
国
内
で
は
在
日
外
国

人
の
た
め
の
医
療
相
談
を
実
施
し
て

い
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。

　
現
在
、
日
本
国
内
の
約
千
人
を
含

め
て
世
界
十
八
か
国
に
約
千
二
百
人

の
会
員
が
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
実

施
し
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
十
二

か
国
三
十
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
実

施
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
十
三
か
国

十
七
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
部
は
岡
山
市
に
あ
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
の
基
本
理
念
は

　
「
相
互
扶
助
」
で
す
。
私
た
ち
日
本

人
の
毎
日
の
生
活
の
中
に
お
い
て
も

『
向
こ
う
庄
軒
両
隣
、
因
っ
た
と
き

は
お
互
い
様
」
と
い
っ
た
表
現
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
互
い
に

Ｌ
下
関
係
が
な
く
、
お
に
｀
い
に
知
り

合
い
同
士
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
意
味
で
す
。

　
私
た
ち
日
本
も
援
助
さ
れ
ろ
国
に

も
な
る
し
、
私
た
ち
が
援
助
対
象
国

と
恵
っ
て
い
る
国
も
援
助
国
に
な
り

う
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
に
は
こ

の
よ
う
な
。
平
等
・
一
ｆ
識
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
相
互
扶
助
思
想
に
は
自
分

の
知
り
台
い
に
は
親
切
に
す
る
が
知

ら
な
い
人
に
は
不
親
切
で
あ
る
と
い

っ
た
排
他
的
性
格
が
あ
り
ま
す
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
一
の
哨
。
洲
を
な
く
す
た

め
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
「
知
り
合

い
」
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

数
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
す

る
理
由
の
Ｉ
つ
が
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。
多
く
の
友
人
知
人
が
同
じ
立
場

で
お
互
い
に
理
解
し
助
け
合
う
、
こ

れ
が
活
動
の
原
点
で
す
。
そ
し
て
援

助
活
動
で
も
う
一
つ
哨
盛
な
点
、
そ

れ
は
「
援
助
さ
れ
る
側
に
も
プ
ラ
イ

ド
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
持
っ
て
い
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
ア
ジ
ア
ア
フ
リ

カ
多
国
籍
医
師
団
」
、
「
緊
急
救
援

と
開
発
の
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
、
「
国
際
貢
献
人
道
援

助
機
関
連
絡
協
議
会
」
、
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
緊
急
救
援
機
構
」
、
’
「
七
十

二
時
問
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
‘
‐
‐
1
地
域

防
災
民
間
緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
な
ど
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
絞
近
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
か
大
学
を
設
立
し
よ
う
と
し
て
い

る
、
と
い
う
報
道
を
お
聞
き
に
な
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
。
私
も
最
初
に
こ
の
話
を
萱
波
茂

代
表
か
ら
う
か
が
っ
た
時
は
、
本
当

に
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
疑
っ
て
い
ま

し
だ
。
こ
の
構
想
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
過

去
十
二
年
間
に
蓄
禎
し
た
海
外
活
動

経
験
に
基
づ
い
て
出
て
き
た
も
の

で
、
日
本
か
ら
国
際
覆
献
で
噂
？
ハ

材
を
も
っ
と
輩
出
す
べ
く
人
材
養
成

の
た
め
の
大
学
を
作
う
？
こ
い
う
も

の
で
す
。
名
付
け
て
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際

大
学
国
際
貢
献
学
部
設
立
構
想
」
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
の
理
念
は
、
日

本
国
憲
法
に
基
づ
い
た
平
和
の
実
現

で
す
。
世
界
各
国
と
の
「
相
互
理
解
、

相
互
支
援
、
相
互
信
頼
辱
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
平
和
に
積
極
的
に
禰

献
す
る
人
材
養
成
を
目
的
と
す
る
の

が
こ
の
国
際
震
献
学
部
な
の
で
す
。

　
先
日
、
ガ
リ
国
連
事
務
総
長
か
ら

も
こ
の
構
想
に
つ
い
て
の
賛
同
の
声

と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
や

は
り
何
と
し
て
で
も
や
っ
て
み
る
ぺ

き
な
ん
だ
と
患
い
始
め
て
い
ま
す
。

　
常
日
ご
ろ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
内
で
代
表
の

菅
波
が
口
癖
の
よ
う
に
。
ご
っ
て
い
る

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
活
動
は
究
極
の
親
切
運
勣
で

あ
り
、
自
分
自
身
を
卓
せ
だ
と
思
っ

て
い
る
人
こ
そ
が
援
助
活
動
を
す
る

資
格
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
専
務
理
事
有
馬

岩
国
ユ
ネ
ス
コ
協
会
理
事

青
年
海
外
協
力
隊
山
口
県
Ｏ
Ｂ
会
長

国
際
医
療
協
力
山
口
の
会
事
務
局
長

曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
神
戸

事
務
所
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

三
原
吉
田
今
田
三
原

実
成
鉄
鎖
善
仲
昌
司
時
雄
靖
子

ＡＭＤＡ(アムダ･アジア医師連
絡協議会)日本支部事務局長

　　近藤　祐次氏

勤
を
溜
し
て
、
自
分
の
生
き
方
を
認
わ
か
ら
ず
、
薬
が
役
ご
た
。
な
か
っ
た
。
極
で
活
躍
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
支
援
と
が
あ
り
、
技
術
支
援
は
長
い
て
」
と
そ
の
国
か
ら
二
千
。
百
円
ば
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１９９６年（平成８年）３月１ワ日（日曜日）

宸
心
詣
す
れ
証
擢
寂
獣

Ｊ
ｄ
ｄ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ
ー
ド
発
行

　
あ
な
た
の
買
い
物
が
国
際
貢

獣
に
Ｉ
↑
―
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本
部
・

岡
山
市
）
は
、
岡
山
市
内
の
カ

ー
ド
会
社
「
全
日
信
販
」
（
平
田

敏
量
社
長
）
と
提
携
、
四
月
か
ら

同
社
の
力
ヽ
’
‐
。
ド
使
用
手
数
料
の

一
部
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
付
さ
れ

る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ
ー
ド
」
日
‥
写

真
目
‥
を
発
行
す
る
。
寄
付
つ
き

カ
ー
ド
に
は
「
ユ
ニ
セ
フ
カ
ー

ド
」
な
ど
特
定
公
益
増
進
法
人

へ
の
寄
付
を
目
的
と
し
た
も
の

は
あ
る
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活

動
団
体
）
へ
の
も
の
は
初
め
て
。

　
静
岡
か
ら
九
州
ま
で
三
万
店

の
加
盟
店
で
カ
ー
ド
を
使
用
し

た
場
合
、
同
社
が
利
用
談
の
○

・
五
％
を
手
数
料
か
ら
差
し
引

き
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
付
。
カ
ー

ド
は
同
社
が
契
約
し
て
い
る
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
加
盟
店
で
も
利
用
で
き
る
。

　
昨
年
八
月
、
「
国
際
貢
献
に

役
立
て
た
い
」
と
同
社
が
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
に
申
し
入
れ
。
会
員
集
め

や
Ｐ
Ｒ
経
費
も
同
社
が
負
担
す

る
。
岡
山
市
内
の
大
手
企
業
グ

ル
ー
プ
も
法
人
会
員
と
し
て
協

力
す
る
方
針
で
、
三
年
後
に
会

員
十
万
人
、
寄
付
二
千
七
百
万

円
、
五
年
後
に
は
二
十
万
人
、

五
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
全
日
信
販
は
資
本
金
三
億

円
、
会
員
数
五
十
万
人
で
カ
ー

ド
取
扱
高
は
約
三
百
億
円
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
は

　
「
人
道
援
助
で
西
の
ジ
ュ
半
・
‐
・

プ
、
東
の
岡
山
を
目
指
し
て
お

り
、
地
元
か
ら
の
申
し
出
は
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
　
「
地
域
か
ら
世
評
へ
↑
一
行
動

す
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
読
売
新
聞
西
部

本
社
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

二
十
九
日
、
沼
南
移
動
支
局
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
下
松
市
の

ザ
・
モ
ー
ル
沼
南
に
隣
接
す
る

ス
タ
ー
ビ
ア
く
だ
ま
つ
展
示
ホ

ー
ル
で
聞
か
れ
た
。

　
河
村
憐
次
・
同
市
長
ら
約
三

百
人
が
参
加
。
各
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
し
て
い

る
五
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
ら
の

活
動
の
課
題
や
今
後
の
展
開

涸阪泌辿脳ゐ
長
が
（
地
城
社
会
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
酒
田
さ
ん
）
と
い
っ
た
発
言
の

勁
」
と
題
し
て
、
基
調
講
演
。
ほ
か
、
会
場
か
ら
は
「
ボ
ラ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
内
外
で
の
酒
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
支
援
し
た

動
例
を
具
体
的
に
紹
介
し
な
い
が
情
報
が
少
な
い
」
と
い

が
ら
「
い
か
に
、
協
力
し
て
う
声
も
。

く
れ
る
数
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
　
参
加
者
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
酒

を
作
る
か
が
迅
速
な
活
動
に
つ

な
が
る
」
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
重
要
性
な
ど
を
語
っ

た
。
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
の
有
馬
実

成
専
務
理
事
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
岩
国
ユ
ネ
ス
コ

～
～
ｌ
ｊ
Ｓ
&
ｌ
ａ
ａ
ｌ
＝
１
１
ｓ
ｌ
＆
～
～
ｊ
ｌ
ｓ
ｉ
ａ
ｓ
ａ
&
ｌ
‐
ｌ
ｓ
ｌ

４熱心な討議が

行われたボラン
ティアシンポ

動
を
二
十
年
間
続
け
て
い
る
同

市
内
の
女
性
（
五
五
）
は
「
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

参
考
に
な
り
、
自
信
も
で
き

ま
し
た
」
な
ど
と
感
想
を
話
し

て
い
た
。
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方
自
治
体
に
お
い
て
も
新
鮮
な
国
際

感
覚
と
正
し
い
国
際
理
解
が
求
め
ら

れ
る
時
代
」
。
条
例
で
は
こ
う
時
代

認
識
恋
が
し
、
「
積
極
的
な
国
際
社

会
と
の
開
わ
り
に
よ
っ
て
、
将
来
に

わ
た
り
高
度
で
成
熟
し
た
地
域
文
化

を
創
造
」
と
う
た
う
。

　
国
際
貢
献
の
推
進
を
盛
り
込
ん
だ

全
国
初
の
町
条
例
。
誕
生
の
き
っ
か

け
は
、
片
山
舜
平
町
長
（
六
四
）
が
郵
政

省
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
実
態

調
査
団
の
一
員
と
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
を
訪
問
し
た
一
九
九
三
年
二
月

に
さ
か
の
ぽ
る
。

　
片
山
は
出
発
前
の
壮
行
会
で
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
表
と
同
『
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
難
民
救
援

活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
知

る
。

　
現
地
に
入
る
と
、
開
発
途
上
国
の

農
民
の
暮
ら
し
は
あ
ま
り
に
も
貧
し

か
っ
た
。
そ
ん
な
難
民
の
た
め
に
、

日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
笑
顔
で
活

動
し
て
い
た
。
衝
撃
と
感
激
を
伴
う

こ
の
体
験
が
片
山
の
目
を
国
際
貢
献

に
向
け
さ
せ
て
い
く
。

　
　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
訪
問
か
ら
三
ヵ

月
後
、
片
山
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
呼
び
掛

け
に
応
じ
て
、
町
職
員
の
柳
原
冨
美

男
（
四
鳳
）
と
石
坂
公
宏
（
一
’
一
九
）
を
ソ
マ
リ

ア
ヘ
送
り
出
し
た
。
二
人
の
目
的
は

難
民
救
援
研
修
。

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
死
の
一
歩

手
前
の
重
症
患
者
や
度
（
や
）
せ
細

っ
た
子
供
た
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

Ｓ
ａ
～
ｙ
“
ｉ
～
“
ｓ
'
９
９
￥
Ｍ
ｊ
．

る
住
民
組
織
・
Ｋ

Ｉ
Ｏ
（
総
裁
・
片
山

町
長
）
が
結
成
さ
れ

た
。
会
員
約
七
十
人

で
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｋ

Ｉ
Ｏ
に
は
現
在
、
中
学
生
か
ら
七
十

歳
代
ま
で
の
百
三
十
人
余
り
が
籍
を

置
く
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
国
際
貢
献
ト
ピ

ア
岡
山
構
想
金
晋
一
す
る
会
、
日
本

岡
山
に
広
が
る
国
際
貢
献

県
は
国
際
救
援
基
地
建
設
を
検
討

の
中
に
、
国
際
貢
献
に
つ
な
が
る
活

動
を
望
む
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
Ｋ

Ｉ
Ｏ
は
現
在
、
町
か
ら
補
助
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
早
く
一
本
立
ち
で
き

加
茂
川
町
で
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ

ッ
ト
の
「
サ
テ
ラ
イ
ト
会
議
」

国
際
貢
献
パ

ｱｼﾞｱ医師連絡協議会

AMDAからの

報告

タ
ン
な
μ
千
五
本
の
ミ
ニ
国
旗
が
飾

ら
れ
て
い
る
町
長
室
。
片
山
町
長
は

柔
和
な
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
今
後

の
国
際
貢
献
の
取
り
組
み
を
語
る
。

　
　
「
加
茂
川
町
に
な
ぜ
、
国
際
貢
献

が
必
要
な
の
か
、
と
い
う
声
が
今
も

住
民
の
中
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
貧
困
や
被
災
で
苦
し
な
人
々

を
思
い
や
り
、
町
ぐ
る
み
で
援
助
し

｡
２
｡
ａ
ｘ
Ｓ

ｔ
４
ｔ
４
ｇ

行
政
の
基
本
。
町
職

員
や
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
メ
ン

バ
ー
は
自
己
嘴
足
に

陥
ら
な
い
よ
う
目
戒

し
、
頑
張
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
　
＊
＊
＊

＊
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
岡
山
に
ま
い
た
「
国

際
貢
献
」
の
タ
ネ
は
今
、
県
民
の
支

持
岑
受
け
な
が
ら
大
き
く
青
っ
て
い

る
。

　
「
国
際
貢
献
」
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
と

も
に
考
え
、
行
動
す
る
ー
そ
ん
な
動

き
が
岡
山
県
下
で
広
が
っ
て
い
る
。

－ラュージ海外研修でニ

空
港
（
岡
山
市
日
応
寺
）
周
辺
に
海

外
で
の
大
災
書
の
際
、
緊
急
支
援
物

資
な
ど
を
緬
送
す
る
国
際
救
援
基
地

の
建
設
を
検
討
し
て
い
る
。
岡
山
県

ら
な
い
そ
っ
で
、
子
供
さ
ん

た
ち
り
小
さ
な
善
意
も
大
き

く
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
今
後
も
雲

南
省
へ
の
援
助
を
続
け
ま

す
。
応
援
し
て
下
さ
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
�
Ｏ

８
６
・
２
８
４
・
７
７
３
０

航
空
協
会
（
会
長
・
古
賀
隆
二
岡
山

大
幸
教
授
）
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
、
国
内

外
の
災
害
時
に
岡
山
空
港
を
基
地
に

医
薬
品
や
救
援
物
資
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
を
緊
急
輸
送
す
る
構
想
を
通
め
て

い
る
。

ＡＭＤＡの国連ＮＧＯ認定記念祝賀式には支援団体
代表ら多数がかけつけた

世
界
が
認
め
る
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

　
昨
年
十
二
月
二
日
夕
方
。
岡
山
市

内
の
ホ
テ
ル
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ス
タ

ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
叉
援
団
体

の
代
表
ら
が
続
々
と
入
っ
た
。

　
こ
の
日
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
「
国
連
Ｎ

Ｇ
Ｏ
認
定
記
念
祝
賀
会
」
。
ロ
ピ
ー

に
は
認
定
文
書
の
ほ
か
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

や
菅
波
代
表
が
受
け
た
「
三
木
記
念

賞
」
「
国
連
プ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
賞
」

な
ど
立
派
な
表
彰
盾
が
並
べ
ら
れ
て

い
る
。

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
大
供

″
咳
ほ
今
年
、
山
陽
新
聞
賞
も
受
賞

水
、
ア
ン
ゴ
ラ
帰
還
難
民
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
馬
大
震
災
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
害
・
・
・
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
半
年
ほ
ど
の
間
に
た
て
続
け
に

緊
急
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
こ
な
し

た
ば
か
り
。
祝
賀
会
場
に
集
ま
っ
た

約
四
百
五
十
人
が
菅
波
や
津
曲
ら
の

肩
を
叩
き
、
「
お
め
で
と
う
」
と
声

奎
四
け
る
。
菅
波
ら
に
は
感
慨
深
い

〃
喜
び
の
月
と
な
っ
た
。

　
　
「
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
に
認
定
さ
れ
た

の
は
昨
年
六
月
。
日
本
の
保
健
医
療

分
野
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
初

め
て
。
国
連
経
済
社
会
理
事
会
と
下

部
機
関
の
公
式
会
合
へ
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
出
席
が
許
さ
れ
、
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ワ
ー
・
簒
か
や
ま
は
勣
く

委
員
会
の
勧
告

で
発
言
も
可
能

に
な
っ
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
近
藤

祐
次
事
務
局
長

は
「
国
連
の
場

で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

よ
る
。
民
間
の

主
一
が
出
来

る
」
と
、
認
定

の
意
義
聚
聡
明

す
る
。

　
こ
の
国
運
Ｎ

Ｇ
Ｏ
認
定
は
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

″
受
賞
ラ
ッ
シ

？
の
皮
切
り

と
な
り
、
今
年

一
月
に
は
「
山

陽
新
聞
声
」
（
社

会
功
労
）
も
受

賞
。
岡
山
市
円
で
の
贈
呈
式
で
、
菅

波
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
医
療
、

教
育
、
宗
教
を
大
切
に
す
る
岡
山
の

精
神
風
土
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
地
域
か
岳
ハ
き
な

評
価
を
受
け
た
こ
と
は
大
変
に
光

栄
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
苦
し
む
人
の
お
役
に
、
と
医
療
援

助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
。
段
立
か
う
十
二
年
。
そ
の
活

動
が
今
、
岡
山
で
、
全
国
で
、
そ
し

て
世
界
で
評
価
さ
れ
、

輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

企
画
・
制
作
山
陽
新
聞
社
広
告
局

爽



い
た
。

　
「
人
材
と
情
報
収
集
は
何
と
か
な

る
。
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
医
療
チ
ー

ム
を
退
ろ
う
」
。
本
部
（
菅
波
医
院

内
）
は
即
座
に
準
備
に
取
り
掛
か
っ

た
。

　
。
初
Ｆ
に
張
り
切
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。

ュ
ヘ
難
民
が
概
出
し
始
め
た
の
は
一

九
九
〇
年
の
夏
ご
ろ
。
翌
年
に
は
そ

の
数
が
激
増
、
最
大
時
で
約
二
十
五

万
人
に
も
達
し
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ

は
大
小
四
わ
せ
て
十
二
ヵ
所
。
パ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
の
コ
ッ
ク
ス
バ
ザ

ー
ル
近
郊
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国

騏
Ｋ
Ｉ
Ｏ
が
積
極
活
動

難
民
救
援
に
も
人
を
派
遣

　
　
国
際
貢
献
条
例
施
行
の
加
茂
川
町

　
岡
山
県
の
真
ん
中
に
あ
る
御
津
郡

加
茂
川
町
。
″
ハ
ー
ト
オ
プ
オ

カ
ヤ
マ
″
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

「
日
本
一
温
か
い
心
が
あ
ふ
れ
る
町
」

岑
百
指
し
て
い
る
。

　
人
口
約
六
千
七
百
人
、
農
業
以
外

に
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
を
持
た
な

い
。
こ
の
山
あ
い
の
町
が
平
成
六
年

四
月
、
「
国
際
化
の
推
進
に
開
す
る

条
例
」
奎
御
行
、
そ
れ
ま
で
の
国
際

交
流
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
国
際
貢

献
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
　
「
国
際
化
、
情
報
化
の
今
日
、
地

方
自
治
体
に
お
い
て
も
新
鮮
な
国
際

感
覚
と
正
し
い
国
際
理
解
が
求
め
ら

れ
る
時
代
」
。
条
例
で
は
こ
う
時
代

際
軟
″
ｙ
噂
芦
ノ
、
「
費
ｉ
自
μ
ぶ
Ｉ
Ｑ
ｉ

治
安
も
不
安
定
。
二
人
は
、
そ
ん
な

中
で
教
養
ｉ
を
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

メ
ン
バ
ー
に
腐
を
打
た
れ
た
。

　
わ
ず
か
二
週
間
の
現
地
研
修
。
だ

が
、
貴
重
な
体
験
に
揺
り
動
か
さ
れ

た
二
人
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で
救
援

物
資
の
梱
（
こ
ん
）
包
な
ど
を
手
伝

｝
？
６
つ
に
な
っ
た
。

　
国
際
貢
献
条
例
が
制
定
さ
れ
た
の

は
、
ソ
マ
リ
ア
ヘ
の

人
材
派
遣
か
ら
約
一

年
後
。
六
年
九
月
、

国
際
貢
献
を
程
進
す

る
住
民
組
織
・
Ｋ

Ｉ
Ｏ
（
総
裁
・
片
山

町
長
）
が
結
成
さ
れ

ｔ
。
大
映
瞭
吻
ヒ
お
Ｉ
入

ンバーは懸命に救援バングラデシュの難民キャンプでＡＭＤＡのメ

砂
屑
緑
化
実
践
協
会
な
ど
の
団
体
と

連
携
し
て
、
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ

ッ
ト
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
議
開
催
、

砂
漠
緑
化
活
動
な
ど
の
海
外
活
動
、

国
際
貢
献
・
国
際
交
流
の
研
修
会
開

催
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な
ど

多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
町
職
員
で
Ｋ
Ｉ
Ｑ
事
務
局
員
の
能

勢
晃
正
（
‘
一
ｘ
）
は
、
「
メ
ン
バ
ー
た
ち

ン
プ
で
の
活
動
は
思
い
を
右
ぬ
早

≒

重症のブータン難民を治療

するＡＭＤＡの医師

肺
炎
、
マ
ラ
リ
ア
・
：
苦
し
む
難
民

　
　
　
見
せ
た
医
療
プ
ロ
の
実
力
と
情
熱

　
一
九
九
二
年
六
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本

部
に
ネ
パ
ー
ル
支
那
か
ら
支
援
驀
謂

が
Ａ
っ
た
。
「
ブ
ー
タ
ン
難
民
の
救

援
活
動
を
し
て
い
る
。
手
動
け
が
欲

し
い
」
。

　
ブ
ー
タ
ン
難
民
の
存
在
は
、
日
本

の
マ
ス
コ
マ
｀
は
ま
だ
報
道
し
て
い
な

か
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
で
地
域
保
健
医

療
活
動
鳶
″
験
し
て
い
る
山
本
秀
樹

庭
師
？
一
）
が
、
す
ぐ
現
地
に
飛
ん
だ
。

　
こ
の
時
、
自
国
政
府
の
圧
迫
痴
通

れ
て
讐
の
み
讐
の
ま
ま
で
ネ
パ
ー
ル

に
漓
れ
込
ん
だ
ブ
ー
タ
ン
難
民
は
五

万
人
に
達
し
て
い
た
。
難
民
キ
ャ
ン

プ
は
ネ
パ
ー
ル
東
部
の
マ
イ
ダ
ー

ル
、
テ
ィ
マ
イ
な
ど
に
五
ヵ
所
設
置

さ
れ
て
い
た
。

　
蒸
し
暑
さ
が
こ
た
え
る
気
候
。
難

民
は
肺
炎
、
結
膜
炎
、
マ
ラ
リ
ア
、

下
痢
、
栄
養
失
調
に
苦
し
み
、
死
者

も
出
て
い
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
支
部
の
医
師
た
ち
は
、

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
四
輪
駆
動
車

で
一
日
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
に
入
り
、

医
療
活
勣
を
農
開
し
て
い
た
。

　
「
キ
ャ
ン
プ
に
ネ
パ
’
－
ル
支
那
と

合
同
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
よ

う
」
。
山
本
は
気
が
せ
い
て
い
た
。

j
＆
y

p
Z
Z
Ｃ
Ｒ
と
Ｈ
Ｒ
Ｕ
Ｅ
｀

Ｒ
が
要
請
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
キ
ャ
ン
プ
内
活
動

の
中
止
ふ
承
め
て
き
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
ま
だ
駆
け
出
し
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
の
時
と
同
様
の
壁
だ
っ
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
は
、
第
二
の
策
と

し
て
ブ
ー
タ
ン
難
民
第
二
次
医
療
セ

ン
タ
ー
開
設
沓
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
ネ
パ

ー
ル
政
府
な
ど
に
訴
え
た
。
こ
の
訴

え
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
那
代

表
・
ラ
メ
シ
ュ
ワ
ー
ル
・
ポ
カ
レ
ル

医
師
の
一
刀
凹
な
調
整
で
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
山
本
が
ネ
パ
ー
ル
入
り
し
て
半
年

後
の
十
二
月
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
近
く

の
ダ
マ
ッ
ク
に
第
二
次
難
民
医
療
セ

Ｋ
‐
○
の
積
極
的
活
動
で
町
民
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
外
国
人
の
触
れ
合

い
も
増
え
た

い
」
と
今
後
の
抱
負
を
話
す
。

　
ジ
プ
チ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
バ
キ
ス

自
治
体
、
民
主
団
体
な
ど
中
心
に

　
岡
山
に
広
が
る
国
際
貢
献

　
　
　
　
　
県
は
国
際
救
援
基
地
建
設
を
検
討

ず
心
優
し
い
町
づ
く
り
の
理
念
を
よ

り
格
調
高
い
も
の
に
す
る
。
困
っ
た

　
　
　
　
　
　
人
を
助
け
る
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
岑
原
点
に
し
て
、
で

　
　
　
　
　
　
き
る
こ
と
を
や
れ
ば

　
　
　
　
　
　
い
い
ん
だ
。
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
行
政
の
基
本
。
町
職

　
　
　
　
　
　
員
や
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
メ
ン

ン
タ
ー
が
駅
辨
し
た
。
籾
ぷ
の
保
健

施
設
を
改
築
し
た
平
屋
建
て
。
ベ
ッ

ド
数
十
五
。
キ
ャ
ン
プ
か
ら
重
症
患

者
が
送
ｎ
込
ま
れ
て
く
る
。
均
万
民

も
受
診
に
来
馮
山
本
ら
が
咎
逞

ん
だ
Ｘ
縁
装
置
や
超
音
波
装
置
が
役

に
立
っ
た
。

　
「
Ｍ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ

ー
ル
に
資
金
援
助
し
な
い
の
は
お
か

し
い
」
。
均
尤
民
か
ら
こ
ん
な
声
が
あ

が
っ
た
。
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
仕
亭
が
し
た
い
」
と
プ
ー

　
加
茂
川
町
だ
け
で
な
く
、
県
都
・

岡
山
市
や
県
東
部
の
和
気
町
、
県
北

の
哲
多
町
な
ど
多
く
の
自
治
体
が
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
を
受
け

入
れ
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
「
国

際
貢
献
」
の
視
点
を
導
入
し
て
い
弓

農
協
や
労
働
、
宗
教
、
女
性
、
民
主

団
体
な
ど
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
救
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
協
力
、
岡
山

か
ら
の
″
国
呼
入
道
援
助
″
を
発
信

し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
岡
山
県
は
、
岡
山

｜○のメンバードを訪れたＫ

バ
ー
は
自
己
鰐
足
に

陥
ら
な
い
よ
う
目
戒

ュージーラン

タ
ン
難
民
の
医
師
も
言
い
出
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
で
き
な
か
っ
た

悔
し
さ
を
第
二
次
医
療
セ
ン
タ
ー
に

ぶ
つ
け
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
。

　
ネ
パ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務

的
仕
事
舎
な
さ
れ
て
い
た
本
部
職
員

・
成
沢
貴
子
２
）
は
「
Ｍ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

に
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
力
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
は
ず
」
と
謁
を
黙
く
し
た
。

　
　
＊
＊
＊
冰
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
も
第
二
次
医
療
セ

ン
タ
ー
で
ブ
ー
タ
ン
難
民
緊
急
救
援

医
療
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
を
締
鯖
し
て
い

る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
活
動
蛮
引
き
締
ぐ
民
間
病
院
が

開
院
し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
初
め

て
海
外
に
残
し
た
足
跡
は
、
い
つ
ま

で
も
胴
え
な
い
。

　
二
月
三
日
に
中
国
雲
南
寄

北
西
部
で
大
き
な
地
輝
が
発

生
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本

部
に
は
被
災
地
か
ら
救
援
依

頼
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
数
多
く

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
つ
い
先
日
は
、
中
国
政
府

の
教
育
関
係
当
局
か
ら
、
学

校
復
旧
の
た
め
援
助
を
、
と

い
う
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
届
き
ま

し
た
。
非
常
に
多
く
の
学
校

が
被
害
岑
受
け
、
校
舎
倒
壊

4
1
1
7
e
i
i
i
i
i
i

で
三
月
か
ら
の
新
学
期
に
学

校
へ
行
け
な
い
子
供
も
た
く

さ
ん
い
る
４
っ
で
す
。
復
旧

に
は
日
本
ほ
ど
費
用
は
か
か

ら
な
い
そ
っ
で
、
不
供
さ
ん

た
ち
の
小
さ
な
善
意
も
大
き

く
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
今
扱
も
雲
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一

　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
幾

多
の
緊
急
救
援
医
療
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
手
掛
け
、
国
運
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
も
認
定
さ
れ
た
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
、
菅

波
茂
代
表
）
。
そ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
初
め
て
海
外
に
飛
び
出

し
た
の
は
一
九
九
二
年
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
一
軍
パ
ー
ル

で
難
民
救
蓉
活
動
を
展
開
し

た
。
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
踏
み
台
に
し
て
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
次
々
と
本
格
的
な

緊
急
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

手
掛
け
、
成
果
豪
上
げ
て
い

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
と
っ
て
転

機
と
な
っ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
と
ネ
パ
ー
ル
の
活
動
を
紹

介
す
る
。
（
文
中
敬
称
略
）

　
一
九
九
二
年
一
月
。
一
つ
の
情
報

が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
初
の
本
格
的
緊
急

救
援
医
療
に
飛
び
立
つ
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
そ
の
情
報
と
は
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
難
民
が
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
に
流
れ
込
ん
で
い
る
」

と
い
う
も
の
。

　
そ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
緊
急

救
援
医
療
活
動
を
瑚
げ
な
が
ら
実
践

経
験
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ジ

ア
の
医
師
、
医
学
生
と
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

に
腐
心
。
支
部
は
ア
ジ
ア
の
九
力
国

に
拡
大
。
日
本
に
留
学
叩
の
医
賎

医
学
生
に
も
又
沢
の
輪
か
広
か
っ
て

い
た
。

　
「
人
材
と
情
報
収
集
は
何
と
か
な

る
。
『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
医
療
チ
ー

ム
を
送
ろ
う
』
。
本
部
（
菅
波
医
院

セミ

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民

　
一
九
九
〇
年
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
政
治
的
内
乱
に
よ
っ

て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
ー
の
イ
ス
ラ

ム
教
徒
難
民
が
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
流
出
し
た
。
一
九
九

一
年
に
入
っ
て
か
ら
、
こ
の

難
民
流
出
は
増
加
し
、
最
大

時
に
は
約
二
十
五
万
人
に
上

っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
関
与

に
よ
り
、
一
九
九
三
絃
十
一

月
か
ら
組
織
的
難
民
帰
還
が

始
ま
り
、
一
九
九
五
年
末
ま

で
に
約
十
九
一
【
り
Ａ
が
帰
還
し

て
い
る
。

　
ブ
ー
タ
ン
難
民

　
一
九
九
〇
年
九
月
か
ら
十

月
に
か
け
て
、
ブ
ー
タ
ン
南

部
で
一
郎
の
ネ
パ
ー
ル
系
住

民
が
反
政
府
デ
モ
泰
農
開
。

警
察
冒
と
の
衝
突
で
死
傷
者

も
…
｛
’
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ

か
け
に
、
ネ
パ
ー
ル
系
プ
ー
ー

タ
ン
難
民
の
ネ
バ
ー
ー
ル
流
出

が
始
ま
っ
た
。
一
九
九
一
年

に
入
り
事
態
は
一
応
落
ち
響

い
た
も
の
の
難
民
流
出
は
続

き
、
一
九
九
五
年
十
一
月
現

在
で
流
出
難
民
の
数
は
約
八

万
六
千
八
。

国
際
貢
献
パ
ワ
ー
・
Ｓ
か
や
ま
は
動
く

初
め
て
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ

　
懸
命
の
治
療
に
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」

思
い
が
け
な
い
障
壁
が
で

す
で
に
救
援
活
動
を
展
開

需

聚

百

島

Ｍ

Ｕ

Ｒ

（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）

は
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
医
療
援
助
は
い

ら
な
い
」
と
言
う
の
だ
。

　
出
る
幕
は
な
い
状
９
そ
れ
で
靫

　
「
行
け
ば
医
療
ニ
ー
ズ
は
あ
る
」
と

菅
波
ら
は
判
断
し
た
。

　
一
九
九
二
年
四
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

準
曲
兼
司
医
師
っ
‘
一
九
）
＝
岡
山
市
Ｈ
‥
ら

医
師
四
人
の
医
療
チ
ー
ム
第
一
陣
を

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
送
り
込
ん
だ
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
パ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
ヘ
難
民
が
流
出
し
始
め
た
の
は
一

九
九
〇
年
の
夏
ご
ろ
。
翌
年
に
は
そ

の
数
が
激
増
、
最
大
崎
で
約
二
十
五

与

境
に
か
け
て
の
河
原
や
丘
陵
地
に
散

在
し
て
い
た
。

　
枯
れ
木
な
ど
に
ビ
ニ
ー
ル
を
覆
っ

た
程
度
の
粗
末
な
小
屋
。
井
戸
や
ト

イ
レ
も
満
足
に
な
い
。
水
は
週
に
Ｉ
、

二
回
の
給
水
が
頼
り
。
草
む
ら
な
ど

に
は
汚
物
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
気

温
は
四
〇
彦
辺
く
。
ど
の
難
民
キ
ャ

6台湾

ン
プ
も
環
境
は
最
悪
だ
っ
た
。

　
難
民
は
裸
足
で
手
洗
い
の
習
慣
も

な
い
。
大
半
が
寄
生
虫
持
ち
貧
血
、

皮
膚
疾
患
、
栄
養
失
調
、
下
間
な
ど

が
蔓
延
（
ま
ん
え
ん
）
し
て
い
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
や
は
り
、
医
療
は
必
要
だ
っ
た
。

が
、
活
動
許
可
が
で
な
い
。
日
本
に

留
学
中
の
パ
ン
グ
ラ
ｆ
ｙ
ュ
人
医
師

が
団
長
を
務
め
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
「
パ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
医
師
が
母
国
の
逼

迫
し
た
医
！
ｌ
向
け
す
る
の
に
、

な
ぜ
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
な
ど
の
許
可
が
必

要
な
の
か
」
と
良
い
下
が
り
、
国
運

の
合
意
鳶
取
り
付
け
た
。
難
民
キ
ヤ

ン
プ
で
の
活
動
は
恩
い
も
よ
ら
ぬ
旱

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療
チ
ー
ム
は
、
言
葉

や
習
慣
の
違
い
な
ど
で
苦
戦
鳶
瞑
い

ら
れ
な
が
ら
も
、
治
療
、
寄
生
虫
駆

鴫
衛
生
指
導
痴
懸
命
に
展
開
し
ち

　
自
前
で
粗
末
な
宿
舎
を
調
達
。
難

民
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
古
ぴ
た
車
を
レ

ン
タ
ル
し
て
使
っ
た
。
知
名
度
、
実

績
の
乏
し
い
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
な
ど
か
ら
援
助
は
な
か
っ
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
や
パ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

政
府
と
の
交
渉
、
宿
舎
や
車
の
手
配

な
ど
に
奔
走
し
た
津
曲
は
心
の
中
で

呟
い
た
。

　
「
立
ち
上
が
り
か
ら
何
度
も
悔
し

い
目
に
あ
っ
て
い
る
が
、
‘
負
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
」

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
一
九
九
二
年
六
月
、
医
師
国
家
試

験
の
勉
強
豪
忠
町
し
て
パ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
入
り
し
た
安
永
貴
賤
７
）
。
彼

は
衛
生
指
導
に
難
民
の
生
活
習
慣
や

価
値
観
、
し
き
た
り
な
ど
を
可
能
な

限
り
取
り
入
れ
た
。

　
岩
永
は
ま
ず
職
掌
傘
の
低
い
難
民

の
た
め
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
ポ
ス
タ

ー
を
便
っ
た
指
導
を
胎
め
た
。
人
物

は
難
民
に
似
せ
、
説
明
は
難
民
に
最

も
分
か
り
や
す
い
言
語
で
香
い
た
。

　
大
勢
に
説
明
す
る
時
は
、
集
団
に

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
長
老
の
力
を

借
り
た
。
吊
供
た
ち
が
引
っ
込
み
思

案
と
見
抜
く
と
、
大
好
き
な
ピ
ー
玉

を
与
え
て
気
ま
引
い
た
。

　
難
民
は
岩
永
ら
の
僧
ポ
に
興
味
を

示
し
、
反
応
も
早
く
な
っ
た
。
笑
顔

が
広
が
り
、
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」
と
日

本
語
で
礼
を
い
う
難
民
も
現
れ
た
。

　
「
緊
急
救
援
活
動
で
成
果
を
上
げ

る
に
は
、
難
民
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
知
識
が
必
要
だ
」
。
岩
永
の
手
法

は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
貴
重
な
教
訓
を
残

し
た
。

リ

１
１

11
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１

家庭生活

12.地域社会とわたしたち

障害者と健常者ボランテ

ィアかいっしよになって

登山を楽しむ。

【'95年7月】3ll朝Ｈ新聞より)

■ＡＭＤＡ

(アジア医師連絡協議会)

阪神大震災ではす早い医

療活動を行った。アジア

の15か国の医師か参加し，

ルワンダ・ソマリア難民

の救援もしている。

■シャブラニール＝

市民による海外協力の会

八ングラデシュの農民が

つくったショミティ（組

合）に協力し，自立の支

援（識字学級の開設，井

戸掘り，衛生教育など）

や災害の救援などをする。

明治図書　新しい技術・家庭科資料集から

子
ど
も
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

指
導

自
然
や
環
境
を

助障お　守お伝　関国

け客年　り祭続　す際

るを寄　育り文　る交

　もり　てを化　活流
　つや　る　や　動に
　人

　を

人
々
の
学
習
を

助
け
る

い
き
い
き
と
し
た

地
域
を
つ
く
る

地
域
で
健
康
を

守
る
活
動

　　　　　　　　　　　　　0994年版･I“1･少年rl書l

■『助け合い』こそが人間本来の姿／　　　　　　　　　　　●

(前略)…(阪神大震災で)命びろいした障害者たちは総じて元気だった｡･･j

｢避難所に設備があれば地域の人々と苦斎を共にしたかった｣という｡･･･

障害者は。ふだんから他者の力を借りながら

生酒を組み1tてる｡…常に助け合いのネットワ　　a'r71　j.I

一クづくりに努力を重ねてきたのである。･･･，　　　？

たとえば西宮市の知的障審者たちのグループ　ｚ　　　　ｌ　'４

ｊｓ,どり●z

4

1

肖jJj

a

k

料で千人分の豚汁をたき出し，地域の被災者

に提供した｡…私たち障害者は他者の助けが必要である。しかし。助け合

いこそが人間本来の姿ではなかろうか｡･‥｢障害･老化･幼さ｣そのものが悪

いのではなく，それらの状況にいる人々を｢不利な状況｣に追いやってし

まう社会が人間味を貧しくＬているのである。(後略)

(1995年5 J1221j朝lj新聞｢論壇｣｢ゆめ･凰･基金｣事務LI長牡口:･tこさんの投稿より)

阪神大震災とわたしたち　１　　　’?。

川万1万11!　　　　　　　　、。　　　　　　　　　　jllL
田「

，.一一「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j･･
l.y

4卜目　　　　，1995年１月17日，M7.2の直下型i震が阪神地方
目口　　　　゛，　　　　　●刳．　　　丿　ゝi
;は1　　刄える尊い命を犠牲にしリ6万極もの家屋をや

にFF，　辱知とのうイフライン席破壊し.31万ﾉゆの遍

-●助け合う地域の人々と広がるボランティアの輪

　‘　▲スイスの捜索犬と救助隊

ｌ　海外ｶヽらは7肋ヽ国・地域ｶヽ

ら支援の申し入れがあり，

医療チーム派遣や救援物資，

救援金，チャリティーショ

ーなど支援の輪か広がった。

被災地域では，倒れた家屋から脱出した住民　　　！　　　　……………l==｡,,｡

たちが協力し合って，他の人々を救出したり，　　　1　　－　　　:1

バケツリし一で火事を食い止めたりした。　　　　　　　　゜゛'JI--･｡"'･｡　'

また，ボランティアの人々のいち早い救援活　
1腱　ll

動力｀目立ち，その輪はみるみる広がった。　4s･ijl=s･=,i｡………'

p

『

,･老人を放出　看護婦･‥…さまざまな人々が.　jII　　　‥=i<ご=:.i=

する地域の　老人介護，医療活動，　救援物資　=,.　　A
I

ilや大人　の支分け，たき出し，配達，水'▲医療活動をする(AMDA)

　　　＜み，情報伝達などの救援活動に参加した。
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日本の医療ＮＧＯ

　御紹介のあった岩本

です。昭和50年１月か

ら帝国ホテル本館４階

で開業しております。

　健康な方が旅行する

ので急患は少ないわけ

ですが，夜の往診も時

にはあります。日本人

の方なら症状をおきき

してマネージャーの手

－ＡＭＤＡの活動について

元にある薬で翌朝までつなぐこともできます
が，外国人の場合は心細がる。自分が外国で

発病したら…と考えれぼ断われません。こと

にこのホテルは外国の要人，それも政府関係

の方が多く泊まられる。私は日本医師会の代

表みたいな存在で手を抜けません。開業して
数年ホテル・オータラの社長さんの依頼で，

本館の一室を空けて往診カノくｙを置き往診だ

けしました。インフルエンザの流行したある

年の２月に１晩４回往診したことがあります。

これでは身体が参ってしまうので向こうはお

断わりしたわけです。そんな忙しい頃，とて

も疲れていて２時頃の電話に「往診不能，明

朝ねがいます」とマネージャーに断ったが，

今度は気になって10分後にこちらから「往診

70　国際医療協力vol.19 N0.3 1996
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゛●
　　　　　　　　帝国クリニック
　　　　　　　　院長　岩　本　　　淳　氏

　　　　　　　　　　Mr.Atsushi lwamoto

に行きます」と伝えたこともありました。

　私が留学した1960年頃のアメリカは豊か

で留学生を多数かかえていました。開業して
間もない頃新聞で東京YWCAが留学生の母

親を募集しているという記事を見て，申し込

んだところ中国系の早大生（男，シンガポー
ル）と東洋英和短大生（女，香港）を紹介さ

れました。母親といってもたまに夕食に招待

するぐらいの役目でしたが，国費留学生と私
費留学生の格差を知らされました。国費生は

健康保険に入っているが私費生は入っておら

ず，病気のとき自費払いで困っているとのこ

とでした。早速私は千代田区内の私大と正式
契約して無料診療を始めました。私が米国で

受けた恩を東京で返せると考えたのです。話鼻。
をきいて東大や東工大の国費留学生も来るよ゛’･　●

うになりました。思えぼこれがボランティア
活動の第一歩でした。

　東大医学部保健学科出の泉さんから在日外

国人の医療問題のリサーチについて相談が

あったのは平成元年のことです。問題を多く

かかえていることを肌で感じていた私はすぐ

賛同し，郡司篤晃東大教授を長として在日米

国人婦人会の方などとアンケート調査を行な

いました。言葉のバリヤーもさることなが
ら，習慣の違いでつまらぬ誤解が不満の原因

とわかり報告しました。
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　平成３年に在日外国人のため現地語（六ケ

国）で医療問題について電話コソサルテー

ショソを行っている団体を知り入会しました。

これがＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会－15ケ

国加盟）だったのです。岡山大学の若き医師

菅波茂医師（現ＡＭＤＡ代表）がタイの難民

キャンプに岡山大医学生２名を連れて救援活

動に行き，アジア諸国の医師に連帯を呼びか

けたことが出発点でした。

　活動が盛んになったのは1991年からで，こ

の年インド，ネパール，フィリッピソ（ピナ

ッボ火山噴火）へ出動，翌年はエチオピア，

バソダラディシ｡｡，ネパールなどの難民救援

に,d993年はソマリア，バングラディシュ

　（大供水），インド西部大地震，1994年はモ

ザンビーク，IFIューゴスラピア，ルワソダと

アフリカまで足をのばしました。

　昨年は１月の阪神大震災で大活躍しました。

昼には第一陣が岡山市から車で出動，６時間

かかって神戸市長田区役所の五階に拠点を置

き，長田保健所指揮下で避難民の救援を開

始，全国から集まったドクター連は第二陣と

して夜の11時に２チーム長田入り。寝袋を床

に置いて仮眠をとり，不眠不休の活動を３動

１休の形で１ヶ月間続けたのです。兵庫県医

師会チームが到着したのが夜10時，和歌山日

赤チームが11時との事で，ＡＭＤＡの活躍は賞

賛の的になりました。このニュースで全国の

ボランティア志願のドクターが参加を表明

し，短時間でも現場に入りました。おかげで

200名弱の会員が一挙に700名にふえました。

　100年に近い歴史をもつ欧米のＮＧＯにくら

べて，1960年代から始まる日本のNGO活動

も80年代から急にふえ，今300を数えるとい

います。国境なき医師団ほか医療専門ＮＧＯ

が目立つ先進国にくらべて，日本では若い

ＡＭＤＡだけが医療ＮＧＯとして活躍している

現状です。それでも国連ガリ総長章，毎日国

際交流賞，読売国際協力賞など数々の授賞に

輝いたＡＭＤＡだが実はもう新しいテーマに

とりかかっている。

マンサニージョ市　倒壊ホテル現場　約40名の死者を出す

　災害から72時間が救援のキーとなる。官民

一体となって動く72時間ネットワークの発足
をすませ，日本病院協会，日本医師会と組ん

だ地域防災民間緊急医療ネヅトワークの組織

作りも始まった。日本のどこに，いつ何がお

きても迅速に効果的な対応をする素地ができ

つつある。

　阪神大震災の際には海外100を超える諸国

から救援の申込みがあった。この４月には

チェチェン，５月にはサハリソ地震と出動し
たＡＭＤＡは，アジア太平洋緊急救援フォー

ラムを10月初め岡山市で開いた。ロシア，カ

ナダ，米国，ペルー，フィジー，ニュージー

ランド，オーストラリアからインドまで，多

数の国の代表が会して討議し，大会宣言を作

製したが，２日目にインドネシアで大地震が

おきた。翌日正午関西空港からインドネシア

から出席していたドクターに，ＡＭＤＡの会員

２人が第一陣として100kgの救援物資を携行

して現地に入り，数日後現地の要望を知って

１トソの貨物を第二障が運んだ。
　その３日後メキシコ地震で死者多数が出た。

私を団長にすぐ３名が飛立った。ＮＧＯの活動

は常に時間を優先する。

　９月に私が現地で契約署名した外務省草の

根無償資金によるミャソマー環境計画も大阪
の若い医師が１年の予定で12月に出発した。

　また私が７月に前線の難民センター数ケ所

を視察したあとWHO，UNHCRの高官と討議

した際出されたアンゴラプロジェクトも12月
予備調査に医師が入国している。さらにボス

ニア・ヘルツェゴビナヘ日本のＮＧＯの最先

端として１月24日２名が派遣された。２月に

は国際協力事業団の要請をうけ，ザソビアに

10名のチームか送られる。
　最年長の菅波代表が47歳だから平均35歳ぐ

らいか？　大事業をやりながら力んだところ

が全くなくごく自然体である。奉仕を楽しん

でいるというように見えるところがスバラシ
イ。彼等と行動を共にして若返る71歳の私が

そこに居る。

同所において救援物資を贈呈
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-゛'‾

７

ワールドプラザN0.44 1996 2-3 月号から

●すがなみ・しげる　1946年広島県神辺

町生まれ。77年岡山大医学部大学院を修

了と同時に、同医学部内科に入局。心臓

病センター榊原病院勤務を経て、81年岡

山市に菅波内科医院を開巣。84年にAM

DAを結成し代表に。自らも医療プロジ

ェクトの一員としてボランティア活動を

続けている。

一，　●

▲バングラデシュの医療プロジェクトで

診療活動を続けているＡＭＤＡのチーム

495年12月12日、診療が終わった正午す

ぎから病院の医務局で白衣姿のまま、イ

ンタビューに応じてくれた菅波さん。熱
気さえ感じた話は約束の１時間をオーiバ

ーしてしまった

Ｓ　Ｉ
り
ま
す
。
そ
れ
を
地
域
に
還
元
で

き
る
か
ど
う
か
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
本
部
の
八
五
％
が
東
京
に

あ
る
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
東
京
一
極

集
中
を
、
改
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
い
ま
、
岡
山
で

国
際
大
学
の
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
る
。

　
「
自
治
体
と
い
ま
話
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際

大
学
構
想
で
す
。
日
本
に
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
専
門
家
は
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る

専
門
家
が
少
な
い
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
プ
ロ
の
条
件
と
し
て
は
、

語
学
力
や
交
渉
力
に
加
え
て
、
国

境
を
超
え
て
活
動
す
る
と
き
の
基

本
的
な
知
識
が
必
要
で
す
。
た
と

え
ば
国
際
法
や
宗
教
、
そ
れ
に
社

会
の
動
き
を
知
る
社
会
学
な
ど
で

す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
身
に
つ

け
た
人
材
を
育
て
な
い
と
、
い
く

ら
国
際
貢
献
だ
と
い
っ
て
も
、
何

も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
大
学
構
想

は
、
自
治
体
か
ら
み
れ
ぱ
若
い
人

が
集
ま
る
と
い
う
地
域
お
こ
し
に

な
り
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
は

教
育
機
関
を
持
つ
こ
と
で
、
世
界

中
の
現
場
か
ら
集
ま
る
情
報
を
も

と
に
、
政
策
を
ま
と
め
提
言
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
お
こ
し

と
教
育
、
国
連
へ
の
政
策
提
言
と

い
う
の
が
、
こ
の
国
際
大
学
構
想

の
ね
ら
い
で
す
」

　
九
五
年
六
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国

連
の
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
認
定
さ

れ
た
。

　
「
も
う
ひ
と
つ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
挑

戦
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
相
互
扶
助

思
想
を
国
際
社
会
に
一
般
化
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
日

本
の
国
際
貢
献
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
か
ら
で

す
。
私
た
ち
は
相
互
扶
助
を
“
T
r
a
.

d
i
t
i
o
n
a
l
w
a
y

o
f

m
u
t
u
a
l
a
s
。

s
i
s
t
a
n
to
f
t
h
e
c
o
m
m
u
n
i
t
yi
n

A
s
i
a
n
a
n
d

A
f
r
i
c
a
n
”
（
ア
ジ
ア

と
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
助
け
合
い
の

伝
統
的
な
方
法
）
だ
と
、
説
明
し

て
い
ま
す
。
こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｆ

Ｕ
Ｊ
Ｏ
が
国
際
語
に
な
る
よ
う
、
－

具
体
化
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
」
’

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
か
か
わ
る
き
っ

か
け
は
、
高
校
生
時
代
に
見
た

「
第
二
次
大
戦
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

で
浅
瀬
に
顔
を
つ
っ
こ
ん
で
死
ん

で
い
る
日
本
兵
の
写
真
」
だ
と
い

う
。
こ
の
と
き
か
ら
、
ア
ジ
ア
ペ

の
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
と
い
う
菅

波
さ
ん
の
熱
弁
に
は
、
圧
倒
さ
れ

る
ば
か
り
。

　
ガ
ー
リ
賞
受
賞
の
感
想
を
う
か

が
っ
て
も
、
「
え
え
、
ま
あ
」
と

い
う
反
応
の
み
。
だ
が
、
菅
波
さ

ん
の
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
対
す
る

熱
情
こ
そ
が
、
問
い
に
対
す
る
答

え
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
構
成
‥
森
邦
久
）
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’｀雫゛’

WθΓZd j)1αzα/zzZerl4Ew

菅
波
茂

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
原
点
を
人
権
思
想
か
ら
相
互
扶
助
思
想
に
・
●
●
●
●
●

　
紛
争
や
災
害
が
起
こ
る
と
、
い

ち
早
く
現
地
に
駆
け
つ
け
被
災
者

の
医
療
に
あ
た
る
。
一
九
八
四
年

の
発
足
以
来
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
が
世
界
各

地
で
展
開
し
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
継
続
中
の
も
の
も
含
め
二

Ｉ
を
数
え
る
。
そ
の
代
表
の
菅
波

茂
さ
ん
は
昨
年
九
月
、
国
連
支
援

交
流
財
団
（
Ｆ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
）
の
プ
ロ
ス

ト
・
ガ
ー
リ
賞
に
輝
い
た
。
こ
れ

は
次
世
代
を
に
な
う
五
大
陸
の
未

来
の
「
地
球
大
使
」
に
贈
ら
れ
る

賞
で
あ
る
。
そ
の
菅
波
さ
ん
に
Ｎ

Ｇ
Ｏ
活
動
の
意
義
や
、
あ
り
方
な

ど
を
う
か
が
っ
た
。

世
界
の
常
識
は
人
権
思
想
だ

か
日
本
は
相
互
扶
助
思
想

　
「
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ニ
ズ
ム
の
人
権
思
想
を
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
し
て
動
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
知
ら
な
い
と
、
世
界
の
常

識
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
」

　
そ
の
人
権
思
想
に
は
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
（
人
間
愛
）
と
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ピ
リ
テ
ィ
（
責
任
）
と
、
フ
ェ
ア

ネ
ス
（
公
平
）
と
い
う
三
つ
の
要
素

が
あ
る
と
い
う
。

　
「
な
か
で
も
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に

よ
る
人
道
援
助
は
非
常
に
大
き
な

要
素
で
、
そ
の
緊
急
救
援
は
。
人

道
援
助
の
華
‘
と
さ
え
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
世
界
に
放
っ
て
お
け
な

い
状
況
が
起
る
と
、
そ
こ
へ
駆
け

つ
け
問
題
の
解
決
に
参
加
す
る
と

い
う
の
が
、
人
道
援
助
の
現
代
的

な
意
味
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
所
へ
最
初
に
駆
け
つ
け

る
の
は
テ
レ
ピ
放
送
局
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ

で
す
が
、
’
Ｃ
Ｎ
Ｎ
現
象
’
と
で
も

い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
こ
へ
駆

け
つ
け
た
か
駆
け
つ
け
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
、
人
権
意
識
が
あ
る

か
な
い
か
の
″
踏
み
絵
‘
に
な
っ

て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
緊
急
救
援

の
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
か
い

な
い
か
で
、
国
の
良
心
が
問
わ
れ

る
と
い
う
の
が
、
い
ま
の
世
界
の

常
識
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
を
日
本
に
問
わ
れ
た
の
が
、
湾

岸
戦
争
だ
っ
た
の
で
す
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
昨
年
だ
け

を
み
て
も
、
一
月
の
阪
神
大
震
災

ｒ　●

に
続
い
て
四
月
の
ロ
シ
ア
・
チ
ェ

チ
ェ
ン
難
民
救
援
、
五
月
の
サ
ハ

リ
ン
大
震
災
と
あ
り
、
そ
の
素
早

い
行
動
力
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
「
阪
神
大
震
災
の
意
義
は
、
人
道

援
助
に
対
し
て
国
内
で
も
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
得
ら
れ
た
こ
と
と
、
日

本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
権
思
想

で
は
な
く
、
相
互
扶
助
思
想
で
動

く
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と

で
す
。
普
賢
岳
や
奥
尻
島
の
災
害

で
は
あ
ま
り
動
か
な
か
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
、
阪
神
に
は
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
。
こ
れ
は
阪
神
に
知

っ
て
い
る
人
が
多
く
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
相
互
扶
助
思
想
と

は
、
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

と
い
う
人
間
関
係
で
成
り
立
っ
て

い
る
か
ら
で
す
」

　
そ
の
相
互
扶
助
思
想
で
「
知
ら

な
い
関
係
」
に
あ
る
国
際
的
な
緊

急
救
援
は
可
能
か
ど
う
か
。

　
「
国
際
社
会
で
問
題
が
起
き
る
要

因
の
多
く
は
貧
困
で
す
。
そ
の
貧

困
対
策
に
は
、
社
会
開
発
な
ど
の

相
互
扶
助
が
有
効
で
す
。
人
権
思

想
は
魂
の
救
済
で
、
支
援
す
る
側

と
さ
れ
る
側
と
の
関
係
が
は
っ
き

り
し
て
お
り
、
時
と
し
て
は
両
者

が
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
、
相
互
扶
助
思
想
は
生
活

の
救
済
で
す
か
ら
、
支
援
さ
れ
る

側
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
主
役

に
な
れ
る
利
点
も
あ
る
の
で
す
。

日
頃
か
ら
社
会
開
発
な
ど
で
協
力

し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
お
く
と
、

そ
れ
が
緊
急
救
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
な
る
。
そ
う
い
う
。
二
重
構

造
’
に
し
て
お
く
わ
け
で
す
。
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
い
う
言
葉

は
、
相
互
扶
助
思
想
に
よ
る
緊
急

救
援
活
動
の
た
め
に
あ
る
よ
う
な

も
の
で
、
す
わ
鎌
倉
に
備
え
て
お

く
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
そ
う
な
る
と
、
「
こ
れ
ま
で
欧

米
の
人
権
思
想
の
専
売
特
許
で
あ

っ
た
人
道
援
助
も
、
ア
ジ
ア
の
相

互
扶
助
思
想
で
可
能
に
な
る
」
と

断
言
す
る
。

　
「
阪
神
大
震
災
で
私
た
ち
は
、
世

界
で
も
ま
れ
な
助
け
る
側
と
助
け

ら
れ
る
側
を
同
時
に
体
験
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
に

●
１

匹
敵
す
る
歴
史
的
な
体
験
と
教
訓

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
プ
ロ
を
育
て

る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
構
想

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
必
要
な
も
の

は
、
コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
い
う
。

　
「
考
え
方
の
基
本
は
平
和
に
お
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
第

二
次
世
界
大
戦
を
経
て
平
和
を
憲

法
に
定
め
て
い
ま
す
し
、
国
連
が

大
切
に
し
て
い
る
の
も
国
連
憲
章

第
一
条
の
平
和
の
維
持
で
す
」

　
そ
れ
と
と
も
に
、
「
国
際
貢
献

と
過
疎
の
地
域
お
こ
し
に
目
を
向

け
る
こ
と
」
だ
と
も
い
う
。

　
「
都
市
に
は
文
明
と
い
う
便
利
さ

が
あ
り
ま
す
が
、
過
疎
の
村
に
は

お
互
い
を
思
い
や
ら
な
け
れ
ば
生

き
て
ゆ
け
な
い
と
い
う
相
互
扶
助

の
原
点
が
あ
り
ま
す
。
便
利
さ
だ

け
の
追
求
で
は
人
間
性
は
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

過
疎
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
海
外
で
、
貧

困
対
策
な
ど
で
培
っ
て
き
た
経
験

や
知
恵
は
、
過
疎
対
策
に
つ
な
が

国際医療協力vol.19 N0.3 1996 73
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ピースボート「援助は続くの？」から

･゛｀　１

ｆ　ｌ

海外援助活動年表
ピースボーﾄのやってきたこと

●中国

　自転車2(X)台

　　　　｢インドシナ｣・海南鳥クルーズ

●ベトナム(ツーヅー病院)

　シーツ2､〔X〕O枚

●ベトナム(ツーヅー病院)

　シーツ5万枚、粉ミルク3､(X)O缶 　　　　　　　地球一周クルーズ

●（パレスチナ）

　抗生物質6､000人分、他医薬品　100万錠

●ベラウ（パラオ）

　自転車150台

●フィリピン

　古着1万着

　　　　サハリン・北方四鳥クルーズ

●サハリン・北方四島

　医療機器1(X)Oセット

●ベトナム

　救急車、楽器、シーツ1万枚

74　国際医療協力　vol.19 N0.3 1996

＊この年に援助チーム結成される

●カンボジア

　足踏みミシン47台、教科書用紙10万冊分（23トン）、

　車椅子50台、医療品、自動車１台、文房具。

　歯ブラシ、その他



！

’｀W

　　　　　△カンボジア文化省国立遺跡保存委員会にアン

　　　　　コール遺跡修復費用として7､000USドルを寄贈

　　　　　△援助金としてカンボジア赤十字に109､520円を、

　　　　　ＮＧＯのＳＨＡＲＥに50万円を、日本国際ポラン

　　　　　ティアセンター（ＪＶＣ）に40万円を、難民を助

　　　　　ける会に14万円を寄贈

r　●゜oj-ふ

　　　　　足踏みミシン21台、医療品、車椅子、日本語教材、

　　　　　文房具、､バイク

　　　　　△ツーヅー病院と車椅子を寄贈したベンチエ省に

　　　　　合わせて438､080円を寄贈

　　　　●フィリピン

　　　　　足踏みミシン104台、衣類、自動車2台、食用米、

　　　　　医療品、文房具その他

　　　　　△現地ＮＧＯの無線電話設置費用として20万円寄贈

　スライド映写機、絵本、ノート、玩具

　△現地で活動するＮＧＯ、イースト・ミーツ・ウェ

　ストに援助金として214､000円を寄贈

●スリランカ

　医療品、文房具、玩具

　△現地ＮＧＯサルボダヤに援助金として1.2（X）US

　ドルを寄贈

●ケニア

　足踏みミシン11台、医療品、体操着、運動靴、柔

　道着、文房具、玩具

　△現地でソマリア難民キャンプを運営している、

　ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）に3､000

　USドルを援助金として寄贈

●ジブチ

　医療品、缶詰、ノート

　△現地でソマリア難民支援を行っているＡＭＤＡ

　に援助金として423､500円を寄贈

●パレスチナ

　医療品、補聴器、楽器、絵本、玩具

　△アハリ・アラブ病院に援助金として5､000U S ド

　ルを、パレスチナ赤新月社に日本パレスチナ医療

　協会を通して50万円を寄贈

●グアテマラ

　足踏みミシン20台、カメラ22台、

　写真引き伸し機1台

　△先住民族の女性団体コナピグアに5､000USドル

　を援助金として寄贈

1995年

　　　第17回　南太平洋の船旅

　　　第18回　夏休み地球一周の船旅

　＊以上２つのクルーズについての詳細は本報告書

の各ページをご覧下さい

　＊ピースボートではこの他、阪神大震災に際して

の救援活動、サハリン北部の震災の被災者に対する

支援等を行いました。
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　●カンボジア

　　エイズ対策用コンドーム1万個、医療品、

　　農業学校への教育機器・ＯＨＰその他

　　△カンボジア文化省国立遺跡保存委員会にアンコ
ｌ　

－ル遺跡修復費用として1､200 U s ドルを寄贈

　　△援助金としてＮＧＯのＳＨＡＲＥに800 U S ドル

　　を、ＡＭＤＡに4(X)USドルを寄贈

　　△帰国後、更にＳＨＡＲＥに44万円を、ＡＭＤＡ

　　に34万円を寄贈

　●ベトナム

　　超音波診断装置等の医療機器・医療品、医薬品、

　　松葉杖その他

●ベトナム

　医療品、車のスペアパーツ、寝袋、ガリ版印刷機、
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非
政
府
機
関
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
が
見
直
さ
れ
始
め
て
い
る
。
九
四
年
の
国

際
人
口
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
会
議
）
で
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
で
も
、
人
口
と
開
発
分
野

で
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
調
が
不
可
欠
と
強
調
し
て
い
る
。
「
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
大
国
の
日
本
な
ら
な
お
の
こ
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
で

援
助
の
実
効
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
家
族
計
画
国
際
畢
刀
附
団
（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）

の
シ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
池
上
清
子
さ
ん
の
協
調
の
ス
ス
メ
ー
ー
。

@

池上清子

　
カ
イ
ロ
会
議
以
来
、
国
際
社

会
で
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
。

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
・
権
利
）
の
視

点
が
明
確
に
さ
れ
、
女
性
の
全

生
涯
の
健
康
が
包
括
的
に
語
ら

調
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
つ
で
あ

る
ジ
ョ
イ
セ
フ
は
、
二
十
年
の

国
際
協
力
の
経
験
を
生
か
し

て
、
中
米
の
グ
ア
テ
マ
ラ
で
先

住
民
や
グ
ア
テ
マ
ラ
家
族
計
画

る
側
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

の
担
い
手
で
あ
る
助
産
婦
や
保

健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
活
動
の
基

本
を
作
っ
た
こ
と
、
ま
た
パ
ー

の
と
こ
ろ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
横
の
つ
な
が
り
を
考
慮
し
た

計
画
・
立
案
は
、
ジ
ョ
イ
セ
フ

が
青
年
海
外
協
力
隊
の
協
力
を

仰
い
だ
こ
と
が
あ
る
く
ら
い

ｆ　●

で
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

政
府
予
算
の
半
分
実
施

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
が
注
目
さ
れ

て
き
た
の
は
、
日
本
の
国
際
援

助
が
経
済
イ
ン
フ
ラ
作
り
か

ら
、
基
本
的
な
人
間
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
社
会
セ
ク
タ
ー

（
保
健
ぶ
忿
巧
教
育
、
人
口
、

人
権
、
環
境
な
ど
）
へ
と
シ
フ

ト
し
て
き
た
こ
ろ
か
ら
だ
。
途

上
国
の
住
民
が
何
を
望
ん
で
い

る
の
か
と
い
う
草
の
根
レ
ベ
ル

で
の
二
Ｉ
ズ
を
的
確
に
と
ら
え

h
t
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p
:
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/
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
際
協
力

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
援

助
で
も
、
女
性
の
初
等
教
育
や

職
業
訓
練
な
ど
が
、
保
健
活
動

と
総
合
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。

　
し
か
し
、
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
現
場
で
は
、
援
助
予
算
分

野
や
監
督
部
局
が
縦
割
り
で
あ

る
結
果
、
な
か
な
か
そ
の
連
動

は
進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
は
政

府
開
発
援
助
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協

協
会
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
共
同
し
て
、

住
民
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
き
た
。
八
九
年
か

ら
の
七
年
間
に
活
動
内
容
は
寄

生
虫
予
防
・
母
子
保
健
か
ら
地

域
全
体
の
生
活
改
善
運
動
へ
と

量
的
に
も
質
的
に
も
拡
大
・
発

展
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
が
協
力

ト
ナ
ー
が
政
府
機
関
で
は
な
く

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政

治
的
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に

住
民
の
中
に
入
れ
た
こ
と
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
同
士
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
事
例
で
あ
る
。

　
一
方
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
、
保
健

分
野
で
寄
生
虫
オ
ン
コ
セ
ル
カ

や
熱
帯
病
へ
の
取
り
組
み
を
グ

ア
テ
マ
ラ
で
実
施
し
て
き
た

し
、
昨
年
は
女
子
教
育
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
た
。
し
か

そ
の
主
な
理
由
は
、
援
励
す
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

日本とグアテマラのＮＧＯが協調
して行った助産婦のトレーニング

　たが活そせ民発　Ｇて
欧の高齢｀な参に篇○い
米だまへＮい加と口でる
社゜っのＧかがっ

温
あの

会　て期Ｏら欠てなりは
で　き待のこか住開｀Ｎ

は
、
こ
う
し
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
長
所

を
認
め
て
、
す

で
に
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
、

政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
調
の
経
験

を
持
っ
て
い
る
。

　
米
国
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
）
の
事
例
を
み
る
と
、
七

三
年
に
議
会
で
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ

の
全
援
助
予
算
の
一
二
％
以
上

を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
執
行
と
す
る

と
い
う
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
対
話
が
く
り
返
し
行

わ
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
自
立
補
助
（
運

営
管
理
費
的
な
援
助
を
合
む
支

援
）
を
行
う
時
期
を
経
て
、
今

や
米
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
人
口
対
策

分
野
の
政
府
予
算
の
半
分
を
実

施
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
策
と
し
て
は

Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
で
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
適
切

な
支
援
を
行
う
」
と
触
れ
ら
れ

援助の多元化必要

計画段階から参加を

て
い
る
程
度
。
実
際
に
は
草
の

根
無
償
資
金
な
ど
四
項
目
の
援

助
が
あ
る
だ
け
だ
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
調
事
例
と
し

て
は
、
緊
急
援
助
の
分
野
と
人

口
・
エ
イ
ズ
分
野
の
「
地
球
規

模
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に

関
す
る
外
務
省
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

定
期
懇
談
会
で
合
意
を
み
た
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ガ
ー
ナ
な
ど
へ
の

　
ヲ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
ミ
ッ
シ

ョ
ン
」
へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
な

ど
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に

は
ま
だ
一
時
的
な
協
調
の
段
階

と
携
え
よ
う
。

　
一
定
額
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

　
い
ま
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る
国

民
の
負
担
は
一
人
平
均
一
万
円

と
い
う
時
代
で
あ
る
。
効
果
的

な
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
す
る
た
め
に

も
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
並
行
し
て
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
る
、
草
の
根
住
民
に

届
く
援
助
を
実
施
し
、
援
助
の

多
元
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
①
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱

の
申
で
、
ま
た
は
新
規
に
国
際

援
助
法
を
作
っ
て
そ
の
中
で
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
開
発
援
助
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
位
置
づ
け
る
②
社
会
セ

ク
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
の
計

画
立
案
、
実
施
、
評
価
の
各
段

階
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
す
る
シ
ス

テ
ム
を
作
る
③
現
行
の
社
会
セ

ク
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
に

は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
参
加
し
、
情

報
公
開
を
促
進
し
て
次
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
立
案
に
役
立
つ
プ
ロ

セ
ス
を
作
る
④
途
上
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
直
接
申
請
し
て
く
る
草
の
根

無
償
資
金
の
選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
中
立
的
な

委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
委
託
す

る
Ｉ
Ｉ
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　
さ
ら
に
は
各
国
連
機
関
に
あ

る
日
本
基
金
の
中
で
、
決
ま
っ

た
割
合
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
に
配
分

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
こ

れ
は
日
本
の
顔
を
作
っ
て
い
く

こ
と
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。
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稲
の
も
み
殼
を
使
っ
た
煌
炭
づ
く
り
を
学
ぶ
南
ア
フ
リ
カ

の
黒
人
た
ち
＝
栃
木
県
西
那
須
野
町
の
ア
ジ
ア
学
院
で

雇月　　　EJ　　　-づ砺

　　　　　　　　　　　　　　　　　（夕予ｊ）

１９９６年（平成８年）２月１０日　土曜日

　
港
や
ダ
ム
、
道
路
な
ど
大
が

か
り
な
社
会
基
盤
の
整
備
に
偏

り
、
「
人
の
顔
が
見
え
な
い
」

と
皮
肉
ら
れ
て
き
た
日
本
の
途

上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
、
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
活
躍

の
場
が
広
が
り
始
め
て
い
る
。

年
一
兆
五
千
億
円
を
超
す
Ｏ
Ｄ

Ａ
ｒ
算
全
体
か
ら
み
れ
ぱ
、
国

内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
分
は
ま
だ
ご

く
わ
ず
か
だ
が
、
小
回
り
が
き

き
、
地
域
に
腰
を
据
え
た
活
動

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
海
外
援
助
に
欠

か
せ
な
い
、
と
政
府
が
よ
う
や

く
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

だ
。
農
村
開
発
や
地
域
医
療
と

い
っ
た
得
意
な
分
野
で
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
「
公
の
仕
事
」
は
次
第
に

増
え
そ
う
だ
。

　
　
（
通
信
部
・
田
中
洋
一
）

愈　霞　顎　叩

平成８年(1996ヤ２月２５日　日曜日

●１

　
●
煉
炭
づ
く
り

　
南
ア
フ
リ
カ
の
八
人
の
黒
人

が
日
本
で
農
薬
や
肥
料
を
抑
え

た
伝
統
的
な
ａ
業
を
学
ぴ
、
昨

年
末
、
帰
国
し
た
。

　
外
務
省
の
下
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
受

け
持
つ
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
企
画
し
た
三
ヵ
月

研
修
。
そ
の
目
玉
が
国
内
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
草
分
け
に
属
す
る
ア
ジ
ア

学
院
（
栃
木
県
西
那
須
野
町
、

中
嶋
正
昭
理
事
長
）
で
の
二
週

間
コ
ー
ス
だ
っ
た
。

　
学
院
で
は
、
幼
炭
（
く
ん
た

ん
）
作
り
を
学
ん
だ
。
小
郡
煙

突
付
き
の
ブ
リ
キ
缶
に
火
を
お

こ
し
、
そ
の
周
り
に
稲
の
も
み

殼
を
小
山
の
よ
う
に
積
み
ｈ
げ

て
、
一
昼
夜
で
頁
っ
黒
に
炭
化

さ
せ
る
。
出
来
ヒ
が
っ
た
も
の

を
畑
に
す
き
込
め
ば
土
壌
を
改

良
で
き
る
。
ａ
業
普
及
員
デ
ィ

デ
ィ
ワ
ン
ガ
ニ
・
マ
ト
ジ
さ
ん

ジ
ワ
リ

（
四
五
）
は
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

農村開発･地域医療

広がる｢活動の場｣

国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
を
推
進
す
る
会

つ
で
も
便
え
て
衛
生
的
。
煙
も
　
日
本
で
は
、
八
九
年
度
に
Ｎ

少
な
く
、
ま
き
の
節
約
に
も
な
Ｇ
Ｏ
へ
の
補
助
と
、
主
に
外
国

る
」
と
、
評
判
が
広
が
っ
た
。
団
体
向
け
「
草
の
根
無
償
資
金

　
ザ
ン
ビ
ア
の
地
域
医
療
を
充
協
力
」
の
両
制
度
が
で
き
て
は

実
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
い
る
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
本
体
に
市
民

荊
調
査
に
は
、
ア
ジ
ア
医
師
連
団
体
が
参
加
す
る
場
が
生
ま
れ

（
人
我
隔
離
政
策
）
で
立
ち
遅
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
た
の
は
こ
こ
一
、
二
年
だ
。

れ
た
私
た
ち
黒
人
に
は
カ
ネ
が
　
・
岡
山
市
）
の
メ
ン
バ
ー
吉
田

な
い
。
土
壌
改
良
剤
は
買
え
な
修
さ
ん
（
’
一
七
）
が
昨
年
四
月
か
ら

い
が
、
こ
れ
な
ら
や
れ
る
」
と
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
首
都
の
大

目
を
輝
か
せ
た
。

　
●
か
ま
ど
好
評

　
ケ
ニ
ア
に
二
十
年
暮
ら
し
、

孤
児
を
支
援
す
る
市
民
グ
ル
ー

プ
を
主
宰
す
る
栄
養
研
究
家
岸

田
袈
裟
さ
ん
（
。
ぎ
。
）
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
人
口
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
員
と
し
て
、
現
地
の
村
々
を

回
っ
て
い
る
。
乳
幼
児
の
死
亡

率
が
高
い
の
に
気
づ
き
、
何
と

か
し
た
い
と
ち
え
る
う
ち
に
、

故
郷
の
岩
手
県
に
あ
っ
た
、
か

ま
ど
に
賑
い
当
た
る
。

　
ケ
ニ
ア
の
農
村
で
は
、
三
角

形
に
置
い
た
三
つ
の
石
の
中
心

に
な
べ
を
か
け
る
だ
け
だ
。
地

元
の
粘
土
を
便
っ
て
か
ま
ど
作

り
を
指
導
し
た
ら
、
「
湯
が
い

「
宗
教
者
委
」
の
設
置
確
認

　
　
垣
根
越
え
人
道
援
助
で
協
力

　
以
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
絹
織
す
る

　
「
国
際
尚
献
ト
ピ
ア
岡
山
橘
想

を
推
進
す
る
会
」
は
．
示
四

日
、
同
会
の
会
ほ
ら
の
研
修
集

会
「
ト
ピ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
」
を
開
い
た
。
集
会
で
、
同

会
に
宗
教
団
体
で
構
成
す
る

　
「
人
道
援
助
宗
教
者
委
員
会
」

　
（
仮
称
）
の
設
置
を
確
認
し

た
。
　
ト
ピ
ア
の
会
は
、
‘
今
月
の
中

国
７
南
谷
地
震
の
被
災
者
救
援●

学
病
院
と
各
地
の
保
健
所
と
の

連
携
が
で
き
な
い
か
、
と
古
田

さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　
●
か
つ
て
敵
対

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
と
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
で
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
専
門

家
は
現
在
、
約
千
八
百
人
。
う

ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
は
四
人

で
、
そ
の
関
連
予
算
は
年
間
約

四
億
円
に
と
ど
ま
る
。

　
服
部
則
夫
・
外
務
省
経
済
協

力
局
審
議
官
の
話
政
府
だ
け

　
国
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
か
つ
て
の
反
で
進
め
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
時
代
は
終

目
を
知
る
関
係
者
は
河
口
の
わ
っ
た
と
い
え
よ
５
．
Ｎ
Ｇ
Ｏ

感
が
あ
る
」
と
い
う
。
一
九
八
に
は
補
完
役
に
な
っ
て
も
ら

○
年
代
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
い
、
国
際
援
助
へ
の
国
民
参
加

　
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
出
費
は
不
透
明
の
輪
を
広
げ
た
い
。

だ
」
な
ど
と
批
判
し
、
政
府
側
　
市
民
団
体
の
組
織
強
化
を
図

は
「
非
政
府
な
ら
ぬ
反
政
府
組
る
伊
藤
道
雄
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
推

織
」
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
敵
視
し
た
。
進
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
の
話

　
だ
が
、
冷
戦
の
終
わ
り
と
前
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
心
立
し
た
存
在
で
、

後
し
、
援
助
の
重
点
が
大
規
模
政
府
の
補
完
団
体
で
は
な
い
。

な
施
股
づ
く
り
か
ら
回
立
に
市
民
団
体
の
良
さ
を
失
わ
な
い

向
け
た
人
材
育
成
」
に
移
る
中
よ
う
、
政
府
の
補
助
や
委
託
の

で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
無
視
で
き
な
い
性
格
を
よ
く
見
極
め
て
か
ら
引

存
在
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
き
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

・
に
。
活
動
す
る
Λ
Ｍ
Ｄ
Λ
（
ア
ジ
成
団
体
を
決
定
す
る
。

一
ア
ー
医
師
連
絡
協
議
会
）
友

則
一
　

ま
た
ヽ
集
会
で
ヽ
言
ル
ノ

石
め
ぶ
く
の
宗
教
団
体
が
宗
・
プ
イ
リ
原
票
故
で
被
爆
し
た

教
の
垣
根
を
越
え
て
協
力
し
た

実
紹
を
評
価
。
今
後
も
継
続
的

に
人
道
援
助
を
行
う
た
め
、
宗

教
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を

つ
く
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
、

八
つ
の
宗
教
団
体
が
参
加
の
申

し
入
れ
を
し
て
い
る
。
近
く
開

か
れ
る
ト
ピ
ア
の
会
の
総
会

で
、
裔
員
会
の
ぶ
式
名
称
や
構

ダ
供
た
ち
を
日
本
に
吽
ん
で
療

養
し
て
も
ら
お
う
と
、
先
月
二

ナ
百
に
発
足
し
た
ｙ
エ
ル

ノ
の
7
.
供
た
ち
を
救
う
会
」
の

活
動
報
告
、
緊
急
援
助
で
救
援

機
チ
ャ
ー
タ
ー
を
行
う
県
航
空

協
会
の
活
動
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
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八rl糸斤Fな參-､_LJ水曜日１９９６年(平成8年)２月２８日

　
熱
意
持
ち
奉
仕
活
動

　
　
　
　
清
心
女
子
高
社
会
福
祉
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
敷
市
）

　
昨
年
十
一
片
十
七
日
付
の
本
紙
の
国

際
貢
献
の
特
集
記
事
を
読
ん
で
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
創
立

以
来
か
ら
の
活
動
の
様
子
が
大
変
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
以
前
ル
ワ
ン

ダ
難
民
の
状
況
を
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら

れ
て
か
ら
で
す
。

　
あ
の
ル
ワ
ン
ダ
の
地
で
、
指
を
く
わ

え
、
ど
こ
か
物
憂
げ
な
様
子
の
子
供
た

ち
。
あ
の
惨
状
を
目
を
お
お
い
た
く
な

る
よ
う
な
気
持
ち
で
見
て
い
ま
し
た
。

そ
の
状
況
が
報
道
さ
れ
る
度
に
世
界
中

の
人
々
の
悲
し
み
は
大
き
く
な
っ
て
い

っ
た
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
時
、
日
本
は
世
界
の
平
和
に

貢
献
す
る
国
の
Ｉ
つ
と
し
て
ど
の
よ
う

な
援
助
が
で
き
る
の
か
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
論
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
素
早
い
対
応
で
独
自

の
医
療
、
物
資
供
給
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
の
援
助
活
動
に
乗
り
出
し
ま

し
た
。

　
そ
れ
は
、
国
家
や
形
式
に
と
ら
わ
れ

な
い
何
か
と
て
も
大
き
な
温
か
い
力
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
小
さ
な

お
手
伝
い
で
し
た
が
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民

救
助
の
た
め
の
募
・
全
活
動
に
参
加
し
、

伝
近
で
は
阪
神
人
ご
災
遊
児
た
ち
の
た

め
の
募
全
活
動
に
部
函
二
同
聊
加
し
ま

一　
真
の
国
際
貢
献
望
む

　
　
　
末
次
賢
治
2
9
会
社
員

　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
南
区
）

　
報
道
で
知
っ
た
が
、
岡
山
市
に
本
部

を
置
く
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
が
、

ドど

岡
山
県
内
に
国
際
貢
献
大
学
を
設
立

す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

世
界
初
の
計
画
だ
。
世
界
の
災
害
、

紛
争
被
災
地
で
、
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
た
も
の
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
国
際
貢
献
と
い
え
ば
資
金
援
助

が
注
目
さ
れ
や
す
い
。
が
、
こ
う

し
た
人
的
貢
献
、
活
動
に
よ
る
援

助
こ
そ
国
際
貢
献
だ
と
私
は
考
え
て

火曜日

　　陛罰

し
た
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
さ
さ
い
な
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
そ
ぱ

で
実
際
活
動
で
き
た
よ
う
な
、
そ
し
て

戦
争
、
自
然
災
害
な
ど
の
暗
い
背
景
と

は
対
照
的
に
、
心
と
心
が
通
じ
あ
え
た

よ
う
な
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
　
こ
の
温
か
い
思
い
や
り
の
気
持
ち
と

熱
意
を
持
ち
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
・
り

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

(平成８年)２月２７日

　Eヨ　　　　　蔀戸

　１９９６年

忌月

な讃

一

い
る
。

　
お
金
に
よ
る
国
際
貢
献
を
し
て

も
、
現
地
の
権
力
者
や
政
府
関
係
者

に
吸
い
上
げ
ら
れ
、
国
民
や
住
民
へ

ま
で
は
、
援
助
の
手
が
届
い
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
ば

寒
昧
の
な
い
こ
と
だ
。
む
し
ろ
、
人

的
派
壇
や
技
術
教
育
の
方
が
よ
り
良

い
貢
献
と
な
ろ
う
。

　
こ
の
大
学
は
五
年
以
内
の
開
校
を

目
指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
。
十
分
に

設
立
準
備
を
し
、
や
が
て
世
界
へ
、

良
き
人
材
岑
輩
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
期
待
し
て
い
る
。

　
Ｖ
今
年
の
西

大
寺
会
陽
（
え

よ
う
）
「
は
だ

か
祭
り
」
で
福

男
に
な
っ
た
建

設
業
阪
田
達
也
さ
ん
♀
四
）
日
岡

山
東
－
‥
前
日
が
二
十
六
目
、

　
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」

真
。
　
Ｖ
祝
い
主
か
ら
の
分
と
合
わ

せ
計
三
十
万
円
。
受
け
取
っ
た

津
曲
兼
司
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
次

長
は
「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
礼
を
言
い
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
報
告
を
ま
と
め

た
本
を
贈
っ
た
。

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
本
部
を
訪
　
Ｖ
福
男
は
十
二
回
目
で
賞
金

れ
、
’
賞
金
を
寄
付
し
た
＝
写
は
毎
回
寄
付
を
し
て
き
た
が
、

※
’
　
ｊ
　
　
　
■
ｒ
…
…
ｍ
ｌ
ｊ
ｊ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
し
て
は
初
め

て
。
阪
田
さ
ん

は
「
消
防
団
の

消
防
部
長
な
の

で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

苫
労
は
よ
く
わ

か
る
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
。

１９９６年(平成８年)１月２５日スムイ教夕仏刊週

〔勇画〕
　
フ
ラ
ン
ス
に
は

「
国
境
な
き
医
師

団
」
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
が

あ
る
。
’
緊
急
な
国

際
的
事
件
で
難
民

な
ど
が
発
生
し
た
と
き
、
間

髪
奮
Ａ
れ
ず
に
現
地
に
飛
ぶ

医
師
団
の
こ
と
だ
◆
い
ま
日

本
に
も
似
た
組
織
が
あ
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
あ
る
。
「
Ｔ
Ｈ

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ

Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｉ
ア
ジ
ア

医
師
遠
路
協
議
会
」
で
、
本

部
は
岡
山
に
あ
る
◆
こ
の
組

織
の
名
前
は
新
聞
な
ど
で
知

っ
て
い
た
が
、
筆
者
が
先
年

ク
ロ
ア
チ
ア
に
出
か
け
た
と

き
訪
問
し
た
難
民
キ
ャ
ン
プ

な
ど
で
の
救
援
活
動
が
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
中
に
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
名
前
が
あ
っ
た
。
一
度

そ
の
中
心
の
人
に
会
い
た
い

と
思
っ
て
い
た
◆
た
ま
た
ま

阪
神
大
震
災
一
周
年
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
東
京
で
あ
っ
た

お
り
に
接
触
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
人
は
岡
山
市
内

の
内
科
医
師
管
肢
茂
さ
ん
。

四
十
九
歳
。
高
校
時
代
に
お

じ
い
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ
た

日
本
兵
の
戦
死
の
場
面
に
ひ

ど
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の

が
原
点
だ
っ
た
そ
う
だ
。
岡

山
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、

ア
ジ
ア
ヘ
の
目
を
開
き
つ
づ

け
て
き
た
◆
一
九
七
二
年
か

ら
活
動
開
始
、
八
四
年
に
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
を
つ
く
っ
た
ｑ
い
ま

ア
ジ
ア
十
三
カ
国
九
百
人
の

医
師
、
看
護
婦
が
加
わ
り
、

こ
れ
ま
で
に
ア
ン
ゴ
ラ
、
ル

ワ
ン
ダ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

多
く
の
紛
争
地
域
に
派
遣
し

て
き
た
◆
大
学
時
代
に
臨
済

宗
の
寺
に
下
宿
。
座
禅
も
し

た
経
験
か
ら
、
宗
教
団
体
と

の
協
力
も
十
分
。
「
キ
リ
ス

ト
教
の
縦
の
人
権
思
想
と
違

っ
て
、
日
本
は
相
互
扶
助
の

意
識
だ
か
ら
、
幅
の
広
が
り

が
あ
る
」
そ
う
だ
。
（
気
）
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事務局だよリ 事務局　片山　新子

さようなら、津曲先生、岩永先!生／

　３月は「別れの季節」と言うけれど、今年の３月はとっても寂しい‥・

　津曲先生と岩永先生がＪ ＩＣＡのプロジェクトで２年間派遣されることになり、今月

出発された。

　岩永先生はプロジェクトを通し、また津曲先生とは当初からいろいろと相談にのって

もらっていた。

　私は津曲先生の講演会について行って、ＡＭＤＡの本を売ったり、スライド上映を手

伝ったりするのが　大好きだった‥・というか正確に言うと講演会場に行くまでの車

の中のおしゃべりが大変楽しかった　ので、大きな荷物を抱えてよくついて行った。

　津曲先生の講演は感動的で本は文字どおり「飛ぶように」売れた。

　「原稿なんか必要ないんだ｡行く車の中で話すことを整理するんだ」と言う先生の横で

ガンガンに

　サザンの曲をかけて歌っていた。

　岩永先生はプロジェクトから帰国する度に、滞在したホテルの電話帳を「役に立つで

しょう」と本部に　持ち帰った。事務局の私たちは「いつか役に立つかも・・・」と思

いながらずっと保管している。

ＡＭＤＡの管|全的な先生方。どうぞお体に気をつけてフィリピンで頑張って下さい。

会費値上げのお願い

　会員の皆様には日頃のご支援に対しまして感謝申し上げます。

「国際医療協力」の出版につきまして、編集上の努力等行なってまいりましたが､掲載報

告内容も増え、経費に対し、従来の会費ではまかないきれない状況になってまいりまし

た。昨年6月のＡＭＤＡ年次総会で、1996年度より一般会員、学生会員の会費を各々2500

円値上げし、10､000円、7､500円とする事の承諾をいただきました。何卒ご理解いただき、

今後とも末永くご支援ご協力賜わりますようお願い申し上げます。

便利な郵便局からの自動払込の制度をご利用くださるようご案内いたします

自動払込利用申込書を同封しております。必要事項をご記入のうえ、最寄りの郵便局に

お申し込みください。
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ボランティアリレー４

藤田　京子

　私とＡＭＤＡとの出会いは、三宅和久先生を通しての阪神大震災からです。素早い動

きと相手の立場に立った援助は、自分の思いと重なりいつも心の中にあります。又、大

学の公開講座で菅波代表の講義を受ける機会を得て、ＡＭＤＡは本物として私の心の中

へ納まりました。シンポジウムでは熱血津曲先生のお話でＡＭＤＡ旋風が吹き荒れまし

た。サハリン、中国雲南省地震と参加する度、多くの方との出会いがあり、いろんな見

方、考え方が吸収できとても楽しく顔を輝かせている仲間と共に働ける喜びがあります。

地球という生命体に同じ様に創られた者であると思うと一人一人がとてもいとおしく思

えます。ありのままの自分を差し出す事によって、自分が生かされている事に気付き、

未知の自分を発見できる事もボランティアとしての喜びの一つです。私の様な年代なら

では出来る気配りで、ＡＭＤＡのスタッフを支え、人と人とのつながりの中の見えない

部分で働きたいと願っています。毎月の会報は楽しみで、深い人間愛が流れていて、人

として大切な事は何かを考えさせられ生き方をも問われ力を頂けます。特に海外での活

動報告は敬意を持って読ませて頂いています。彼らの健康と活躍を祈るばかりです。国

連ＮＧＯ認定となり、仲間が増えていっている事をうれしく思うと共にＡＭＤＡを通して

自分自身を活性化させ、それが回りに広がっていく事を願っています。 ＡＭＤＡは皆で

愛し、育てるものとも思っています。いつも暖かく迎え入れて下さる近藤事務局長をは

じめ、スタッフの皆様の働きには頭が下がります。自分の生命を輝かせながら、世界中

の人と痛みをわかち合える機会があるＡＭＤＡに連なっている事を幸福に思います。

辰４

瀕鱗岸叡斡一
一3‘I

＼無

ＡＭＤＡ干lj行物案内

■遥かなる夢　一国際医療貢献と地域おこしー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価2500円

■ルワンダからの証言　一難民救援医療活動レポートー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価2000円

■とび出せ！ＡＭＤＡ　－アジア医師連絡協議会の活動－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価1800円

　・　.　　336-B地区2R-2Z
幕

岡山サザンライオンズクラブ

　'●｀　　　　　　事務局岡山市厚生町3-1-15岡山商工会議所5F

匯宍]
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個人

ＡＭＤＡ国際医情報センター

　１９９６年度運営協力者

以下の方々にご協力頂いています。有り難うございます。（順不同敬称略）

佐藤光子、坂田　優、川上真史、鈴木貴子、伊藤真由美、大島行雄、新倉美佐子、

杉原賢治、北元宣子、佐藤美樹

団体

日本聖公会東京教区、聖アンデレ教会、三光教会、聖パウロ教会、聖バルナバ教会

聖テモテ教会、神田キリスト教会、浅草聖ヨハネ教会、葛飾茨十字教会、

聖ルカ教会、東京聖三一教会、東京聖十字教会、八王子復活教会、小金井聖公会

神愛教会、立教学院諸聖徒礼拝堂、The Migrant Workers Health Fund（USA）。

田宮クリニック産科・婦人科（神奈川）、オカダ外科医院（神奈川）、

杉本クリニック（岡山）、藤田クリニック（東京）、高岡クリニック（東京）

帝国クリニック（東京）、安心堂薬局（大阪市）、大塚薬局（文京区）、

住友海上火災保険㈱、㈱ジェサ・アシスタンス・ジャパン、興和新薬㈱、

三共㈱、グラクソ三共㈱、第一電工㈱、藤沢薬品工業㈱、ソニー㈱、三井物産㈱

㈱エス・オー・エス　ジャパン、いなり堂南桜塚本店内ボランティア貯金会。

町谷原病院、聖公会八王子幼稚園、小林国際クリニック募金箱

助成金

大同生命厚生事業団（地域保健福祉研究助成）

(お名前を掲載しない方５件)

当センターは寄付などにより運営されています。皆様のご協力をお待ちしています。

広告記載については事務局までご連絡下さい。（０３－５２８５－８０８６）

郵便振替：００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行口座名：さくら銀行桜新町支店　普通５３８５７１６

口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　　　　　所長小林米幸
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価102東京都千代田区紀尾井町3-12

　　　　　　　　　　　紀尾井町゛、a03(3238)2700(代表)

いちい書房の家庭医学書

ﾋﾟｱｽﾄﾗﾌﾟ

�０３－３２
て絶賛発売中

ＷＥ　Ｓ

全世界への
対応言語、

@

ＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ

格安国際航空券手配と販売
英語、スペイン語、タガログ語、タイ語、韓rlq語、ベンガル語、

ヒンディー語、ウルドウ語、マレー語、インドネシア語、北京語

上海語、広東語、牒建語、客家語、ペルシア語、ミャンマー語、

アラカン語、フランス語、日本語、２２言語に及な

　　　　　総合受付soa-3340-6745
アクロス新宿フライトセンター'ロス新宿フラt切瓦&－

東京都新宿区西新宿卜19-6山手新宿ﾋﾞﾙ2F〒160東京都新宿区西新宿卜19-6山手新宿ビ，

航空券はアクロスヘ医療相

　　き　A!X

j昌!y

を可変折

?4ヱΣぷら,吹lt各社

A'el･ldl･y･11･rs ･･r･l･
－-■●　　■■
　Mii駅MO4,り3竹

はＡＭＤ へ

回相模原市医師会

消化器科・外科・小児科

　心長矢島　治

〒229神奈川県相模原市富士見１－３-∠１１
　　　ａｏ∠１２７－５５－３３ １１

小林国際クリニック
Kobayashi　Tnternationa1　C11nic

　　　　　　　　　小林国際蓉院

平　日

休診日

ＴＥＬ

〒２４２

月曜日～金曜日
９：１５～１２：００　／　１４：００～１７：００

土曜日
９：１５～１３：００

水曜日、日曜日、祝祭日

０　４　６　２　－　６　３　－　１　３　８　０

神奈川県大和市西鶴間３－５－６－１１０

　　　　　　　　　　小田急江ノ島線鶴間駅下車徒歩４分
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　内科（老人科）

医療法人社団慶成会

理学診療科

霖慶友病院
〒１９８東京都青梅市大門1－681番地

●入院のお問い台せ－TEL.0428(24)3020(代表)

　　　　院長大　塚　宣　夫

産婦人科
ＯＢ／ＧＹ

　　　　ＯＩ

心療内科

Ｎ／ＰＹＣＨＯＴＨＥ

蛙木クリニック

ＲＡＰＹ

　　　　ISEZAKIWOMEN’SCLINIC

吊２３１横浜市中区伊勢佐木町３ -１ ０７

　　　　Ｋビル伊勢佐木２階

　　ｎ０４５（２５１）８６２２

きう 大鵬薬品工業株式会社

東京都千代田区神田錦町1-27

内科・理学診療科

福川内科
クリニック
　東成区東小橋３－１８－３

　　(住友銀行鶴檎支店前)

ポングービル４Ｆ　昔９７４－２３３８

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　－4置|｡。　医舷人回　棄泉会　肖11

町谷原病院

〒194剱肺齢小阻523　　　n0427-95-1668

内科　消化器科　整形外科
精神科　理学診療科

神経内科

　ぞnl｀IJf･　JIEづ-6?71jてぞｰ｢

　　　　　　　医療法人社団永生会
(jjj万万?)

ｸ

台市

了了４床

弓冴3東京都八王子市椚田町583-15

　　　　　�0426-61-4108

ｏ会ぐ都商会
サリー薬局　　　⑨214　川崎市多摩区宿河原２－３１－３
　　　　　　　　昔　044--933一〇２０７

エリー薬局　　　⑨214　川崎市多摩区菅６－１３－４
　　　　　　　　ａ　０４４一一９４５－７００７

マリー薬局　　　⑨214　川崎市多摩区南生田７－２０－２
　　　　　　　　昔　０４４－９００－２１７０

十字路薬局　　　⑨211　川崎市中原区小杉御殿町２－９６
　　　　　　　　昔　０４４－７２２－１１５６

セリー薬局　　　⑨216　川崎市宮前区有馬５－１８一２２
　　　　　　　　昔　０４４－８５４－９１３１

７ミー薬局　　　⑨242　大和市西鶴間３－５－６－１１４
　　　　　　　　Ｓ　　０４６２－６４－９３８１

マオー薬局　　　⑨242　:大和市中央５－４－２４
　　　　　　　　昔　０４６２－６３－１６１１
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